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例 言

l . 本井は、氷上郡市品町 l・'l"rnlに所在する的場遺跡・ I:ノ段遺跡の発掘J:l1t報作：界である n

2. 発堀渇査は、（同）175りr殊改nm一ti;!J~ 定に先立つもので．兵J.l{県柏l以土木l)J務IV(の委；；tを受け、

兵庫県教有委日会埋＆文化財t11介*務所がJl成4年度に分布濁査、平成7年1父にf6.品~1c、平成 8 年

度に全面講査を実施した なお、全血潟釦こついては、は共伸［業に作入る~{をH った。

3. 竺埋作業は、平成12・13年度に兵Jlt県教ff会貝会埋蔵文化財ヨ査下務所がfulJHl5所にて'X施した。

なお、遭物写只については；ti-)クニグ.,.・フォトに委託Lた

4. 鉗査は辺路ljJ~用に~Ud されているが屯,.•.~(µ.J上座悦笙 1\系）を苓に火施した。

5. 悦高は東京缶ギ均海水ボを）ふりとした。

6. 4:0の絹集 ・ 訊Tは池ILi征，J人が行ったも ただし 、 第 5~の出上丑類の nr.~科栄的分析についてば

屈Hi'f男（瓜都大学原r・炉丈験l所）氏に1ap省稿いただいた。
7. 木内にかかる遺物・図而・サJてな とは兵,,n県教行委J~会埋蔵文化財、淵介市務llfr.(ld!:分館（明石市魚

住町消水）に保管する。

8. 発趾調査およぴ報告炉乍I,£「あたtJ• 以卜の方々の御援助・ 得指(J.. ~ 教小を頂いた。記して深く

感謝の店を表するものである。

6鯰笞久、袂野工大郎、 fill文ゲ、 ct.I以多喜紐、肥後弘ヤ、福氏牙行、松）I茫.{~、 1田花=:.

八瀬正雄、~?・げ哲男
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、1;具図版9 1: : が）場遺跳治ち込み（東から）

中左 ：的場遺蹄 洛ち込み上器55出土状況（四から）

中右 ：的場遺跨 落ち込み粕品）ヤ岩様緑色岩~,Jヽ F.出土状況（：北から）

下左：的場遺筋 洛ち込みt淫56出L状況（酉から）

下11: 的場遺貯 治ら込み土器57山I:状況（西から）

写真図版10 1:: ..r.. ノ段遺跡 遠.!;t(束から）

中 ：上ノ段迅除 A地区仝J;t(1りから）

下 ：l-. ノ段遺踪 B地区令r:tt ilJから）



写真図版11 上 ：上ノ段逍踪 A地区t/t~詳仝景（西から）

f: 上ノ段遺踪 A地区尉溝ぶT.(北から）

'lj. 兵凶版12 上 ：上ノ段遺跡 A地E見甜いい-.1似部（西から）

中： Jノ段遺跨 A地L~周溝具北側尉溝（西からi

下： l.ノ没遺跡 A地区周溝墓西側周溝1勺貼石 （南西から）

写真同版13 l: : 上ノ段逍跡 A地区周溝~SK l4(南から）

中左 ：上ノ段遺跡 A地区因湛汀SK14土器出土状況（西から）

中右： Lノ段還跡 A地区因i員 ~SK14怜玉出土状況（東から）

下左 ：」j 段遺跡 A地区周溝硲SK15(北から）

F右 ：上ノ段遺跡 A地区周淋~SK20(i西から）

写).'{図版14 上 ：上ノ段遺舒 A地区固溝必SHOI(南から）

中 ：1: ノ段遣跡 AJ也区周沼-llSHOJ(世から）

下 ：上ノ段遺跡 A地［メl,¥i溝哀SHOIカマド（西から）

写真図版15 上：上ノ段迅跡 A地~SKOl (北から）

q, : ..Lノ段遺跡 A地区SK02(東から）

下：上ノ段遺跡 A地区SK02土器出 I.状況（西から）

与其1~1版16 上 ：上ノ段遺翔 A地口東部 ＼北から）

中： 上ノ段遺跡 A地区北都 ，内から）

下： Lノ段遺跡 A地区SlJOl(rtiから）

咋只図版17 上： Kノ段遺跡 A地区SDOI・02入口部（東から）

中 ：上ノ段遺踪 Al也［メ東邪ビノト群（北から）

ト：上ノ段遺跡 A地F丙蔀ピノト群 （四から）

万兵図版18 上： tノ段遺跡 A地区SK24(求から）

中 ：J. ノ段遺跡 A地区Sに打、rtiから）

下左:..:ノ段遺踪 A地区SK27鑽銭出 L状況憎「から）

下右 ：上ノ役遺跨 A地区SEOlt東から）

与共図版19 上 ： 上ノ段遺~ 8地区西北部ピノト詳（西から）

中左： 上ノ段遺跡 B地区SKOl(北から）

中布： L: ノ段遺跨 B地区SK02(北から）

下：上ノ段遺跡 B地区SKl6(南から）

'l:j. 真図版20 的場遺跡 SIIOJ・02出土遺物

石兵囚版21 的場遺跡 SH03・04出七遺物

写兵図版22 的場遺跡 SH04出上遺物

写只図版23 的場遺跳 SH04・SKlO出上遺物

写只図版24 的場遺~ SKlO出土遺均

井兵図版25 的場遺踪 SKJO出；上還物

Tj.~ ↓図版泌的場遺跡 SKJO出 1遺物

写兵図版27 的場丑跡 ビ・ノト ・裕ち込み出土遺物



写真図版2~ 的楊逍跳 落ち込みti¥I: 遺物

写真図版お的J品遺踪包含り出・I:遭物

写兵図収30 的場遺跳 己含.,1出＋．追物

写只図板31 l: ノ段道~ A地区 •,j溝~ ・SK20出土遺物

？丸［図板32 l ノ段遺~ A地[,<SKI1-16・SIIOl出土遺物

写比凶版33 _l-, I段遺M: A地［メSKOi・02出上遺物

写真図版J.1 上ノ段直児 、＼地1/..SK02は I・.遺物

写~1-tj版35 ヒノ段遺胚 A地区SK02出・I油れ物

写真図版36 lノ段遺跡 A地[;{Sf>OHII土遺物

、が真図版37 I. ノ段遺跡 A地Iメ沿・ピット・ Jt戸・上坑：出上遺物

写兵図版お t /段遺跡 A地I)(I坑/Bl遺物

万此図版39 上ノ段逍趾 J\地l双~SK27 · B地区ビット出土遺物

写兵図版40 上ノ段迅跡 B地[.{!'ット・ 1:JkHl土遺物

写真図板41 Lノ段j且跡 a含M出L追物
、与rtt-<I版12 I・ ノ段1ft跳払含り出．一[:jl'l物



第 1章調査の経紺

第 1節調在に全る経過

国道175りは明行から百鵡まで粒くI村北の幹紛道路であるu iii~ 町竹Ill付近より以北では出洛ff-]を縦

断している箇由が多いため、兵庄児柏l~j: .~ヽ ・事務所では、 U!i谷を;r[aJするパイバスとして會'Iり）175号

特伝改良序 ・{,ftiJi,:-を計画した。これにft・つて兵M県教甘委H会坪立文化財凸充'lifl所では文化財の有

無を確認するために分布潤fr(選跡関1i.ff~.: 920394 l・確必製if(li'I跡.14:rt番号9502Gb-~ 以）271. を尖

施したJ

平成4年度には1--Yrrn- ii• 竹1111ズ:111Jについて分布調査を行い、 91也．＇，＇．＇．について坪蔵 ．文化財包蔵地が存

在することを確訟した 平成 7 年度にはそのうら内部に位阻する~ll6 -9 地点について確認:J~-ff を行

い 、 その紀' 、~!: 2 地．点，ぬ 8 · 9 地/.~)で遺跡Q){.{-在することがりl らかとなった そこで兵Joi凍柏1点上木

t務所より依頓を受け、的場遺蹄 (~n9 地点i およひーノ段jff跨 IXo& 地．占）の全lfiJ'f丘を行うことと

なった。

第 2節全而調究の経過

噴査は •Jf-文 l-r~地のうち里近およびm水路を作く部分を対象にfr、り、た。訓在曲¥1t:J的楊』杵 ：1~10 

m、上ノ段遺踪： 2602m' である、． 的場jlJ跡t\ · B地区より ii~I~れを始め、上ノ段辿跡B地区、 Kノ段遺跡

A地区と；日企を巡めた。的場遺跡C地区は当初itLwjには含まれていなかったが、 IJ(]えて紋後に閾1F.をお

こなった.;:rmょnet護により表.t. 盛l:を除去したのち、人）Jにて払含屈を掘削し、 1月1Eを1r ,_; て遺溝
の検出に努めたc検出された迫構については万兵の扱影（航空"J.Hを含む）、実測同の作成などを行った。

第 1表閤査一覧

遺跡調査書号 謂査の種別 • 査 担 当 看 調査期閏

化碑I 分介Ii:i:i_ 1• 定9介 ·111111済馴・中吋弘 .'~i給けJW. 干成 5 年 3 月 2.rn • 2sr1 

9502ぷ却:c.'71 研と冨全 Lll L雅弘・服部 g ギ成7年IU!J:! LI、5II 

960086. 如 7 4渭計胃1i 池m祉弘・野村展右 平成 8 年 5 月 ~11 · 11})2711 

第 3節整理作業の経過

T成12年度は、 •l•威 7乍度凸在で出・t:した遺物281入りコン.,..-J. にして39箱分について、」代Jr務所に

て接合 ・復冗・実測 ・写火扱影などを行ったし平成13年度は、iflt/.JfXIおよび俎物実測図についてトレー

ス ・レイアウトを行ったc

整理1・乍唸It笠FJ!t~ 及庄哭田淳＋の柚助のもとに池田が行い、金属益の保年処理について：.t笠理if及班

加古千恵子 ・岡本一秀がffった。また. l・ 記の作元にあたってはいd嘱ut只の協力をiりた。

柏原 足打 占谷章・f 古田慢f・ tt-多山~ir- { i!l'f 照代 早川亜紀-f・

蔵 幾 f- ~-.~H 順子 人i 兄I • j 小寺．屯[};1"・ iら川紀子 沖田 ．杞f

岡井とし '{- ..:. ~T 紋T· 送ゑ iY f直 厄本明必 Iii'j. tfi f 三島頂梵
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第2章 追跡をとりまく環榜

氷上郡rn島町は兵躯県中東部に位償し、京都府側は福知山市 ・三相町（す妾している。市島町にはf・J*

海側へ流れるrllf.!.111の文流である竹田Illが似地山）jlJjjから追なっていん さらに竹用川を*n町方而1.:
召って東,ti ガに向かうと酒戸内海r~へ流れる/JU古川水系C.の分水界が位霞している＾このほ高の低い分

水界を通じた交通路は 氷上回底lと呼ばれ、 jffp内海閉と日本i毎問のIt.I北を帖ぶ互要な）レートであヽ9

たと許価されている

市島町は竹111川を中軸とし、この竹田川と竹田川に流れ込む前山川 - ~庄川 ・又和川などの文流よっ

て周囲の斤陵が開析され、段丘や沖積地が形成されている。このような段丘や沖積地上で人々の牛.mが
営まれてきた＾このうち、的場遺跡は前山川によって形成されt・i:i,I1K地、 1ノ段遺跡は竹田川とlllflll川

によって形成された段丘上に位置している。

旧石器・縄文時代

この地域に人が住み始められたのは3万年前切である 春日町ヒ□r'i遺跳 (25'では、 4.5ヘクタール
もの範間にわたってAT下位粕から3万年._2ガ5千年前の石器プロックが多数検出されている 狩猟

のためのキャンプ地と考えられている。 rliH町脱lrtirt跡 (13)でも石器プnックが検出されているンそ

の他は市島町上ノ段遺踪 (2)や福知山,tilllTI遺淋 (74)でわずかに石器が出J:しているのが知られるの

みである

縄文時代になっても遺跡の内容がわかるほと＇の道跡はほとんど見られない 。:U:LI町国領遺跡 (31 で

は土器は出I:していないが贔卒創期と考えられるU器プロックが検出され、石器製作跡と考えられてい

る。悩細11,Ii武行ヶ谷遺跡 (75)では縄文J,'.創期の土器が採集されている そのほか、福知山「奥野邸

遺跡 (90)でti舌尖拍器、市島冒［＋ノJt遺跡 (5)、rnAlllT梶原遺蹄、 ・1i-口町多利逍跡 (21)、福知山市半

田遺跡 (82)、福知UJ市上野平遺跡 (103)などで後期の土器や石器などがわずかに見つかっている。巾

島町仙坂占内群{、I)では晩期のi.りしが検Illされている。

弥生時代

弥牛:B:j代でも前期の遺杯はまだ少ない 氷上町横田遺跡 (48)では：I・ 坑から弥'tl: 器が出土している。

135・rss・ 

‘”
 ., 

35" r ss・ 

゜
a<:io 

40km 
I I I I I /'/ 

第 1図遺跡の位置
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w・ 坦•r応柑寺遺肪では弥生土器、突 T文系上器、打製石芹などが溝から出土している。市島町的場遭跡

(I'では沿ち込みから弥生土器、突や文系 I:器．粘品片宕様繰色岩製小玉などが出土している その他、

市島町上ノ段遺跡、 /i<LI町七日市遺跡から弥生土器がわずかに出土している。

弥生時代中期になると沖積地の微在地上に大規投な集洛が認められる 仕日町七日市遺跡 (25)や福

知山市嗅・ 1J.!汀・寺遺跡 (105iでは l・3詐の集洛域と＆坂が想定されている JV期には小規杖な集洛も

骰見され、市f~町 I:LJ遺跨 (J2)では(ti出珈市島町的場遺跨・ 市島町梶原遺貯でも上器が出；I・ ·~ てい

んことから、近辺にJ¥期の梨沼がff.{fする可能性があるn 福知山市東l船訳では丘陵緑辺部でも梨格が認

められる。奥谷西遺蹄 (67)・ケ・ンケ谷遺跡 (68)などでは住居跡、宮遺跡 (69)では周溝がが検出され

ている。またこの時期では距l鐸（かIJ IIJ野々問心跡 〔28〕）や困剣形石剣 U1-£1町野村遺跡〔29〕、福知

山市興 ・観ア寺遺跡）の出土も注目される

後期になると人規校な集落が哀迅し、 ・Uc日町同釘遺跡 (31)、市島町的場遺踪、福知山rli松ヶ溢遺跡

(83)、福知山巾行I瓜（逍跡 (1()..1)などのような微ぶ地上に形成された小規校な集落が多く検出されてい

ふまたこの貼期には丘陵上にJQ.;~ が造られるようになる..:とが多くな）てくるで春日町東山tQぷ群

(24)・柏原町句Ill頃ふ群 (58)、?t坦町ポラ山 1号らなレがその例である。iiiJ.l町上ノ段遺％（公はそ

れに社くもので、紺知山市域でも人追墳必群 (81)・'.:tr:蔵jlJJ.Q冦詳し99)なとが見られる。

古墳時代

占J.n時代に入ると規模の大きい古項が築かれる。祐知Ill市広蛉15月J-ft(77)は全艮40mの前）i後円J{t

で、 既初4年」銘の盤瀧鋭が出上している 氷上●J製：E塚占積 (46:はt/(lf42mの円Jttで．二角a神獣
鏡が出 I:している・小規段な占J(lについては広峠占tn群・サノ段古項群 (76,ゃ~宮谷丘依遺杯許内の
,~JJ.'t群など、弥生の方形台状経系Cf)J!t廷が見られ、氷 I.郡内では氷上町横山山古墳 (47)や氷 1町tJI祐

山古瑣 (52)などのような箱式石柏などがあるっ

その後、福知lllrl凋辺では八ヶ谷n'ti:: 1001 や妙見 I~-J,l (S7)などのが月や、直径70mの円'*であ

る楼お巾私rじ円''I占頃 (108)などが大規段な古れが認められるが、氷 1郡では駆穴式石守より択文説が

出lした直祥IOmの円mである市fb町久良部1号ittf、8)が知られるのみである 小規模な却バについて
は、 5 世紀後半ヽ 6 世紀中頃までは木♦nや百棺を埋料施設とする占項が多くみられ、市J;~IIIJ料坂古旧群

(t) ・ム □ 町松ノ本占培群 <20) • J;. n町多利向山,fjJ(i群 (22)などがコ丘されている。

6 世紀中頃には~f] 町多利向Ll1C- 2がa<22>・u-lJ IJJ火山10号墳 ~37.1 などで、この地れに横穴式

石至が導入される。罪日町坂占項群 (44)・柏原町佐の口占墳詐 (59)・柏原町東奥占項群 (60)など大

別の石室や氷J・.町北野古項群 (45)、柏原町ヒツ塚占内詳 (57),福知山市下山古•J!f群 (89) なと人規極

な群集頃が認められ、市島町内でも 6flt紀後半の店坂 1りin(-1)が潤布されている。

古代

ci代においてはこの地域は丹波囚氷上郡に、福知山市は天田郡に属し、的湯遺跡 .l.. ノ段遺i*は氷上
郡のうち竹田里あるいは前山里に屈すると考えられる., 7 fl!: 紀以降、古JifIこかわり寺院や役所が造られ

るようになる n 寺院については市島町：ッ塚廃寺 (10) 、福知山市和久、•H介 (88) 、 福知山市多保佃楚寺

CTJ などである。氷上郡内ではその他にが日町野Lfth,烹跡 (27) ・柏原町~I以位屈下層 ·n跡 (61) 、柏

I以町波尼遺舛 ・IIJ!ti町井原遺跡などで瓦が出土しているが、伽じの什在は6位認されていない。iが所につ

いては氷上町巾辺遺跡や在日町七n市遺跡 ・山垣遺跡 (26)は出土した木簡の内容から氷u:陣1祈とその

別院の一部とそえられている＾その他、市島町梶原遺跡、市島町上ノ段遺跡、 ,Ii島町 1→ノ且』跡では竪
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穴住居踪、市），-~町的場遺踪、 di島町安T・ 堀咄遺蹄 13) 、柏/~(lllf仰1;(陣li4 日~it'lf-4',ヽ ii<.L町横111渭片で

:Hせ吃柱建物跡か検illされている。よた.111島IBJ'り!t窯符群 (Hi~191は,-S Ill: 紀にかけての3Ul駐','

疫の憑跡か知られて＼ヽる 氷．上郡の中心的な須心器,,冴［地とJ;・えられるっ

中世

仔日111n:JI:. 庄楼遺跨 (3'1)(10世紀J、介11IUT ヒ日市遺r~(11 -1'1世紀）、福知lllrlikl勺城tかi66r

(1~ ·- 16世紀）、 ~laltllllI巾i-. .,. r1, 遺i介 1106• 〔12if!:紀）、じEJ町多利・Mill遺跡 (21)し12、13世紀）. It-I領

遺蹄 (l~ -13世紀Jなどで主とま-.,た辿物群が検出されている，当時の盛んな開発をホすもので、この

うち下=:tt-. rt:t彰舟跡lょVif.f:I院Pli丑且E、/:r,,城跡は池）く納，丘家領六人部,1:. .1: ヶ市遺ij:は松1―し社領雀

部11・：とI灯述するものと与えられている→

14批紀以店の集，'.f'tはあまり明rヽ ではないがd,~~町(1り楊遺跡、 iii~~Ill]上ノ段遺跡、 iii応町 I· ノ ltirt~がな

とがよめられる。まt・この町削にはMllllf'AJI:城~(~15) をはじめ と する III城かつくられ.(f. □ 町,;,JJII 
域跡 (,13)・イf:□町・火Ill城跡（隧＼では,Jljff. がなされて＼ヽる，

第 2~ 遺跡分布図地名喪

魯号I 遺跡名 I番号1 遺跡名 I書号

市島町

I JY.JJij ii判
2 I .L 1段遺M-
3 安 I・・．場阻遭淋

,1 必坂ぶn群
s ・1-,n遺n
6 i,lti(遺祐

7 ・/.(.ft城跡

ト久nit,i;14群
9 I凡佑城裕

10 でIぶ唸 .'f~-

11 文疇烹跨

I~ .l: 出遺跨

IJ 梶J'i(jft~年

II l~Y.:-Jt遺杵

15 ~Jrnぷ詐

16 flirt黙杯~n,「文訂

Ii 喪庄窯ffM't1・i支詳
IS 鴨庄窯％訂 上牧吃仔

)!I 鴨I:烹％訂北奥ZN

晉日 1BJ

松ノなl.j"JI¥詐

多fll,1!符
多fllliilllt古It(r.T
:tr.it籾 in

~-l I•lt山古噴肛

:!51しU市遺汽
~6 1l1Ja』佑
27 I tt I・野JC町跡

改；野々l:IJil'tr今
~\.I 野II遺片
ぶ） 柑JJ1;¥桜壌i1i!tl

:n l•I頑遺鯰

沌 roHJ'. 釘杯
33 1f111JJ9i祢
3-t f7: n・11:境渭野
35 閲Jt域別
~ , 爵壌大次がn
~7 ·kill 占l(ltl

:} ・火I l l 戟rt-
~ •j'松i$1l)7:跡群

.1(1 'ド松，ljtf'{rf
-11•fl松 I\llltljlQ 
-1i 朝IIA~lll,!itl\訂

・13 朝n域"
氷上町

可て古11lB"
i:; 北野，りIA計
16 軋EJ'i;(山i1A
17 屯l:lHIJ占in
,18 頃山遺H

噴田11:古rn111

遺跡名

~,:i Iし・;坂占tnCi
引平田遺的

:,, ,.~ 「lArり墳詐
:,6 沿止谷辺樗

5i 情出釦'•項
5., 1i,11!Jll"t£CT 
5!' 益・Ill[]~ilntl

t-,(1 ~i奥占111訂

bl l!'J,r/~ 卓m跨 flif ii討・
播知山市

言＜丑
,:;x .,. シ ケ谷週~・1-111埠淋
69 rl遭ij.·II~lie, 簸館片
711 多竹i,ii濯片

71 梨J図· .!J·tncr • 名t'tl市城討
だ多距h投沿

7:{ I名rem慮，＂＂
-:-1. nm遺莉
7i 武I;・ャ谷渭跡

,6 -'i') n占IA群
77 11:tr, がn~
78 ri針）·~

i!I I;』If:古：t!CT 

悶1~悶靡芯け訂
紐 ・1・111渭片

杯

名

匡
三
詈
亨
告
笠
宣
＿
市
[

"2門沿
沿

灯

料

h
g
a
9
1
3
氾

引

臼

5
9
7
9
8
g
g
1
0
1
四

暉

叫

叩

叩

叩

紗

心
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第3章 的場遺跡の調査

第 1節追跡の概要

遺跡の立地 的楊逍跡は、氷上郡市島町上竹田字的場・柳溝に所在する。市島町を南北に流れる竹田

川の支流である前Lil川の氾濫によって形成された閉状地性の微忘地上に位置する" ~JJ状地はiJs11を地の西

約100mに位匝する前山）II fJ)蛇行部をm頂として東方に広がり、微店地の範囲は南北約150m、東西約
200m程度であふ遺跡の範囲もほぼそれに近いものとすれば、今回の謁企区は遺跡の広がる微在地の

東部を内から北に向かって縦断Lているものと考えられる。

馴査区 1fl水路および煤遵部分を境に内腸をA地に、北隕をB地区と L、A地区に隣接して拡張した

部分をC地区として潤査を行った。

層序 A地区では砂礫層、シルト層をペースとしてその上に迅物を包含層する黒褐色シルト質細砂

層、!井上が堆積している。B地区もA地区とほぽ同様であるが、南部は黒褐色シルト質細砂層が削平さ

れており、全休的に厚く盛 1-がなされている。選構は黒褐色シルト質細砂層より掘り込まれているよう

であるが、この面での遺構の検出は困難なため 、 その下の砂媒~ - シルト質柘細砂料で検出を行った。

検出された遺構 時期は弥生時代前期、弥生時代後期、占墳時代後期、 7世紀後半、 14世紀の大きく

5つに分かれるc

弥生時代前期は、明瞭な遣構は検出されていないが、 B地区北端の扇状地の柑辺に位置する部分で落

ち込みを検出した。

弥生時代後期は．竪穴住居跡4棟を検出したn住居跡は地形的1こより高いA地区を中心として微在地

全体に散没に分布している。なお、住居跡埋上や包含層中からはわずかに中期の土器も出土しているこ

とから、近辺に中期の集落が存在する可能性もある。

古れ時代後期は、 A地区西北隅で検出された土漿磁と考えられる選構 (SK10)のみである。

7世紀後半は.A地区京内部で検出された掘立柱建物跡 (SBOl・02)がこの時期のものと考えられ

るn この佳物跡の北側にあたるA地区束北隅の包含層から比較的多くの上師器 ・須恵器が出土してい

る。

14世紀は、 C地区で柵列 (SAOl)やピットなどが検出されている。

第2節迎構と迎物

(1)竪穴住居跡

SHOI (B地区）［閃版6・32 写兵図版7・20)

検出状況 全体を検出した。

形状・規模 平面形はやや楕1-4に近い直径約7.0mの1-4形である。検出面よりの深さは25cm程度であ

る＾

屋内施設 周壁溝、中央上坑、屈内麻床部、柱穴を検出した。

周壁溝 W帷月から東側にかけて検出された＂

中央土坑 いびつな円形で、艮径路口、短径80<:m、深さ40cmである。
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屋内高床部 住屈のf¼l端の主柱穴外に政けられている r和釦との比高差約10cmである

主柱穴 5本である3 各柱穴の径 ・深さはP08:33匹 ・41cm、I'泌 ：3汝m・32cm、P87: 50an・I lcn1、

P認 ：50cm・10cm、P89: 40ar・28anである．、 柱痕を漏認したのはP89のみで径氾cmである。

出土遺物 床血 ..I'll十ともに出t追物はわずかである- I・2は床面から、 3は埋土から出・J:したも

のである 1は弥生 i:器長m壺である 刷品J:-4'.-にヘラ記りをもつ'2は弥生土器直n壺である 口舷
部はいぴつで、嬬話は丸味を帝ぴている。 3は弥1tI: 器甕であるn 「l枯端部はやや拡張し、嬬面に投lりl

線文が施されている 3

SH02 (A地区）〔図服7. 写只図版6・20)

検出状況 西団約 1/3が訊“企区外であるc

形状 ・規模 平而形は直径匂6.5mの円形である。 検出面よりの深さは 10cm程度てあるが、西側のI~

血でみると少なくとも25arl.'..I.1ある，

屋内籍段 周斑溝、 111央 ビ坑、焼1:.ti: 穴を検出した。

周壁溝 南東部で一部途切れている

中央土坑 いぴつな円形で、尺径100cm、短径95rm、深さ2釦nである。

焼土 P72のすぐ北側に位伍，..,、長40(l]J・転10cmである↑

主柱穴 4本である。各柱クくのft.if. さはPG7:~cm·35匹、 P81 : l'3rm・ ~ 汝m、P72:3訳m・38

en:、P60: 45cm・24cmである 柱痕を確貶したのはP72・69で、径はP72:19cm、P81: 25cmである

出土遺物 床血 ・埋上ともに出士遺物はわずかである。4・7Iよ床由から、6・hは主柱穴「)69か

ら、 5は埋」：から1.i.1土したものである。その他、 「t-1旬から台石が出上している。4・5は弥生土器壺で

ある。ヽ 1はやや横1こ駈れた球形の体郎をもっ-5は凹統文と波状文が施されている I¥'様式のもので．

混人辺物とどえられる 6は弥中日器淫台である勺上下 2r1父互に円形グ）4hから透かし穴が存たれて

いる。7は小芍の弥生 1沿．器外である'8は弥生J:.器とであるし

SH03 <A地区）〔凶版b・32 写兵図llli.6・21] 

検出状況 北鳴約2/3が濶査区外である

形状・規模 平而形はP-1形で、 11ffi斧約8.5m柑度と推定される。検出面よりの深さは20anであるn

屋内魔設 園陪消のみを検出したn

周壁溝 北側が途切れて vヽる。

出土遺物 床面の限際に近い位閃から比較的多くの,.益が出・上している。図示したものはすぺて1和面

出土のものてある。9・10は弥生土器甕である。9は口拉端部を拡張せず、靖針1に而をもつ。10,よLI柑

壻祁を上がこ拡張している。11は弥生・上器広口喉であん。ロt-tはハの字に閉き、沿部は＇たり気味であ

る 12は弥牛'.,~ t/r水茅形土器である n部に把手をもつ。1本祁は球形に近い。13は弥生・上器店杯であ
る [11<雑部は外反して開く 。脚部はIヽ (l)'t"状に開くと思われる 14は弥生土路騨部である。

SH04'A・C地区）（団版8・3.1 写真即叛7・ 21-23) 

検出状況 ほぼ令体を検出したぐただし、 A地区閥介時には住居跡と認謙していなかったため、屈褐

色ンルト質細砂憎が；i/(堆積していた北東部は十分に検HIできていない。
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形状・規模 杓凪形はいを約6.0mの1り形である。残りのよい西阿では検出而よりの深さは2Cl<・mn度

である｀

屋内施骰 d歴湛亀巾央t坑、 H穴を検出 したc

周壁溝 丙渭から~t,iこかけて検出された 。 本央は全周していたと考えられる。

中央土坑 いびつなPl 形で、 ~Ht-10cm、短径35cm、深さ 25anであるっ

主柱穴 ~ -+のみ検出したが、本~! l.t,J本であったと考えられる 各柱穴の径・ 深さはPlI:、収叩．

25cm、f'16: 13cm・36(,nであるし

出土遺物 ／米而および坪lJ-_から多数の弥,i-_l~ 器カ・1.U上した 住居が溌紀した跡も Jミ裕て出として利

用されたと }J,.(_られる 。 w--20 • 22• 24が床面から、 ][i・21・23が埋上から出l・.したものである.15・ 

16は弥生t器史である-15は11枯沿部を拡張せず、端部にやや丸味をもつ.., 16は11柑端部を J.:. きくり屈J~

し、嬬面に擬l!!l祝文をもつ(17は1）が1・..L器l氏部である。18へ21は弥生上器尺煎壺である 口籍部がゆる

やかにハの字1人に f~I くもの (Iい 、 靖 ffi;をlhにつまみ Lげるもの (20)、嬬部が外）iに強く叫くもの

121)などがある 2~- 2,1は弥11:I; 器窃杯であるn立は口粒部が外反して開く 、馴1部はハの字状,-rmさ、

6カに円形込かし穴をもつ。23は既祁がハの字状に開き、 3方に円形透かし穴をもつ 脚柱部,... 中丈で

ある 2・1は脚仕部が筒状である。

(2)掘立柱建物跡 ・柵列・ ピット

SBOI A地~l [ I~]Itri. 9 'lj .'(I'-I版8

検出状況 建物の東郎は閃1f(,<,外である

形状・規模 tfi行3n11. 没行2IBJJ:J. I: の鳴柱建物である っ 柱穴問の心々距~iよJijhhri,Jて1h北[11,j間が

2.0m、中央かi.,m、没行方向で2.2:imである。建物の主柏方向はNIS.:i.Eである。

柱穴 平而形は円形のものや屈丸h形のものがある.l{f_径は60匹から45unのものが多い、 PIOは1m:m

と大きい 深さは30-20t・mである ，Hfiiを検出できたのは2基で、その径は28cmであム。

出土遺物 PIOから~tl.'.\!.?,;~ ・ ・l:fu!ii;., P15から上師器、 P23から須息岱• 上Bili席、 P28から上帥脳が/f',

上しているが、細片のため時期をt1JけIJすI.:,..:.とはできない。

SB02 (A地l~l U-0版10 り以~II阪 8J 

検出状況 建物の~rnもは罰介I,く外である

形状 ・規模 りrfr2 rm以 I: 、 ,~fr2 1n1の晴札建物である。柱穴間の心々距離は、桁行）jfi1JでL7m、

梁h"方向で2.35mである。建物の屯鵠）所）はN14Eである。

柱穴 平面形は1可形のものが多い 11'(径：ょ60cmからtOanのものがある-深さば.tI -22rmである。村：痕

を検出できt・のは2)よて、その径は松ー2lcuである。

出土遺物 P:mか：）I.C叫どが出,-.しているが、細片のため時期を刊別することはでさな1.'o

SAOI 'C地[,{・,rn吋版11-'.l,ro叫版271
検出状況 柵列の囲仰，t製企L{外で、遺情は西側に廷びる可能性があるツまた場列の北側に位f(lする

P08・11などばfiij時期の沼物ヰIHI・しており、 l ; 堅の追情である可能竹がある。

形状．規模 1り114[IIJ分を検出した。H穴間の心々距離は2.0-l.4mと4浦揃いである。情列の:f:柚）i
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ru:: よN2.:i" Eである"

柱穴 、l'lili形は円形である。 直径は•l3Cl!l ゞ'! 1cmのものがある。 深さは15 -~5cmである。 ft板を検111で

さたのは I).~で、そ1/)径は2汝mである。

出土遺物 P02から I・.師荏on126)・li茄碗、 Pm力らt帥忍iDII '271・ 鉛 (:_!;-,1、POfiから 1-師；益片.r

08から 1.師必皿・銹 ・須恵器片、 P09から 1濯itii,;1',・!(Of沿！「がIiiI: してし• ,1->c ll,l吼りは:!hの鍋カ・・?HIit

紀t.1のものと存えられる¢

その他のピット

以 lに取り 1げたもの以外にも多次のヒノトを検/IIしたが 1分にii¥物などを復,i:することができな

かった SII02 (,\抽,I,<_) を切るかたもで検II\ されたヒ今し、・トの ti• にはPi!i•1)J: うに7Ill. 紀代の{i池器杯じ

{i5)を含むものがあり 、このあたりにそのa.罪期かU構が{{(1:. ゎ"11f能性があん。

第3表 その他のピ I卜の出土遺物

地区 遺構名 出土遺物 地区 濃鳩名 出土濃物 i地区遺構名 出土遺物

-i POI f·~ 枯片 ・¥ r,-);-) I .... I I ヽ I'可 •,(i出が:1•' 紬石i:

,¥ Hヽ 須恵石片.t鰤溢片 A Pt'il L師む）「 ,¥ ,~ 須屯荏片、 日由~It

i¥ Pl-I I.Cl!i名ll ,¥ ?6i 1.00岱lj• ,¥ l'h:! l. 面石片
トー

~ t' I I l'1~J -,¥ P16 ヤ馳召片 ..¥ P6:、I: 帥お,, 弥'I.IとをJj

,¥ Pl7 i・ 酌溢窃！付丑、 I・ 的丘片 A P:-:! I. 帥石It C I l'IO t・ 鰤;?:;Ii,___— 
、i f'I !l L緬苔Iャ .¥ ?7,1 1.00笞．片 B Pell ヒ石H
,¥ !':! I t・r.5呂,: A P75 項史，むI{,(;(:,!:,) 

＋ 
p. 111:! Lむ11-

A l'~":l t•r.5,!;/1~ ..¥ p;-,; 1帥おIf Jl I I'll] ヤ苔,,

,¥ Pl! 1. 帥召片 ,¥ p~- 打l'l'石q・ + n t£'Ii:; _ .l:~tj· 
‘‘ 

t¥ t'1h 'tlllど）;- ,¥ f-'71' I. 仙牡1:・ R FiJIJ L荏It

(3)土壌墓SKIO<Al也「:{l l同版12・3--1 7砂叩I.I祝 s• 2.1 2nJ 

検出状況 令イ小を検出することがでよたか、，』が11 に 咄部分を佑拙された~ rl\ I: 沿物の配償.I門成を

杉えると 、I: 閲tit::の司能性がそえられる。

形状 ・規模 J ―£さL ぬm、幅O. !:lmのやや隅のf!Jt 、 1U」形の J·.t/(であ ✓:, ~ I免 /l\ tl1jからの深さは17cmであ

るが、収IfiiU>晰,mからみると25cm以上(1)深さはhし1:.l•/; とどえられる

出土遺物 r,'il1i巾に床面rh'ドを盗掘により況らされたため遺物(J>/11I状況が追かでなじ祁分がある。

浴札I!されたlli物は直惰脇に放附されていた。 i乳物の投合~):;ルから見ると、 ','i;ff潅閥体以外,:~、f ら 1、S られた

ものはなし・と柁えられ．持ち去られたものがあるとしてもし出削邸分のフ．ベー・スと遺物の出・I:ふしから考

えれば、ド I・2"りfr.litであろうロ

如ii1tJーじでは須・ど．配団5、杯必6、イ，五幻1:3、・扁釦加l、li!lIがIBI: したc 盗掲を受けた氾分

で：かl!i~IJI こイili,%1fが伍かれていたことが盗抽j~(こ観f,f され、その!'ti隅にH凶が,nかれていたと推定

される。 r~!fo北 'I' では北頃付近で長頚.,.'J. I . 禎・F:11:Iが出 I:した,illl l:1こ,iif. 3 cm以卜の焼1:塊 M,>が
含まれてし・た。

29·32 · J.I·:35·:37·38は須必閤杯とであ ✓:.c >Ut心位）関茫は~9が(11!令•：ヘフケズ＇）である以外ば、ヘ

・i切りではとんど出梵を施さないものであるコ胎.L.焼9』'<:,,, 状態かぶ~2. ~;)が飢似する い 匁l · 31 · 33 ·

3o• 39は須!l•:?.計杯身であるン底部の溢笠は3')・31がfnl+:.ヘフケ/..1) 、 3.1·36 · 3!lがヘラり~I ではとんど
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憫屹を紺さないものである 胎 I・.娩成の状態から30·31が~,11:i.する おの杯ふと39q)ff身は焼威時か

らの七'/卜である 40-42は珈四;,,{f;存邸杯である 21及2方の艮}J形透かしをもつ 対応する必ば出

土していない 43は須恵が准ば沿j~小である 2段2)Jのスシ4人心かしをもつV ,H は須氾．悩冦である~4:'i

は行l樹沿l:b!t~~である ・16は利l悲．沿1如瓶である。

(4)落ち込み B地区）（図版n• 3:i -r;nt刈、r-f;i9-~7-28 

検出状況 liW~ 地の仕辺に位附·rる。 北内打[n)からの洪水によって形成された沿ら込み~K">地形であ

る

形状 ・規模 也側は1柏―i側のみ段になっているが、東側はやや消状になっている 深さはiNlt'fでl!:i-30

cmf'1別tiである。

出土遺物 明既fに落ち込みとして取り l.げることができたのは弥生時代前期の上i;(5-1 -57)、結晶片

<H硲k色も茂の小~ 162} である 洛ち込み勺緑の溝~}、氾分から出；l: した＾上層(J)弥生it:JVJ(I)~含Uと

l刃→別して紺1fで乏なか9 た蔀分から出土した48~53の突{!\'文系の土器やお -6)'1)弥'l准Hし JiiJIUlの上器も

この迅憎から出土したものであI.,11f能性が科い

48 61は突・沿文系」:i;o)深外である，, •l1' ~52は口籍沿部外1旬に杖術を貼り付けたもので 、 48·50は杖

佑のい偽をゆる＜筋状につまみ IIFているC 51は籾jj•部にイ＇卜がりの扱状の刺突、 5;::は2段の}j形の出lj

突をもっ， 53:よクト方を1句く渇l訂に 1滋竹行によるJlilj突が施されていも

s.1-61は弥中'.i・-ll合の11.:u壺である 団は頭部に,I条以上のヘラ描it視文｀胴ffl>I. r-に 4 ク~(/)ヘラ涵沈

祝久を2lj¥f、';もつ おは顎祁に 1 条の貼ht~押圧突情をもつ。 S7は材椛，こ 3 条のキザミ ~f窄沿をもち、

和邪「6:t. のヘラ描沈稼と 5fiJl/>rllf猜刺突か父互に配されている 岱はオ部に2条以 I.の貼fが突佑と 2

条以l:rJ)UM・Jt紺押JI.突僻が父l1(.:. I記されている 591よりH部に3条以上の貼付突俗をもつ、以は頃部に2

条J1.I (/)貼付突•昂をも つ。 6 1 ,む加I~I:器の史である 「1;養祁は如心．形で、灌部は残fr部が少ないためキ

4)ミ<I){i品は分からない、罰祁(.7条のヘラ描；尤線文をもつu

62(バ翡品片岩楳緑色岩関の小.r.:である。両面とも1L側に1,・,1かってくぽんでいる。色．潤はヒスイと狛似

し、必IPJ~のある緑色がベースで、新分的に白味かかった部分が混し・っている 石Hの分析は第54! 第

1節をお照．）

(5)包含層 [[叫版36 '.、江躯l版29・割

検出状況 ,¥ . B~ 如也［べとも逍構1凪I:に迅物を含む;,I~.褐色シルト孜細砂屈が附積していた。1いこ弥生

時代後期の迫物は住居跡付近とB地!{.It沿の包含吊に見うれ、会良時代の遺物はA地I.{i. 北隅でまと

・よってIi¥上してしヽ るニ

出土遺物 弥生時代後期と(,ミ几時代の迫物が多く含まれていたか、弥生時代後期(/)道物はf):J,i;跡ほど

§い）り）よいものは少ないので．七としてA地区束北隅で11¥:t:した余良時代の選物 (70 &1: を取り 1.:.げ

るr

63、68は弥生十若である 6~ ・&IIよ売である。65ば舟であるC I]緑端部は上下に）くさく拡張され、端

面：こ連社渦な文をもつ。finは無}(i心rである。67はミ.::..,. 1アの鈴であるっ 68はj卜である。外;fijに突帝を

もつ 69は高杯の環状の把手である。

70 bl は U1.•!!.器である~70-721itl; I である。 73·7,11よ杯8"{ ある 巧：よ台付碗である。76・77は杯B
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益であるo76は受部の内而にかえりをもち、 77はかえ I)をもたない.,78・79は杯G益である、 79(1)つま

みは刺離しているっ約は壺Kである ~81 は甑である V 外l面下端の四））が穿礼される。

8::! -84はt:師器である。 82は碗である ~8..1 . 別はだである~&-Iの口柑部内血はヨコナデが強く施され

ている。

85ば敲石である ~86はJi)し石である。全面使用されてい"',
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第4章 上ノ段逍跡の調在

第1節辿跡の概要

遺跡の立地 I: ノ段遺跡は、水 II訓i島町1:rrm・;-:1: ノ段に所在す-1.,0遺跨り）位四する1il1111川か:,北

tulJの竹即IILi」j'」には茄位 ・中f屯段Ii.が広がっている．そして、これらの段Irが開析されて、小さな尾根

が竹11]111にもかってし、＜つも‘ださ/11たかたちになっていん し／役淋蹄はこれ:,の小さな！雑~Q) うら ft}:

もrl-f鴻に位『f、してし1る 段Ji:IHドからの比位とは約!)Ill と内 }jへの眺ヽ）は~,:常(-良好であん。今111)0')関

をI,('よこのti'.,視の先端から約IOOmlll隕のところをtTt励・Jるように改定され文'・¥る u

調査区 'I園ilt部分を疫に南＂を、＼地(,(. 北情をB地I{とlた

屠序 J, け渾）にRI・.・1/lf-.をIi-I:Ollfk!(1ははとんど認められない"rt-ill! 部の突出した・r1;ぅH・のみ弥'l

時代前期から ~H↓峙代にかけての払含Mが堆積 Lているし 地1!1!よ貨位．シ，し卜質伯細紗~'.i てあるが、面伽l

の低い部分(.は祁分的に兜色・ンル ト'fH紀咽砂陪か堆仕している。

検出された遺構 11.¥-; 期は弥1!:fl,t代伎• ＊期、奈n.時代、 ~~lfll.'f 代. il.11叶代の人きく 5つに分かれるの

弥生時代後・ 4、11/lは、 A地[.<it.Ji'品の段丘り}'こ lf!J した祁分で禎岱詐が検II\ され f• , I月企メ i'>~u:1開で ,.~J

溝硲1),I;か検出され．周1倅外のすぐ 11り閥に東 ,1り 1J1nwH~tn 沿 2)J; (SK 1・1・20lと1i1北）所]Q),j、fl'fq, I Jh 

•SK15l か位 n1 して"•Zi c さらにその 6ml!!i 阻1で東I'り）ili•W>~-:f柑煤 JJt; SKl6 が検出された。．．す溝品

の史餌に段rなヽ ぅて裕ちているu

奈良時代は、ヽ＼地lれti東端でカマドをもっ酪穴,~,~;rが1棟 1SJlOlIが1灸II¥された， また、こ(!)f l:},1; 跡

の周間からは IrJi. 1),t;,, (SKOl・0'2・13>が検出されてい"'"

空町肪代は、 I¥・BP如池区で）i'tl1iが検出された AJl!:.l!(はl'l北｝庄)<J)f,t_ldlJi肖 1SDOl・021で1如りに分

割されている • I糞の西側では1ft列 (SAUI、井j,:'SF.OI)、ヒ I 卜などが検出されたn i倅の東on:..ti:;: こ
訟ナられた純lft,';ti•l 近でlh北に分かれる~ r釦店では 1 机 CSK03·07 · お・ 10)などが検/11され、北購で

はビットが検出されている 。 ~Ufllの東北部は大き<n11ギされており、 .i且樅は残什していない

B地口は近111.<l)削lヤのため、 1柑北邸てのみこの時期のiutiltが残仔し・（いる≪ I:~ ん(SKOl・O:!lやピ I

トが検出された0 ,¥地ムこJtへて、ピ ．，卜の深ぶよ深く、心物も多くm1・している。十．地利川の凡が伺

われる。

江戸時代は、 A地Ii.では邸が検111された 関fr[<.の中部で木棺袷 11t:'.SI¥巧l、北部で湛にl'ilまれた

必 (SK28 30)が検出された，BJ也[,t_では削キされた都分で土坑 ≪06 08・13)、埋桶 (SKl!llなどを

検出した。ふ1rr ,irまではA地(,<のりし紅か）に妙見,:;;:とそれ：こ粕属する必地・経ぽ 邦誼）午盟(.Jが位

m していたが、 ·i廷社琢、こついては包訊iより .~f{j (2-11)を採取できたのみで．遺情とご検出す心こ

とがでさなが』た，

第 2節 A地区の迎構と追物

(1)弥生時代後・末期の遺構

周溝墓 (l.:J版18ヽ W・37 万 }'/,.[~JI阪11·12·31)

検出状況 1tJ・東端を除き）く部分を検出した 内間は段丘庄、山測は段.j人にドがっている。
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形状 ・規模 l勺fliJ移は1U1形に近い i似のl'・J法で東11ll13mで.r,j北は12mと推',i!される。t11丘の盛 t・.

は品められなかった。

附属施設 it ••hに l fがi'it I比、東西，ltrJ>: }jで1、¥]溝を検Hiされた＾

主体部 』が部は東西）i向てある ~Iiは 1< さ 2.5111、幅0.13mの箱形の組み勺）せA+棺と仔えられ

心＾掘｝）は長さ3.3m、糾2.0mで、西喝の隅が突II:し、 !i!刃がやや膨らんでいる。ば側の隅付近には深

さ6cmfrl父:(,')設し，ヒットがlf.{E・J-るへ棺内の/j淵iiからはn、名IJ(93)が出・[・した。;~lj り）り）先は西rn,を向い

ている。ffil勺<1;Jlf1I・ からは界玉製行玉7個 ,95 101)が出 t.L、揺}ilfU・.および棺I勺Jll'Iからば同・固

H, の弥'1:I溢・,:':,(87"1 1/)防片が散布した状態でHl:I:した。なお、主体部の埋；f・. はすぺて水洗洗浄をおこ

なr_,f..: 

周溝 餃丘Iiiでもるi引川を祐さ 3}jに溝がめぐっている，たたし、 K開は潟1-dK(}>冴にあたり、溝の

叫1を引飩にす,:,..: と!,tでさなかった 西側溝の糾は約1.5m、北闘t/liの帖は約2.Smである。深さは611

--10四である。11¥i鴻f名の中央品では径30cmJ'J.ドの陀が貼り {i状になった祁分が認められ、さら：こ.:.の部

分から由阻にかけてかな りの転石が品められたu u.~ , i~ 人の沌分付近では弥'l:.1: ~ 社と知·<:( · s.~ ) が出 I:し

ているc

出土遺物 87は小刑の曲である 1 「 l釘文部は丸味を ~.rちながらやや受げI l~kに、'1 ら I·.がる。「l柑部外血

に擬III(線をもつ.,~,.tn別壺である 。 （佑部は 1辺に大さく膨らみ. U: いjn部をもつ。I.IH部外面に擬門線

をもっ

93は鉄名IJである ~ ·/fに{~は認められず、へう~}、‘を公している 刃部の五に近し,,-;~分はJJがf.tけられて

おらず、））が付けられているのは先ぷより 10.汝mまでである。王に[UHLは認められなし、

95-101は詮色凝灰府閃符r.である - いすれも 1山11il•l~fLである 95・96は外而に研）iilfiiが残っている。

色面はややt'I味がかった秘色に内色部分がマー・プルが、r視さ＇っている し材は女代tliB群にf,i)定された
1 行材のili"地についてはお s~筍2節を参照',

SK14 fl'l!I版:!l·:~7 ·,;.~il吋版13·32)

検出状況 1、体を検II¥したc

形状 ・規模 梱）if/)平面形は活丸I!方形で、!~-.!..62m、9ヽl.32m、深さ0.:!mである。tr;の狽跡！よ羅認

でさなかったか、わずかに中央カ・丸くl"Iんでいるこ とから、例り抜さ式の4、mであ,_,t..: 1if能什がrぢt、C
出土遺物 棺11,JJ,t:lfllから約・f.製 TTf. 3個 (102-10.1)が出土した 棺外掘）n>、lから弥生J:硲史 1個

(91¥が出.I:した 11樟祁はほぼ元形で．破）ヤはそれ(lと散乱していなかった。

91は弥'E.:上器甕であん。rI柑溢部はJ-」広―拡張し、 .I: 面に血をもつ。端部外i面には擬凹線をもつu

)1)2-)l).Jは好E裂i'r-1召である すべてI、J慎り礼で、色泊は溢緑色であるn {j材のが地はr"1定できな
かったが．すぺて,.. 1 . の汗地と与えられる。 ( fi~1<1>&遁についてはお 5 屯第 2 節を含照）

sK1s u1.1~1i~1. :J, ·1:;m~n,~13 . 321 

検出状況 令H心検II¥した，

形状 ・規模 掘）)(/)和fli形は隅丸LU,形で、 Jt2.必m、幅0.9m、深さ0.3mである"mの狽跡は確必
できなかったが、わずかに中央が丸く凹んでし、るこレから、がlり抜き式の木棺てあうた11)能性が窃い。

出土遺物 棺中央部の埋・I:l:~ から弥生 t笞甕 ILd ¥92Jか比較的まとま って/II土した。

- l-1 -



92は弥牛 I:岱洩である ，11柑湖部は l・.hにつまみ I'.げたように拡7Jcする、ギ底のIi℃祁ばJI嘴に小さし 9

SK 16 ・xt月心2・37 77£\(・引版~)

検出状況 全体を検tl11した。

形状・規模 祝hの1哺］形に悶丸長）i形て、 112.llim 、 ,~10. 出m、深さ0. 12mである。 棺の~H-年は確

品でさなかっt・ 地Illには罪が多く含まれているため、底1l1iの形状はいびつである，

出土遺物 坪Lから弥1Ltiおこl門 <89 が出・f:した。llt-ぷ｀部はやや開さらし味に I・Jiへ4貼lJする，

SK20 I図版Z!.・3, 写只[41坂13・31'

検出状況 令ft-を検出したn

形状 ・規模 fil! Jiの•化瓜形はぼ丸JUj 形で、長2.3m、紺0. ~ 出Im、深さ0.:?6m であ,~ .. 郎よ甜合A木棺

である f~ l. Sm. 幅0.,12mである。

出土遺物 棺l勺床而から鉄製地ほt) がII\上したじ た溢は西頃をJi:tJいている ., '柑半の~M/iiれ上から弥

生 l沿；けさ 1 個 (9()) がrtt,~L して Ill I・. した，）

90は弥生l.芯売である。1.1拷はljl耗[Jflで、くの字1:外lJ..して間＜

91t,tS'.l製地であるC 在の断直j;ょ方形で、 IJ如面に木棺材が1・1-fr している~

(2)奈良時代の遺構

SHOl f 1~4版23·38 写れ日版11・32〕

検出状況 令休を検11',した＾

形状 ・規模 •I'. 血訟J.巾北4.58m、東1叱3.8mのi-!Ji形である 検Ill1111よりの深さは30fmf''度である，，

屋内施穀 j~') 付けカマト、 Ui:.、}吋I釘肖'fl・ベを検出した。

造り付けカマト＇ 東収.Itよりの位間で検出されf・。焼」.ffllと/,:袖か検出され、仔道は認められなかっ

た ~t-. は吸より約筍l'llll勺開のと→ ろにド訊しているc

土坑 カマドのない 3 方の閑で杉洲されたいすれも住肘跡1-K面より深さIOcmf'Vt と l~い，

周壁溝 如和のカマドの両隅で(/)み検出された'> ·~Iは33cm、深さは •IcmであI.,0 

主柱穴 配Wよりa,2本が1ti穴であ-.,たとどえられる 各杜穴の,t. 深さはp4 : 孜）,11l・36cm、['
17: 30cm・16arである

出土遺物 Ii-lfiからは I'.師器1小A(1071. カマドのli,1壊 J・.中から t:rlii~甕 <IODI.lill.・l: から須氾．沿杯

B llOSI 、須！ば侶・函~((;患荏売.・tr. 雌閲和¥/106)、 l・ 師器免 11(181などがIllI: した。111:1:個w故は~l

恵器杯R:I . ~fl.'i器・牧： l 、 ~Uif.t~売： 1、上間）i;tfA :'1、L師沿売 ：8である。

) 05の須恵i;;杯Bは転JI!硯と して使用されてし、I.,"』06の ICri船杯Aの内面にl.t{t/1,!迎i'.激り-w~uf;文を

もつ 108の I.師器甕cl)!I緑部外191と109の 1:師器売のIJやが部l勺面には強いヨコナ・アが柚されていI.,

SKOi (図版21・ お 7i-f!I刈版15・33)

検出状況 令体を検出した

形状 ・規模 ．、F而形は南北2.9m 、 東 I間~. 6mQ)fと力形で、 1N東部が突出し t·t うな形状である 検Iii

llIJ #- I) の深さ；，t36cm程rtである ，， 中央部径90cmの!,eUllが佐けており、最 F層が,·~11こ炭化物俎が必めら

れた、迅物は f-'111の H'1から出：Kしたも (I)か多，，ヽ

- JS -



出土遺物 児Lの-rKaから須患岱 010~11:p・ ・I: 師芯が111i: Lた 。出.t個体数は須恵溢杯、¥: I、

須忠樅ff•B: I、打i忠答tf.B治 ：2、m.1どは渾IA:I、;,cvど器壺： l、・J:師笞甕 ：1である。
110にm泡ど付、Bである）Illは須.'J!.樅鳳＼である~ 112はが1忠芯tf-Ra.であるっ113(t項！ど硲汲，ャ＼であ

． 
ん。

SK02 (l"~ll~i25·38·39'1-f ffl•~(似05·33 35) 

検出状況 ~· 体を検出したc

形状・規模 ・杓由形は1fU全3 . 9ml'lif後の小籾1り形でふる 。 検/llt/11 よりの深えはl.~m と深い。 .1111.没C')沿

f';:', ど[1ltr. カ•投げ入れられている ( 5 -~7iの卜と 8~'1 ) 。

出土遺物 J里I:から多くの須.•Jf.苔 (115ー121)・土帥船i122ヽ 1-10・1が出上した 115、lib.120、121、

121 、 l'.?:i 、 127 、 1.10、 l::l6 、 137は 上~(4 屈）1 t)、117、119、e1、129、131-l:.JJ 、 135、 1 :3tiは q,~,

(:.1 Iii 及ひ 5~, 下のた面）、 116、 122、 126、 1公S、 l~~Iは I;層 ( 7~!'.J. f)からlil.七したものである 。 1~に

埋上の1日りからit.叫cm以卜の匠とともにIllI: したしのが多い

出 I・011ft: 数は項-'J!.ia;、A: 7. f£t.'ど沿fi・B: 9 . ~(i恵糾什I : 2、打l!J!硲杯Blf: f, 、 lWL~-;岱亮： 2、

~((.i.J!.r,j'•. 位： I . ・I: 師器売 ・渦： lb、・f:師器甑： 1 、 上!lilt~;把手： 3である

ll!i・ll7は 1直i器甕である 111う(1)1.H及品l勺j(1jは強くココナデが廂されてし必 116・l lblJ: 十．帥硲鉛

である q し、すれもrI粒部,,,1面は強くゴ :J.ト・アが枷タ・れていふ l四・ 1唸は須!l器杯Aである 人 ・小2

I~•! 式に分かれる 1~4 -126は禎JJ!.J:;.H,Iである 1~8 1331J:. 姐俎．岱汁{、Bである.k. . qi . 小{/)3 I刊式に

分かれる）131-137は須忠器杯U必であん。l:.l」は必:,';1:rJ-1,ru i: かよりをもち、135-13iば1部 1勺1(11にか

えりをもたなし'(138(よ須．屯器壺Ali.であl.i 139・110は?!(;也器父であl.:>n

SK 13 (l-x!f-1泣I・3,','t.j.真1~1版33)

検出状況 全体を検出した

形状 ・規模 lT'面形iよA径ImのIIj形であら

出土遺物 埋 l・カ.;..,I・_師答甕 (lJHが出 Lしら

(3)室町時代の遺構

SD01・02 .I~ 版26・I()・41'Ij. rt払l版16・1i・36・371 

検出状況 ,ti北）j和］の部分を S[>Ul、東f!iに 11H力いた部分を~1)02 として出介．した 鼻t,:·~ とは・体のi社tr//

である。北沿部は副介区(/)外側に延びている， iI I ill!t代の迅情である近世岱地 <SK28 30)、SK27、

SDOIなと,,こり］られている，， 消の：ft, 偽ばBJ也lメ1'li.ft .i;~1/) ヒ・ノ l、 ltf.q> とこみまで延ぴてし、なし心とから、 m

)i'.Iからり地I;,(_<!)削 •fi.を受けた品分までのllllで．東I'll);Iiりに1111がるか、途切れて...るものとどえられるu

形状 ・規模 ,t1~t方向のl/4.i由j溝である 。 廷艮約切m分を検m した.., l+IllAょIJ約:?Omのところに11rm,へ

文出した科．ほ品が設けられてし、る。;;の断1rrr•. t逆台形である 。 iおのes\は 2m前後で、深さは•10'2:illl f1l 

1をである。剛ぷ湘分のみ饂 Irn、深さ約10.'JT;:.: Sk ま っ て~.るし佐低祁の＇日は 2.5mで、東開に『）かって

スUープ：こなってししる

出土遺物 哩七からは多祉の瓦ff・f:硲や l:帥む、 ¥'1P':'. I 1-J~、訊石、鉄裂品などが出 1:している uヽ11

~ I(、!i ,.., d! f:.l:?.:f<1>偽体数はJi.Tlr. 硲ばi七：tふ瓦H.L沿火外 ：2、凡買上ともか： I. 瓦買 I船 u.:

る

f
 

C 
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1、瓦代上岱小壺： 1、1:師硲m:~、 I: 錘 ：1 . fl-i皮焼r.ri外： 1、Jt波焼甕：！、 』i'l茫碗： 1であ
る。牡にJi.rtI器揺外の古める割合がさわめて店いc

111 115・1お-162はJi.'rtI'. 船は外である。いずれも使）IIされてしない 括RI計籍w,.¥ //)ものIJ.JJ-
l •lG·lG(J : 、 籾 1さのもの (161・1621、施されなし・i,(/) u邸・ lS!=lJかある， 146・lIiは凡't't,~ 硲火

外であん。・ド面は円形であるu l-16: ふし鉢で、外面IItお祁 J・ にli<.1直iをもつが、文様は施されて＇・、なし 'o

118はJ£1iL器仔炉である≪ 外1(iiに人夕／プでSキょか施されている ~ 149はKn±—笞ヽJ ヽ.. ,-であム,163 

ii凡i-'(I.?おUである。 1閲は L作である。 131は出を娩ばj~であ1:,>内可rt使用に，tiJけ？りはっている，

15~ は；r磁碗である ．見込みにスタンプ文をもつ。

1沼・ 151は砥{iであ,.:.,,,155・I.、7(tj1.:製品である、l:'>:iはJJ-1・ベである。156ば位である"

SAOI (I'刈版27 写其1·~1版 17)

檜出状況 惰列の1悧隕は：J.:I ff.I-<. 外で亀迫1//J'は西側に延び/~11;「能性があるc

形状・規模 J91J6 訊1分を検出した—住穴問の心々距位：t1h~-1 間が2. 3m、北憫 ~ ,·111 が2.7mであ

る 釘りilJの.l. 伯）i向1よ入:5 ¥¥ -、 1{11,ir.S[)()l・02とぽぽ111]じである

柱穴 . ~j,ij 形は長611cm、糾10cm程度のnJI形のものか多い ；でさは1汝叫:n・と浅く、祉立ti:ではな

く、 fCtfjU)痕跡であるかも），れなし、＾

出土遺物 t1ヽ／℃(からのII¥I・・濱物はr必められなか.., た

SEOl [:4版27・•II 万!'.し図版18・37)

検出状況 1廿端は潟1i:.f-<':外である。

形状 ・規模 ., 弔n形はlHf:3 m以 l:、知径1.9mの財の張った桁111形を呈してい/.,u 深さは 1.9m と;~

いが、陽水がこ：;tjjして'・ なヽし、、地111はシルト行であるため、水Itたまりやすく、 if"/11「直と J'j・んられる。

出土遺物 埋上からJd1..L2~揺外 (166-1岱), U!i開rmi..l69l、T'I-波焼などがH',Lしてし、るっ出1:t: 

盛の側休数は瓦収上器描Si-: ・l、 I: 師岱nn: 4 、 f'}波焼li:,i~: I、1'1-波焼史： 1である 凡!1・l沿計吋n
リ）慣III.:; よ紬抽きのもの (I而・ lf)i)、一本引きのもの (l岱）がある，

SK03 ( !'I.Iり~27· ·tl'1:j泊図~i.38 )

検出状況 全体を検出した。

形状・規模 ・-r-, 目形はJむ.Im.輻I.!'imll),f笠lfiである。深さは1如いである， JI]じI:「は炭・ ¼I·塊が

比枚的多く含まれている

出土遺物 雌 I.から凡it1-.~ 濯；n、l:帥器fill.J: 錘 (J,O) などが出·t してt•る,/11 I: ・I: 沿:})閥1木数は

凡nt.~ 甘m外： 5、七帥益皿： 1、.J:j唾：1である

SK07 : 日り心H・11写!l[:祁li.;!7・ ~) 

検出状況 令休を検出した＾

形状 ・規模 ,,run形はlU.llll、船l.5mのイ屯整形である 深さは30cmであるu

出土遺物 雌 l~からJ-[fl I: ~t1i:f·~\ l 7~ ・ ー1751、瓦ft1:2:}ft炉 (176・177)、上錘なとがII¥I: しているr

11¥-l. .I: 品の仙体数は瓦11t:2討.:;外 :ll、瓦R土器付力： 2、 l: 籍： Iてある。瓦店 I:益tJ;fj.のtら;11には

- Ii -



揖描さのもの 172ヽ 174)、 木り1さ(/)もの 1175)がある 瓦tiJ・. 齢1rかの外面にはスタンプで化文が

施されてし、ム。

SK08い版28・11 ・ザ只図加38)

検出状況令H~を検出Lt:.。

形状 ・規模 ギ面形ば長2.4m、幅2.lmtJf,f~-:iを形である 。 深さは10cmである

出土遺物 JIJ('f: から瓦牧上tざt,n鈴 1li8 180)、七師器皿 、181・ 182)、上錘 (183・18-1lなどが出l:

していム Ill I l. 器の例付数は凡質 I・器It.I~: 10、土師器Oil: 3、.t錘 ：2である lt.'£Ii I岱；till体の揺

n, よ枷抽，とである。

SK09 吋版お

検出状況 /'_,, がを検出 した

形状・規模 平而形は長I.lm 、 ~:,i0. 8mの-1~炉形である。深さIllfk.・mである，，

出土遺物 Jin I・ から瓦質上器枯鉢がH',I: してし1る，

SKlO fl叫l版18・11 写兵~版38)

検出状況 仝体を検出した対鴻を時期がIJjの上坑に切られていん。

形状 ・規模 1汀面形9よ長2m、ti,ll.Imの小整形と考えられる J 深さは30,'IIIである

出土遺物 趾 I:から凡買t益t.;;外、 w磁池1T・文碗 (1711が出 I:している /H I・. I: 益の俯休故は瓦tf・t
器tilt鉢 ：1. Iり磁婉 ：1である，，凡'l'<I・ 器れゆ卜の抽目は柚1iliきである。

SK24 (図版2h・12 写して同版I~ . 3S〕

検出状況 令体を検出した SDOIの溝rりで検出された。

形状・規模 ・}'-血形は長1.i5m、Ml.Gmの不屹形と考えられる。深さは2和nである

出土遺物 雌・上から瓦質上梱閏体、 I j産が出 1している。IHI:I: 器の脳体数は瓦111・inn11-: 2、土

錘 ：1であl.iaJ£f{f: 器播鉢I/)「ill11は曲描＊であるc

(4)江戸時代の遺構

木棺墓SK27〔図版29・42 1_j. 丸図版18・39)

検出状況 へ体を桧出した S[><l2ぺ心Jっている-

形状 ・規模 叫柘部はr竹北）沖Jである。棺1よ長さSScm.船4lcm(J)箱形の組合式木村f、レどえられる。荊

方は尺さl.3m、糾1.2mである，

出土遺物 棺I勺床面の西南隅付近からは鉗伐6枚 (191)-19Slが出 I・I/t.:., 鉗錬ば応水j1fl'(ャ・であるn

掘）］坪，．からn波焼翌の底部 (1891が111:Lしたu

近世墓地SK28~30(Ix]版29・42)

検出状況 tJ! 部を削.,•. されている SOOl、S004をりJっているu 1f1側の哩~~施設 (SK29・30)は改葬

1/) t・ め •lr'I噌[Iが掘削されている
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形状・規校 ・は前1 形はJti北に I~ぃmr『]『(/)jみ Sr>flS)で取りl!ttまれている。i行の内法で市」ClI. 5m 
で、 Jt・lljはIrn-mr と,~,,忠:'-llる。 y闘~~,:t:よr加thf,ijにも，..で3J,l; 検出された。

埋葬薦設 北低のSK2ぶよ箱形のr•l(tfi と ：'};えられる＾・旧面は 1必60cmの1•. 万形である。掘｝］は 1辺15

cmの,I.I」形で. ~f'.J:~'. 政にな 」ヽていふ t+;さは60cmであI., IN側の 2 払 1S1\W·30> は-tili形の座棺と 考•

えられも平11-;iは直ltl2tlcmのf'l形であ，，し

周溝 輯は90cm,前後で、；'.j;さは251.・m1i1J後である。

出土遺物 Jll\~~ 施設カ・叫III. したものはない,,,,.,Jl,1',!'il ,. から1肥rii/,各地沿辺の11、東碗 Il認｀が出七してい

る＂

SD04 

検出状況 SIJOI·02の町邸6付近からAJ他l-<.IU~1付近｛で延びる1a.It)i l••J <l)溝である、SDOlの東m

をtlJIJ • 近 lit~1;地の,... 間であるS[)()SIこりJられている

形状 ・規模 r*f、ll:Ji111Jの[,([dlj溝である 延1・樟約•lOm分を検Ill したD iPtの~Iiiは8訳mti1f後で、深さは20cm

Vi: 度である

出土遺物 JIU J・カ・らは・l:tlili?./illll、H波焼佑利、 湘P'JJi和焼101(164)などが11',1: している

(5)その他の遺構と遺物

ピット A地(,(では北1乱の間I'-を受けた部分以外（ピソトが比松的多く見られたが、道物の出土し

たビ・1 卜 uはとんとなし＼。 その多く :1述物にl'JJ).)るも (l)てはなく 、 i'I 見的な災~[,ドの根など）による

ものの可能性が，ni•,・, 

第6表 A地区ピ')ト出土の遺物

濃構名 出土遺物 遺講名 出土遺物 濃携名 出土遺物

Sf'16 I-!:' Sf't.•J I ,lJ¥ !;P15 Lz;I~ 
sro., I:~ 片 SP!O 咲:t・ヒむ奴佗 SPJG 広をと捏仕、 trn.If~. ± 鰯こ片
Sl'Cri れ也苔I',・.·t·~ J\ Sl'l l 十紬呂売

SPf>:-. 1. 已片 SPII L答I¥・

包含層 〔吋版43 .』j.n!叫1版-ti・42)

検出状況 J!,: 本的にJ,.t. t見上を枕く）ii.ft<層はほとんど比めらLない ， 1¼i4l届の周i甚，らいこのみIH石

器時代から会良ti}代の，,n物を含むり.',UJ色.l:層が薄く堆積している。
出土遺物 祉含~-,から/1¥l。したもり）は少hi.であるc 巾 11し•以応の遺物は表 f: . tit I: から出tしたもの

で 、 な且時代以前の遺物は1り東部の~-含州か：っ出 I:したものである＾

218ヽ 2201.:弥；1ld: 沿壺である。 218は（本祁外 ，1面に貼付突沿文、 2m• 220: よ体品外面にへう描き沈線文

をもつ 221は突帯文竹 1-.船の深外である"uf:;. 端祁外而1こ枯帝を作り、 2段C')栂突を施している。

2221よ須氾．器杯R 、 ?2:l·22,1は ~A.\四，？杯R~ 、 22!'i · 226:J: Hili2牡ff¥、227はI:師器甕である

228-2.15は｝し慎 I?.:~t.Hタである 。 揺I! Ii~ 轟l/i1きのもの1.228・230-2321. 一本引さのもの(233-235'、

施されないもの 2'ぶ） がある

Z36ヽ 凶81よ刺片である 2:36はサスカイト製、 237・238(.:1.1-ャート製であ/:,, 23~ ・210は石鏃である

サヌカイト製である。 211 ば名fぶであ i-.:i ~ mで J1 I面に 1妙il:辿」、反対(/)直iに IR舒t」と占かれている
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第 3節 B地Lx~の追構と辿物

{I)室町時代

SKOl (l':.'.I版31・12 1j. 艮1~,版l!:1・,JOJ

検出状況 令体を検出した。

形状・規模 ·f~ 而形は1む.9m、紺l.けmの不炉形であるぐ深さtt.1じ溢邪25cmである以外は、 lOrm程度

てある

出土還物 雌・I:からば的'.i-llll(2CX>-208) 、 j· j垂 く209) 、 1-1~~、‘具 (21()) 、 £..~l: c211・, などが出1:し

ている。出 I:上岱(/)個11遠ii;i:I:帥溢皿 ：郎、 I. 錘： 3である。 I:盾li?.:;IIllが100桐iが近くと圧倒的に多い。

SK02 〔図版31・42 笞i'H-:c]Ji,,J..19・40)

検出状況 令1~を検/1-',した ，部分的に時期がりlの 1:t,i:にり」られている。

形状 ・規模 'f-lfil形は長i.3m、<:'."'0.Smの不笠、杉である 汗、さはlOanf't度である。

出土遺物 埋.I.から凡rt.I: ?.~tit: jj.. し21:!.)、Lr.111器11111.il~21 I l、.U鼻121!.il.唸；上などが出」：してい

ん。出 f・J・.器の個f.t;fi.!;1J{_rf t?: 咋揺外： 、 I・ 帥笞皿 ：I~. j_拝： 1であるn

ビット群 (I'とほ30・11 写i'([•;i.J版19· ~9) 

検出状況 B地区西北部の部分ではヒ.;; "が多く枚出された。削9ドを受けなかった部分が狭し、ので、

建物を復几す心ことはでさなかったn 検fl.I前よ t)30cm!'J.J ll)深さのある ものもあり、遺物を出上したも

のも多い

出土遺物 各ピ I 卜からllltした遺物は以 ドの通りである。

第7喪 B地区ピ；；トの出土遺物

出土 遺物

瞑

⑳…
 

詈
細
罰

(2)江戸時代

SKOG (図牧31)

検出状況 全体を検出した。 この ,~J尤の北隕に位閃す，，,:. f員状の ピットダIJ:よ、この遺tillに附屈・ゎらもの

とどえられる

形状 ・規模 1涌jJf公i!<l.6111. ljllall. 2mのiと）i形で、深さは25rniてあるっ

出土遺物 この遺構から：よ道物は/Hi.Lていない。

SK07 ([.:(11:Fi.31・42'.、j.llt対K反-10〕

検出状況 全ftを検出した。
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形状・規桟

出土遺物

'l'ml U!~l< I. 35m、はl.lmのf~)j 形で、深さは l:>l.lllである«

捐 I.からJ'J波焼え,:! 17)が/I',上してし・るc

SK08 41i/J.31) 

検出状況

形状 ・規環

仝体をf).:mしたe

1浦i形は長Im、紬）.9mの只）i影で、・深さは15cmである。

出土遺物 肌 1 から~J磁岱片、 J-ln.LむtiG外が111 !・. してし・る。

SKlJ 14"~" I・ ・12〕

検出状況

形状・規模

介iドを知した>

ギ血形はU:,OroiのPl形である r、i::状に~']み．深さは:.!0cmである

出土遺物 tcV. I疇．から肥前系磁紐lli1(:!!fi)、打皿なこかtii: して~Iる u

SK15 ~ 4『li:.ll 万~,可版）9) 

検出状況

形状 ・規損

令H:を検：llしたC fll形の拙）jに、木製<1Jt1riが据.{.:) i l・(l'る，

Jltl}j(ijfr_j~ I m<J>fll形である、M よヽ/f:90c.TJである，

出土遺物 翔 l:からin物I•• l,, 上しで．ヽなし、C

(3)包含層 ''1/tml阪I:!)

I遁 flでに表 I. 耕I:を~":!tlflt:: んと'~f;;-M は了{-ffL・なかった 削ギを交けなかった丙北悶からわ

ずかに I・師；岱べ八惰 I:1 :!-1-.! :!-111がIIU.してし・るc

2・12 -2・14 IJ咽士である。 Jl径6cm<l)fll H状の•Hけの項片を代し、多伍(.') ．を含んでし・る
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3;.;B ぷ国 釦．印脳.'.J~IJ.53 皇ll1..:g

Si~JI l1't 12 CJ 

!II 
i ryi:;. ヽ-.,:ふ,,r.

:,\Ns'~l1 

;nG. c:: ぶ-·~

10nヽ '6員R

wYi.:.,, 1.ur. 

”応 M貫"

,f~~\7 I町u1,1.
, ow;·:~u,;. 
lif.¥7 : 剛u,...
lfK,\'G ヽ1~

11~-:\'6ヽ·1~

SG¥'i/ I町

7.!<.:¥'6, .~ 
1v::ro, 1tJ.F. 
ICC沢,15'~ 
I「(;Y5/IU!li
} ;1・,・,12;.:; 

I量8よび●号
I IR鼠"lt-菖：
“内l!li.!以 IJ
l』HltlJJコ＋亭..ヽUtt・,,.~, れ．
I虚•t•f~t!lli,涅：：•ヽ ~/~tL'tf~tti!JIH't
ハHnガ4
,mヽuョつ令"'・旺り員は9ァ4
内配ビケス・

1111塁 JJtf',ll-8外血：,,.1-9., .. ,. 
4. l~I『濯ilH かl

l!Jl&t: ヨ.Jtl',tutり蘭、；り子 9、~. I~! 
f'itiUケス

Uヽ'lつ-fT', ,~、ttlfJ:.:'rt-,... jl,~ 
Rli.! .. ~I 

オヤ.[$'.$外ii.J• ~. I• 

fiP 

：ヽ!,il11漏
にし冑 8'遍crieu 
kl':li 8: 量l?tlCU
l.ltil B: 員1?lltEll 
kl': 漕 B,I符11r.rn 
女代州・fl'遭11!11りI'll

t.:l~tti Ii¥ !t!JlJfl I 
女FTLり •O lll!Df1U 
, l 

fl f II 
Ofll 
~•~~~11薗,:Mt:.t-r.鼠見り1:mt.i:"
,,.1.,1(i+,;,, ヽ りヽil:Hあり.Ml

ー:!l 



第9及上ノ段遺踏遺物一覧表 (2)

奮号 l≫I ＂影 地区重舅名 t•JJ:げ 口8 Bl 霰径 そ〇亀の土・色冒 ●●および●考

J(lj 1112' H~ A S!M I I ふ， 2.S II 6 5¥R6、f心 II'~, は::IJ i', "'~ 外目：2へうャかl,I+ 
占内●ふttliflil'llぃ．藷文｀肛墨l~iliJt
i'. 0. 記り圃心ユピnエ

:tr. I髯と 11·.~ .¥ S:@ llda 14., J.I I~; [, ヽRliハB I ff&!U」:.itデ.I+. 紀り爾；;+'!'. 虞且り豆i
l!.1ピ1サ,.. 内直111':戴

"、 1鼠こ 甕 .¥ S:lf.•I r:J I: ＂ .. ＂ .. 4 I 2.5~~5,,'IJl,t.~ [ .,, 配1;ヨコ➔;

:oo tl&Zl 甕 ．、 S:!01 蜆tf'i IH ~,YkS/111ふ嶋 I ijビU ヨコ・↑名体記外国，.1~...,、々 ~II
fljiiJ.J'rズ＇・

Iii)棗!ti 11B A SK<•l i, f・ 13.0 l.6 h.S ぶ9、1)11-,.!'J 内白一IS-ii!:外菖；区9バfデ、駐甚外taヽ、ラし
"・ ~Eり襄h'

！！！ 印だU II/¥ A :,1((•1 1!1 .ヽ3 l.l Ill It 、ゞ,#.A I引ti !!-~Ii饂；；凧€+ぞ．崖“外tuヽ、うし？
~~t I. l'itliE: 賃ふIJ

1:~ 紀 E ttB~. ヽ Sl\~t r.:t. .. ti.71 J(四 _II胄K 内臣 ~ff~li目バUピデ［鼻“外Iii.!・',7
l; り餃寸デ

11:l fl'l!!l:i M A SK•!I flt- n.o flllCS.、 ぶ・ Oヽli.fJ 内外奮こ t.J.Jt.,➔ デ
!!I tijzj ， A SKll Et :!). 7 ~If<j.-'3:; ふ・...~ IR且I.I ョコナ,,._~凪外璽；~;,.,.ぃ，，● d 

ft;ttJ', ズ＇

115 lUZi 更 A SKQ1 H層 ~l.i. i.~~ 応,3,·..:·.•~ r"駈Iいに1-t.,,_~ 見tii:!~ テ,,'r,1$, 
片面じケ-~•.

116 tftG 累 ,¥ Sr-((! t1日 :ti.: Rl.f:r..• l.WJ.!•i、、,;n しはIJJコtf'.jUl;~liii.: Hiヽ'r.~II: 
内配はヨコヽヽケ佼ユピi~二

li7 l:CC2. 更 ., SK<r. 中り 13.9 :-,R&,c-Gl LFL饂I.!:Iコt,,

！：ヽ till 量 A SKi:t/ l:U 111.3 2.5YR1h,l.lll I llt.r.U ciコti'

1!9 t輪石 甑 ,¥ SKt:r.' ヰ層 !~.~- WI<~ ハ湛l L li&ttl 3コ十'!'.l~!t•~iliはタテIヽヤ

lJJ t. 偽8 杞r .-\~KIT! ti ~,YRi/~19 外止は内鍼

l~J t. 訪8 l!A ,\~Ii~L91 II.II l•i 13.0 1,j\'R6、 ·~r. 1,1出ll:.En臼；；ナデ．肛昴外血il."lピl'""
.:.. J'i!:U!'ttf杖誓1

122 絵~ii l!A A $Kt、r;: ti i6.7 I~t ．, ． . 13 I 渾バ駄 内面ヽf~&tり面は1111.:-1-デ.Oi:R外面1JJilt;.-ヽ
r，ケス,,

IZJ姐!tl If~ A SKra•I層 II.~ 15 II~ :,'61[恥~ 内釦一体訊り面l;t11f;t -,'. ii!; 笠外面11・・',tj
IJ il-r-r 

以.1Ill.tu ~I ~SKfr:? 111 II 2 .lり -111 sy;、'IJl¥(I 内釦 l~lt\1出1↓i>ltこ+7'.匠椙外釦;J.,7t.'J 
,, 伎十テ

口禎烹口 Iii A Kヽ1r.: 」．層 IU 4 u i.h iinr'!Ji.11 .~ 面、μ訊り由1Jj,lt£+デ、天屈外iiiがヽうし」
＂如 7

l~i 棗巳名 !'I A 5Krr: t層 10.i J. 乃 ，，＇， 抽Iぽ 内貞 ~t~3t!'llillサ11:.u·. 心＂頃 Id・ヽ7切
りlitャ

ピ？虹6 !ill ~SKill H> ~-; H 6,ti N6/0llt Iり!lf~jj.紐外釦J~lt;ti',I糾秘外iiill·、 c,t,J
り．爪fiJf(Iあり

I:!.~ 虹 8 l'H A SKしr! ト層 17 X h, .! 12.2 N7i t'ii..l'l 内貞 ·i~紅外面IH!tftf'.底罵外薗IJへうり
り.ir,ti![ヽゆり

四匹 fill A SKU..: •I IJ IK~ ~-5 I~. り 5Y!l'3ハ嶋~-- 内l-Httllil.!f•lli.t-r. を船直Iiへう切
I) 

130棗こ HI¥ ヽ SKrr2 1・111 17 6 u ll.9 N6ハYf. f'li],jj. 墨外illlJli!t-・J,•. ~ 昂外膚,:-ヽ1切
り

131 肌~o 11~ ・¥ SK1rJ'1''11 ISヽ ,1. l )).Ii ~,[15/ lf/ J. f'ilヽ作、外由U糾t.:+r.i!ili外~,: べゞり
,,~t;, 

11! 惰E己 li-B •\~Ii')! 11'1 1n 4.U り-~ 応／（妖 l'ii·li-&~djは~f.-+-r.旺5外j,i・ 'ヽ11/J
り

133 復を8 fl.P, ~ ~"'じ ill 1n u ?.1 l'i6/戚 円面-j~ヽ外面Ui:jt,t,·』~~fl.菖ばへ，切
I/ ft,:-'/' 

1引煩rr1 tt !¥l'I ,¥ Sli.tJi fl (I~. ii X6/0.1,- l'lil~ は墨りlt:IJ~l;.-t ヤ．たけ胚外悶ilMf~
へう!'/.I 

IJS旺 5 tf.f f, A~K(r.: 中［ 17• ~-4 褐ハ妖 内菖 -aiヽ~if3Llf,L+¥.1:井甚れ蘊,mt:
へう切り慎tデ

13ti姐患5 H'・BJ. ~si.;u:: l. 讐 17 9 湛ハ)!JI. f'lii,., 塁り虻Uじl・.ti', ., 渭'I£外頁；;.Ji令．
ヘ9ケズ 1

l"fi flltC HP.fl A :-K(C 1111 15.C 湛I~ 円●・ltH釦llhl:-t-T・.;りtSti.直：：Mt 
へうヤ t:•I

131', 絨烹己 ft.l.li I¥ !>Ktt! 巾層 1』5 図ハ屯 内直、ltll外鮎r...tt.::ナ-f',.O~llil"l富、；H転
へ;,,.ズ1、内虻1こ・J.Je

ぽ;l,j巴こ 甕 A 5Kl'C 1!1層 (35,~I 5ヽ1直 内外lilt!:厄t+r

1初碩烹Z 覺 A ~K!l.! 中層 liL-13さ 喝，I直 置Bは,,.ほIとtF'.t.+..-.~mi繭，；苅°
ク叶長r.-rn.1這内面:.:~ふ:ljfjば

Ill瓦I'{+,;.!:If. A~Ill)! l! ~ 石,!・ :s1, 恢 ni. 墨,:3:;f,・, jS鼠り面、；ナデ・指虹賓み
り.!~~ 恥illナテ、町1じ~..ii曇U

l~! Ji.R1t t:.._ 、¥)£Kil II f 佗、；！ 淡I似 0/t!t,l'I JTヤ.r.1tn:1出...i'・lfi頭裏あ
11. (~Kl'iii!;+.;;, 召日1;a.i1J1A.心
硯R

W Kit• Zi !:tt. A .,I()! 虎＋ ~3/0IJ~ II精盈；ョコナず、μ瓢外面は十テ・lli21!i.h
り.!~lf'iil は+.;-, il!ll;ii: の鴨u.霞~r.
r.inあり

114 t;ttz; 償μ A 500'. 糧t. I'., ヽ .~) IUYRS/況(i [lli!Z,! ヨコ:-r.~~ りEi,l十+.捐』虞h
~. !~ 墾内貞/!-tヤ.i:u i=, 本の島n.~t'. 
は!Iあり
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第10表

1号 IIJI
II) Kr.I.& 

l↓り l(J(lr; 

Iii i胃 t•r;
II~l('l'l H; 
H~It冒 j·f'.j

150 l論日

1:.1 II校

！公山に

!S.1 i』11.l!.
!:,l b~ 品
'.55 11.11品
: 56 I\~ 
157 If関品

l=>'!t'l l ti 

l「i9Ult. はμ

Jt{)瓦I{J~1%» 

161 U1.r; tlik-

IC! Ut:?; は"

tfJ K員LGI 
lt4 flM尺a駐属
It―,, ~ .. ぶ ~u

lti、1t.nI: 石償H

1,;1 U I ll~Ii 

If,, .ll'I I Zi μヽ

1炉 t.日E
JjTl t鼠Z
171 ftヽ
IT! .l'l?t!'; 

lT.l 
171 
ん胃ill
k甘 I~

i75 Jr;':; t・ti 
げ6lt賃IZi 
lT: ]!~ 日IIi 

l~I tUS 
,~ よQ&'t
)~l.Uti 
IM Lriti 
1~5 (l'it Zi 

J~i ~· りと
l込ビ肩

J~•I "バ

'"'耐＂M 嗣n
1'!1 IMI~ 
193 ,r. 

畔
血

““QI“[、H
u

l

l

f

問

b

火

K
忙

ガ

ー

．

濯

『

嗣

鼠

“
i
"り

IJ4““

鍾

μ

I

t
嗣

償

"~ 
Ill" 

I』ト
tit 
(It 

lill!.111石 Ill

li'9 11.tii:t.i ISi 

l加凡n1z;はU

““u 

鼠

l
l
L
I
ば

ti,,・Jt:R iCJ II" 

ゴ

耐

甍

饂

A

＇̂八';
.^．
A

A

A

、
¥
＼

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

 

亀^

●:.̂.^.^ 

＼

ヽ

•
し

＼

ヽ

．
 

＾
 
A
 

A

A

 

^~AAAA 

A

A

A

¥

 

、:;..ヽ盲A
,.~ 賣 A

'hヽ曹A
立it-d胄 A

重舅名

sa, 

S;);l 

S~l 
S以JI
~[)(_ll 
~WI 
：：： lM 

St,11 
~...... 
~t,•I 
~[)• 

sr~·,1 
~11 
SD'J, 

SOO! 

S匹

500! 

5匹

500'..! 

5凶
Pl~ 
SEO! 

SEO! 

SED! 

$;,()] 

5.:;00 

SRN 
SKC,i 

"::>Klr; 

5Kill 

~i..cr; 
~K'Ji 
SKcr. 

:iK()) 

::.K~ 

SK()) 

::,)I.Qi 

~tt, 

．ヽKffi

,:;i,:a, 

:ili.21 

:i!W4 

s~• 
5ほ
SK:r. 

Sに!7
5比!'i
s必7
s立ィ

履り上,t
I 

fl I: 
~t. 
同t
u 
見l.
見i

fl.! 
fl.J 

"-1 
見上
胃l
胃＋

.Ill 

履し

Jt• 

J'.t.t. 

nt 

，，t 
児t
"t 
靖t

I! I 

111 

"t 
巴士

界t
,u 

見l
JI I 

Ii I 

IJ.i 
見上

11:1 

JU 

11lt. 

覆上
19.l 
/If t 
, t 
[iヽ

Jft 

履t.

.Ill 
畠｝／凧L

Ill内li,dii
Ill;'!'! iヽ
l¥lm員i
n内'J.

ロa

!ti. 7, 

ぬ・I

l<lヽt
nl3 I 

n;~ 

<: ぷ，Ill

l).•J 

~•.• 

!:!.O 
ra.6 

(!121 
(1(1.t'J 

119.€1 

1111.0) 
h. i;, 

酎.3
n~.3 
?l.•) 

,r.,.;1 

長~.;

畠1

上ノ段遺跡遺物一に表 (3)

その量の.ti! ● 
; -~~~/!~ 

5.1 
糾1.2

囀゚；
IQ;:? 

心．？
藍．？

幅.z

底

I~.1) I!(l!ll.5 
研(•.:, f. 量J.7f 

14. :,l 
W2.f. 

"3.~ 
即.l

PJU 
I'll.~ 

u 

~-~ ~-~ 
$a:!. j !:.・1切璽旦:n.ぼ

10.1 

~-0 
出 til: 登し』 重出2.0;
印~!1..!J:.o u《[U::
t<H 10.:! 

I.cl., 速I.ti 直iH~.~~

6.・1 
10.0 

7. j\ 応、-~::ぷ•履

11n; ハ鴫Ill檀

NI'ぼ
;,Y7/JJ~f'I 
5'iR5 t61JJill• 罠
~.S\"i(S Ji:.S. し•＊褐

?.SY;~1111'.t'J ,1/,. 
5i'R7, c:: ふ1・t:;

Si'5バい

‘ふIIIY--:LJ 

IOHi/JI: ぷ，,．．＂

1 sn1窃tit

ICYは/3渇員〇

ICYRidl! ほ9

lo'1'~•;,3._ぶ •JC

2 sn 1 .~: ,i 
Klが恥
; :,Y~/1和1

i 5¥'o/lf-i'I 

lりYRヽ，＂漬 9

2.sY;/M員
l.'.,Y応I叩泊

~~-~(j 

lOY~/114'. 
N7ハ珈；(J 

SS叫(

: orr:~1"11,,n 
1.Si1:6/4t: ふ''E.l

i.;.Yill仄n

S¥'S/11,¥l'.i 

7. :,Y:illWi 

IOY~i/2じぷい員6

5YR6,r41:.r.1,f1 

SY!!l-131~'x 
2m./2li':l'.l 
5や/ll!iA

5~'~/W: 

i SYRりIにぷ1•!'1

l•JYRi 1~1.· ふ•1111

舅層および●号

'"曰.~3 r', i1'り配Utヤ llilil裏わ
り.ll-:L占Lutデ.t1n:;;~:, じ0.tl:tl 
はHが1・雙出(ffi
!'iii一UR!!!l'lilill.l 1tぞ
外釦UP';贔

fやは':!,+'I'
Utt畠U,"1+-r'.f~!tlぼ絨

IJ履ヽ はヨコ→ 丸 f~甚外llJIJtデ・柑積胄あ
り.:l>tl.11,d叫+..-.IIIJ,J:-l-'liさ
贔ウ漏11:-AfilりIJl(J.11.l;<I・ス',--ft 

瓜萬11J J-/ヤ，v.m直：”テヽ.~.,,, t; ナ
f'. 指創£鼠ム''-~糾内履心l・i',IIIWi' 
がう鳴11
uは昂1!3.1fデ.fl屈外薗1バデ．体畠内面
はトテ.llfl~ し．蟻這IOt
,uもりに3 夕 t1,~.-,r,tf. iUtf~ILilけ
-r, 1Uill7ぷ~,員II
↓ JR邑；ヨコ-!-,',ll-紀り~.:+デ・指頭F頁
ぁ~•. I~ 罠内血Iけ -f',lilllU 1ぷ.Iさ
n論；ェヨ lTi',ti止：：ナヤ・Ill汲IJ:負...~. 
1u:11りlさ
髯gに」コ＋デ、 9溝tiuナヤ
輸U属色-~直1よRI'!

，＼外血とい•lf.d·3/

111ぼIおll tデ、 II,畠外~!HT'・伽員rm
、;h, fぽI~直iけデ.t::llll沐.'1鼻II
~Utlilil: クテ,,タ・l')r,ナヤ n園1員あり．．
化畠l'iflilJナ・,,. 11:ll 1,:; 1,.111111. 底,11.. 鳴
Uナデ

外i;U胄紙.If.ii外由,・ru碩'£ti.I,り /fi[l心
・キ~:さ
外fUt:~. II, 巳t¥jj.:~, ↓ flf. り
外tはナデ贔註tfiあり
蔓方1曇
f~Iい直IJ"+••ケ<'!I+-j' /~ 慕Iり面：; f 
デ、情IJ,:i{-•"•● II. It .• ~ みヽ 9椙1111!t:1'1 
u鼠甚~lliU➔ •' 

外創ill!以.!lもM>fl[Jlt7,f,'11●II 
I JIJ畠j,lヨコ・lr', l~AE外直1,1 ナ f'·flt直ItII 
が）. u. 畠fl;IAIIJ+'T'.謂IJIJb4"-"-•●u 
内外慶と<.1<:t:.1ヤ．ばll・よ].. ~ ~ 
門外崖こ<..:浪.t1111~·,-,;,-tl.ll.iEt 
n外面としヨコf-,',;,i員~l量;, .,-プ1:1るt
t 
Ult!t,!'I 1ナテ.U.!tliじ+i"・r揖i庄負
が I.U, 昂内釦：ナデ t:U、i丸 9●II、最
占硬E
n"紅1;ョコ➔1', l~~,,i酎l!t-i'、"~由
に+~. 慣flUi+fi●II. 妓状償IIあり
I~! 引W日1:+ぞ桁霞Ii損l,~'体釦，，iliiil
~i'. 屯ll1!7AlfJ●fl. れfr憤Hあり.II'(畠
外tlii'.I衿
n髯属；ョコ+i'.鼠紅はt-,'
外薗叫:ill!£訊ふh
りill,:t-j':lf:ltt! ヽ，n
外員：!r-r 
[llf,Z.:3 11"f'. l!IZtl出Utデ・四£棗
あり.lllli:7.:.:flllll 
nnt,:B::ti'. tばiijffll!-tY'・指直H集
Ii h. 慣iJll,.!ifl日II
外11]1ょ十デ・指f!l.llllll-h 
~H~ み冨f;
l'iii• 体慕外頃1;f,1ll•,J r. i!llttほil!f冨
昌・鱚しの息鼻i,It 
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1号
I¥'! 
1!15 
圏

四

憑Ittiii 

l竺

:JII 

邸

H

R
曲

工

叩

叩

履

Rlt: 
鋼R
Ufli 

Lll'J 

l昌8

I.IJC 

1D& 

tllZ: 

＂＂； il'tti 
l鼠5
I tif, 
t駐E

Yi-. -ti:iC 
:W tlDS 
~JI) 111,1贔
111 費t
:!12 .II.ff 1.5 111-1 

~IJ +uz. 

~14 

8

6

 

-::: ~
 

g
勾

6
ツ

3
E
3
}
u
a
"
-
l
L
!

I
I
f
l
h
.
＂.＂
”
"
9
0
璽

立

H

ユ
g
皿

叫

5
ぬ

5

”
 

::;; irtli 
~16 屁蔚
~1; l't侵
~IR~it-·I じ

~I~ 外nz.
:.:. ~)件ttz: 憂
：： :I員Hr::l?I! 
!!.! ltlf.Zl If.fl 

2:!J IJl巴5

221ら:tt!Z'I

JJI~ 
t.rcv 

I It& 
lt.ttlt:i 

Jiff J.15 
Ul.ri 

冒影 廻区遭蠣名

'llii!iJf .¥ SK:i 
Ulll賣,¥ SK町
II B fl)-1 

＂ 

日

に

J
I
J
I
i
i
I

口

n
l
l
i
I
I
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第5卒 n然科学的分析

第1節 的場追跡出十¢の結晶片岩様緑色岩製小 l、:．の産地 分 析

硲H ・l'rリJu;,: 都 k?IJ砂炉・i験9打）

はじめに

勾£、応巫］．入 14・1:などの'.iU1名のり(!とは、 ・Ul'l'Jには1t;Jfil!観咲で'i;{ iの種頬を決定し、それがfl

').;(I)よう思われてしヽるのが）訂性であら」::ii'JCl)/!MH+ として i.t 甘t(j、枯 [~(fり 1刈ィ i) 、硬lぶ虻紋府、粘

品片・t;、約l:.. 秘色凝灰,•; lグリーンタフ）なとかHf:llllJされる そ)L{れの・;;.fiの命名定花に従•.)て·;;

.£, 名を決定するが、~,:破坊で命名定.ri.を水める「はl;J.託しがあり、 r,Iのilを比titして硬J(tを求める.iり、
光沢感、 Jt並、介化物のイi無、定ヤI・(1りな成分削l氏を；kめるなとで、 ,Hi名を決める 1f('梃な粘，¥,111栂造、 1111

祈~-など鉱物組成を明らかに t'~t.'dtdi/!J られなし ・ 」また、 JJ:JDIH.ll~;りで；ドめた府い名が<i{_j . 鉱物学界

で迎Illするとは思えない''原6名が決定されたのみではど山学V>:i-.tt--1・としてはイ沿；介て、例えば枯色凝

灰村のfl' 屯と \.f う 'i~,{i名が決められても庁地は沢1!1あり｛引lC') i屯地かィ~ll)Jである ， また、杖らかく /JI] 「

が存易だと復I.ftでさても ．実閃”の飩I釘、打繋((1,}11tなどを測定した 1・.でど紅しなければ、 1り代の行・r駁
作技術に関す7->i'iHとして無．な味である 。 地学の •.IJ.l"J;求でも、肉眼観私では、 <i{1名をIUJ述うことは泄

けられなし ,I 廿摘している。1/j{ i 名を決定するこ ~t りも、どこの苑地のJ.r,({jが使JU されてし・るか、 ~?i

地分析がHわれてmめて、与占学に炉j-でさる：,1n. レなり、また必J彰j-.!lj(I)過1~で {j{i名決定に関係す

る i,'r様の—→部が得られるが＇らh 名をn',.tするには tらない掲合が多い。 糸魚Illdiでヒスイが梵兄される

までは、中凶、 ~J.i 南．ビルマ：此兌見後は、 w ら11111・J況で、,;·石'.'r:(Iり）iil; l)およぴ¥'tifi. など古渭物をJI,

破i*で産地分析を行.,た鋲池＼謀分析で行う元索比法:!I • :J• I: が計!(';-されで．も。よた、 '/1.E~J汁[,:

(/)産地分析で系統的に行ったf:.t代は鋲光X線分Piil:と iじf・ スビン J~叱怯をIlj: /flしが：地分析より1Eiitiに

行った例:;,が骰告されてし、る。 (1鏃など(i沿と ·1~'Ji(1)製品はそれぞJtN.!illll 的がり·~なるため、それぞれ

の仔地分析で得られた粘果の．な味も'P-なる。(I}{i岱のJi;叶Ht:地推定で叫らかになる、沼9介カ・.-.,-(j村税

祐地までの移銑、泊動範囲は、 .(ji; ぶよ 11 \泊•必糾品であるため、生lli I. 必＇次な 'I:活l!lと苔えられる

(2 ) 」，:．類は古代人が4こさるために必ヤ＇ーも ~I るものではなし、 1,:i .Iぶ怜.k,.:ittJJの象徴．お梵り、面守

り、占し 1のmr.、アク七-1/I}ーと して、 H神的なirriに訳要なf1:JtJを.'j-えるととえられる。従..., て、 'Effl
<l) ,/Ji地分析で、明・うかになるヒスイ閃I通W>原{.j(/)ケj-.{Jj範囲は、 t~'}JQ)象徴としてUH渭町であれば、作

） J[日を現わしてし、るかもしれなし、、おf,1り、卯守り、 ,t;いのillIしであいば、 fuJじような打伯を打つ文化

附がどえられる。 （名のI姐~危地姐斤て得られない'¥'瑶なtfilを加I学の分野に提供することがでさる。

在地分析で遺物の1以材佐地が1と定tiはなくても/!/られた分祈伍とfiilじ≪L成の道物を使Illした遺柑の広
が,,を求めることにより、渭淋t:il*ITiになんらかのl'l准があったと推測でさる情報が得られ、オ1~と、厄

材庁地の1fr(t地が!JI うかになれば原Ii(.:.~ヽ l!liに 1むする情flt も r~・・っれる，今[Pl分行を行った小Fは兵m県氷

上郡市島町.1:竹Illに位置．する的JV,迅跨Ill:1::1消；•t.J,! 代前期の紺晶｝げ；様紐(~·-<i閃 l、J:.I fuiで、光地$沖r

拮果がf~ られたので穀；5する

非破壊での産地分析の方法と手段

原庁地~!Vi出のり\ -歩は、 If,¥名地llllを1バIJする人1/lJ・、打わえば指紋ii)ような、その月渭所地だけにしかなし 1

5
 
ッ】



という指位を見つけなければならない その区別するための指叔である鉱杓糾成の岨合わせ、比屯の追

し'.I原れに含:{jされている元ふ組成の追いなどにより、原死抽.ul I: を1,(けljでさなければ産地分析はてさ

ない。成功t,.:,かどうかは、とにかく,r・.1-Cみなければわからなし、：I瓜船地111)上が指紋でもって区別で

さたならば、次に俎跡から出 1→する汎物の指紋と｝以産地の指紋を比較して、 •致しない原産地をH'iJd.

て一致するIJi1.1t池の/J;(.[jが使用されてI,'ると・jlj;とする。また、収石庄地か不明の F材を使用した迅物に

ついても．渭物lnJI: の指紋を比較することに t り、同只の天材がftlfl~れているか-Iiか判定できる"

ヒスイ、約玉製勾：E、人・珠、 王などは、 t-1-i:、亜裳文化財緑のものが多くて、非破埃で産地分析が行

なえる方杖でなけ］しば発展しない＾石器の,,;w;r:地分折で成功していん、1iJI破壊で分析を行なう祖光X
腺iJ、ん用いて屯'.l{I に含イjされている几ふを分析する —

遺跡から出 I:した大珠．勾玉、怜上なとを水洗いして、試科ホルダーにWtくだけの、完全なJI:破壊で

1吃地分析を行ヽ．』た。ヒス（製宝頬：ょtit光X椋分析法でIC素の種類と含'fj'itを求め、試料の形や人ーささの

迎いの影行を打ちii'iすために分析された」しふ1111tで含打旦の比を．この•尤:{,;比の値を原産地を区別 f.1.:, 

指れとした。粘品1ヤむ様緑色玉mはESRr土を1りIllするが試社を全く波墳・rる..:.となく、王に含hされて
いる名~-磁11.llを分析し、そのi.1 りから U~•'i't地間を区別する指仔を見つけて、庄地分析に利用 した ;1l0

原石産地不明の結晶片岩様緑色岩製玉類の蛍光X線分析

粘品1¥rnx緑色府の£材および F煩は九州tH部の遺跡から出 l—するが、瓶｛滴地は不明で、肉1恨的に

均•な (i'itl.l:かりではなく、中には不均一・で緑色の部分に石灸脈:I人＇む{l力In入しているもの、象1色祁分

にj/i色のti!k小Bf;れが見られるもの ． 粘品並びがl~J/ilなもの、またヒスイttに見んる都分など位々である。

従って、これら 1滋臼tはとスイ製、軟£製、沿{i製、虻紋岩製など様々41合開されてきた経柑がある。この

玉類の'/ili名を決定するには、岩(jを1:;1ocする鉱物の中＼類を求める必＇及があり、 X線匝折なと結品定教

からlnJ定する必要がある＂蛍光 X線分析でこれら I,・!JIから硬玉．の i:.J&.分糾1,lc:であるNa元索が検/JI限界

以下である::.とと、U屯Eの比屯である3.0以 I:過に達しないとの理由から硬 If.(/)uf能性はないと与えられ

るまた、 ID{(の比 •li.が2.7以上であることからじ材が界王の可能性も合定できる これらF類の割れ面

は平血のものが多く、肉眼観察で鈷品に•f!行なり9問面がみられることか：つ、粘品片宕様緑色やと似称す

る。鮎品が完方向に並んだ岩石ば11、成変成1:7で生成されることから ,."f!の起諒が変成帝のnf能性が柑

測される 。 広域ヽ女成~i\-では~lgが l:成分の蛇杖'/;、 Mg.Caがt成分の近角閃｛」とかMg、Ca、Feが出

成分の陽起'{j(/)杖！：力渭：出する ヤ粕に含{jされるMg/S1が1.0以卜でMg-/J、い成分の蛇紋岩とは門え

ない。主た、 Ca/Kのi1Hが1.0以下ではCaがEl戊分の軟王とは;:i・;えない 汁石鉱床はしばしば蛇紋・;;巾

の小レンス鉱H~ となっている場合が多く、 r~1iは E頑の原材科に使用されるが、 出 J·屯類の中には硬llt

は約'.?.5のものもKられ、比巫なども滑石、虻校(jに近いが一致しない。駄色てあることを考忍・rると粒

泥{iQ)Jt)f(、練）iに一致する しかし舷l尼石の l:成分組成のMg、Feの虻が少ない また、緑泥!i(/)UT 

能性が低い珂1!1とL・cKの含,fr1(が非ii,'(こ祁いことがあげられもこれら］湿の硬度、比韮、 Al、KJi:

安の含イJlitが多いことなどを考え合わせると丈母系と一致するとどえられるが結品構造による判むが必

要であるr j虹物t・crの含イfjjj: が比較的多く含イiされている このク UムがCr3 +と Lて存在してし、る

と、粒色になることが知られているため、ぐrか泉t色のI点困冗ぷにな.., ている11]能性は考えられ、 !f1{j((,

の決定には様々な鉱物学的分析にもとすいた糾果から求める必要があん、'Jft:凡島県ba世田刷II畑2627-1

に位四する I:机lltfli逍趾の縄文時'ti姿JIJl/ll.Lの.l渇は會これら結晶lj・岩様の社色岩を使用した至遥8粉
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第12表 上加世田遺袴、的場遺路出土結晶片岩様緑色岩製遺物による遺物群の元案比の平均値と標準偶差値

il'i物nr.名
分析 Jl f. Jt 
似1数 M~, Si Al Si K -S1 Ca/K T1 /'K 

u」11111:lll第 1Cl :ZS 0. 3G~.L 0. 70.1 0. 37310. 002 J&. 52111. 779 0.287!0.208 0. G25 + 0. 202 
I: /JU 111:£11 り~'.!Ci 19 0. 39;", I 0. 31G 0. 3!;7 1 0. C)(j,j 18. 508 ! 2. 093 O.J~+0.312 0.412士0.128
上1」11111·111~3lrl' f,9 0. 716~0.37~ 0.26<)+11.015 17. 89R I I. :i78 n.221士0.13/'i 0 .. 1~ 士0.1か
I: /JU 11~11 I弟ヽ I,W JI 0. ll11".! t-0. XX:! ll.:lll8±1l. 公1 11'. 05-1 土 I . ~;! 0.2'!.8土O.lri!-1 〇. •!! ! 土0. ~52

的場 jfl物群 ,IS 0. ()!-!!) I. 0. 02] 0. 3~i9 1 ll. Olf, ~(). liilii.¥J. 510 (I. 059土0.0::!I 0. 237 + 0. coo 

逍物群名 分fill~{J'{i・ 一I 几： ,{; 比
K F1・ T,/r,., Cr ·r,-~ Mn布 Fe、'Zr

ー・
I . JJlllil.lll り~I 訂 :tf> I. ll!H・ti. N'>b （）．り13:1:0.51し） 0.91し）士0.お5 0.033士0.020 0. 787土0.ぷ妬
1./Jll J!I_ lll~2 r,r. H) u~r; → ll.5~、i 0.-152士o.:ぶM 0. 37•1• 0. 36!) 0.0'20土0.012 2. S.12士3.()j.l 
1.JJU Ill Ill !i'} 3 tr. :,!) tJ. l'i:.-'t) -t [I, 535 0.3(、12:10.213 0.318+0.2,I I 0.01$上0.009 3.11 Ii:!. t:li 
LIJUllll!l第-1訂 3-1 . 0. 1-itl!cl ll. [,9() 0.311・10.26:i 0 .. 32·1 - 0.~ ・15 o. 011 +o. 009 6. 272--t-13. ti() 
的場遺物 CT ,I;, U収i.o. (/93 0. -1[,1 j 0. 15-t 0. 31-1+0.017 0.010+0.oo;- 1.318±1.3: 灯

渭物訂名
分析 心 :;- 比
捐数 Rb/Z1 S1_、Zi Y/Z1 Ba "Zr 

I 

1・.IJU lltlll !Al I r,i・ ~;, 0. 273 I 0. l釘 0. GJI. 0. l!ii 11,()33土0.02ら 63. 邸 +25.035
UJ1111i:111i 2~ l!l 0. 717 lQ.lj:iJ 3. 137 ~3. Gl3 fl. OI~ +(UXil 161.lil>S+211. l 
l:IJffll_:-nl泊：I rt f,~1 0. 9h1 I).,t:IY O. li-l士I.I.ln2 o. c~r, +Cl. llti2 57.(恥:!-r.2:?.71',
卜り1111': Ill~·i .1 r,( 

＂ 
I. 渇 1-:i.9:M 1. 17 I 士:!.~~ り．ユ5.'i+0.59] I:! I. S(Xl土156.3

的場渭 1勺r,f 、l:i :?. ~177 l:•,1. 99:i .ヽ079士2.,氾 0. 118+0. I 17 304. 053士公?~.9 

1・ 均偵tr,i it, (l,J m fill 

で.'!'・lib年1釘If:I: の~f:.46~· 、 ク..J ,: 6愧.,Jヽf6閥. ,l~ 製品I:?佑. I-:H39問、 "1'4t7年以前の閾査で

111:l: した上!!1 1()~の合計1~,Of.IIの:!it凡xら分折の元埃分析の帖浪を分f;j{ して l:加tttr.1袷 1群、ヒ加1セ川第

2群 .l:hfll:llllt;3 詐、 、l:IJIJIH:ll)~-,-I群の1糾の直物粁を作った （弟121<)。..:Q)ように』1恒(!>ilt物詳1.:

分類される(/)は封;,11,Ji•';;+,Hi':色'i11/))幻1・任地か分ff!詳ごとに-1ヶ所{('.任するのではなく 、肉眼観察とES

R分析¥課カ・う」廊測Lて、含{jされる紅物の怜I,.,か多く｀分布が小均 ーなために 1ぶことの瓦次組成の変

動が）く＼くなったと帷測される，_， 各泊tがでIllI: する~·,! /,片府楳社色 ti 製 fluの蛍光X線分折俯と J:~ll世

111追1,..の1f彫の迫物計に比較し多変．祉統計(/)マハラノヒスしう距績からT2釆検定ヤることによ tiUallf: 

111 ~n跡の王に・致するか否か,.-,1定できる，

的場遺跡出土の結晶片岩様緑色岩製小玉の蛍光X線分析結果と判定

; rt~ がからII¥Lした lぶt:J/,、曲の北を超,i'i皮洗浄路で水洗するたけの完全な非破J食分析で・泣光X森分折

を1[-)た， t.','rli',片 -rn~粒色怜製怜J.:で観訓さ れた元i~は、マグネンウム'Mg).T: 成分と推t'~されるア

ルミームム1:¥1'1、I圭ふIS1lおよぴ比較的含｛，乱の多し・元索はカリウム/Kl、チタニウム1Til、クロムぐ

r)、汎IFじ、パリウ1、lRいで、他にカルンウム<Ca、、ルビジウム(Rb)、ストロンチウム(Sr、イ I卜

リウム ,y, 、 ジルコニウム立I )• ニオピウムiNb!、マンガン(Mn¥の15元索で、 '.!ii光X線スベクトルを

芍3区1,.:,ドした。この,.:のl(,l(I ,l(地を19]らかにするために．ヽ¥ISt、K 'S1、Ca/K、Ti/K,K/Fe、

Rb/Fe、fe/7.r、Rb/Zr. Sr/lr、Y/Zr、Mn Fe 、 Tt/Fe 、 Nb/Zr 、 Ka/Si 、 ~lg/Si 、 Cr

/Pe、Btt 7.rなどの各）しkltィ，11を求め、れl:li<に示した。主た、玉の比爪は＇と打の神類を l司定すると

.、,.:m:裳な1距：1になり、 ,i'J物(/)汚染f:"tけるために！！咋'I水をfl]いたアルキメアス法で測定した結果、小
1-. の爪はは0.2()!)i!)グラムでかさ比¥f(は2.828になり、 J-.JJUlltllJ群のjり物IJ;¥石に多く見られるn また、こ
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第13表 的場遺粒出土結晶片岩様緑色管玉の元素比祖成

Ji; 索 lt 

沿り Al・s, K/ふ Ca/K T,, K K/Fl' Rb/Fe ft',, Zr Ru Zr S1 / Zr Y/Zr 分析|

戸KO (Uli:i ~I. 335 0. ぬ 0.:!78 l. &',I) O.::i釘 3. 798 :t.::!57 ii.6~i 0. 13::! 

JG I I 0邸 3.3!.!2 0. 774 0.237 り.Ill fl.~ 迅 :t 7!-IS IU郎 J.345 o. ~s, 

分¾Ir 元 '.t 比 TiUし かさJtifr

_u..,r_ fl 、J itn/氏 Ti/Fe'.¥b/Zr Ka/Sr MR/S1 Cr r-~Ba / Zr グクム

76380 0.011 0. 祁~J O.Olfi O.lXXJ O.t沿3 0.288 599.595 0. 211:>79 2.&28 

＇ 
I 

Jじー1 ll. 0~-1 o. 02,1 0.079 0.000 0.000 0.001 7.00:? 

JG-I: 11~ 試ti-,¥ndn. A .. Kt1rasaw:1. 11.. Ohm11ri. T. ,Ii._ Takeda. E. 1!!7,i cllmpilat1on o「darn, .. n 1he GJS 
~... ヽ11.・hem1c:alrC'll'rence~ampl四 JG- 1i.:rn: 叫 iJI ill'and Jfl l n.lヽ:t1. r;l'n、-.りf'/lllヽ・.-1/Jour11al. Vol. 8 
17ii 19~ 11r,;.11 

76380 

』9」し」~JlA'
!.a~• Wi Al51 X Ca Tr Cr Cr~n卜t~iC■ln Rb Sr , Zr bヽ
8ヽ: < Ca 11 ft NiCuZo Rb $rヽ

nヽSb 83LaC# 
Snヽb

La : Ba &ah Pb Pb Pb Pb Pb 
: Ka. X /l • L tr. 11•'J-l. ・で与えられる元桑名

第 3図 的場遺跡出土結晶片岩様緑色岩製小玉 (76380)の蛍光X線スペクトル

の小J.. の元索分析の結凩につt. て、ヒIJnIll HI節 I, 2. 3. 4詳と比較した結朱は、 1ti拍保界のo.1°o 

を越えて.l·.iJtl~rlll 第 2 詳に致したか、小 ·I{の分析湯1計を変えなから 15~1] クt!lr した中で、は頓限界の

0.1%を越えて 1湘1111・m~2 詳,.: I [nJのみ ・炊した＾このhに低し、遁中で I[i,Jしか付栢限界を越えな

かったJl~lll は. 1./Jll世田遺跡の追物許の中：•、小 I:.と同じ逍成の原石は1000柄に If;,t! 程1をしか見られな

いことにfl!•lj する ， 上!JllI仕Ill遺跡で1000個の小l況か作ら）し1也の選跨に供松されたとさその中の 1個が、

今1111分析Lた小 1.:1こm・11tると理鮒できる 1財II本u;:<伝播する~狛であれば1()()(I個以上は作られた

UF能性は・I・分にどえられので、今!iii分折した,jヽ+の k材は1H九州地政で使fl]されてI,I I., 糾',b片者様緑色

けとl"Iじ！釘稿地と柑測した また、この小"-と fnjし組成の玉煩の使用範lり1を今後IJJらかにする目的

で、的場渭物CJ.を作り．各地の遺踪からrHt:・J-J., 祉¥bl¥r'i様緑色玉類の組成と比9ができるようにした。
菌光x~分折で含{j元素がほ（テ一致する..:とがIf)らかになったが、さらに.-r. に含(jされている鉱物に
関する｛，サ｝を分折・ヤるESR分祈結果も一致す）しばさらに正確な[111定粘呆がNられる。
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ESR法による産地分析

ESR分析はJ•• fi1{1HIこ含nされて¥Iるイオンとか、
なとの前磁性種を分析し、

分析かできる場合がある
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ESR分析した小EのESRスベクトルを第5l'i.lに示す

L
 "
'
 

I , .. &~ 
u1_,1 

的場遺踪出土結凸片岩様舷色製小玉の

1;; 号 {m)のESRスペクトル
小t重費：o. :i{~r,!l~ 1r・: :!. ぷゞI

Fりがn然界からの放射線を受けてでさた色中心

その信りか:.,E. 材庁地IIりを[,<_別する折仔を見つけて、汀地分仰消I/tiしたc

じs~のi.k!返ct、元仝な」l破吹分析で、 11'(jf:がII C?m!:J. トのii玉なら分析は可能で、小さい物は胡麻位）口で

ESRI. I }J・ を111ナ常磁性

f,fか一柚類ではなく 4往Ml以J:あノしため、 ESR{,:りは恨雑なスペク l・ルにな・ってし、る。 J.IJll,ll:田in跡で
は各 kとか LふれIJ(::.、lill煩以上の常磁性柚の混合lしかi.:ごとにイ：均 ・に含介されているc したがヽ ・'て，

ESRf、ぅりはこれ '''ii~•磁性種の合成した形で観渭されるためにESR{,;~j-<I) スベクトルの形11.li旬（こ貌な

る。ここで大切はことは、

うことなしヽ カ・、

閃

闊ll世田遺M:rJ)[のはサと分折した行モ(J)i,¥,J をぷ ね合わせて•致すれば， i

す致しなくても1,,Jじ常磁性種が行王に含イiされているか合かが 1「（要である FSR信号を

Illす咄磁性怜の偵数の［口）定を脱児I⑬,',ha世HI市I・/JII111. n1遺跡Ill・I:の粒色片む様 El,(r:)分析粘果をIllいて

試み芍,1図に示した。あ4図ー(I)(/) I¥ IクグラウンドjJサと名付けた仏号a:よ・EによってにIniJ-If~ が

異なることから複数の以イオンの信らで憎成されている11[能性が推測さJ;るが射，i広いMりであるc 弟・1

(2)は糾り）1j:\ヽパックグフウンドfg~} と I·.加~tm遺跡HI f k類に1引笠的なY.X、W、Z、mの一祖

にな）たピーク 1,1 リを出す常磁性種とで情成される ~ fJ号皿にはS102 に関係したf,, ~-か含まれている

可能付．が~ftillll される。 ヽ\,' .旧、

もあるが必ずff{tする

rn 
• \\'、 W ·Xのピーク llll に見られる小さな常は性釉は r~によグ（はJJ:

常に）、さな1、i号1こなり、 W、Y、mのヒークと if(な、た邪分は相互に変形する

第4l:;£1-(3)は＇らの広いパソクグラウント f,iりに、

29 

また、 消lになった lか・

クft号は、例えばYが測定されれば、残りのヒークも他のi叩｝と合収されて＇笈形 Lて直認カ・fH;:[な場合

マンカンイオンによると思



われるp、Q、R、S、T、UのruJしL号雄）Lの6本が ・組のfi:iサが合成されてできたESR人ペクトルで

ある.,:¥In、(.ヤン沿府が低い状態で、 (2) のf~ザと合成されるとp,とかt'、u(¥¥,'と祈、なり＇変形 1のピーク

の入罰認されR.S 、 T 、 uが変形 L たために確認できなし・と推測される場合カ・多、• 第」図―,:,n :1~:i 

の11~し、パックグ'.Iウンド信サ9こ．少l,i.(/) (2lが爪な）てし、る状態が爵認でき、まl・、i,!りを出す常磁ti.

袖は I•掟 /1¥水ていないか、 0、¥'(7)ピークイfPJ・は2: Iの比でIOOOガウ;:.<GI llll屈てけになって構成さ

れている，）以 1:11-iflt-I種糾の常磁性種のイ［化が確認でさなまた、w-m、III・W、W ・Xのピーク1111

に見られる1,PJ・がM柚類の常磁性｛貞で枯成されてしりしか,j~[Jjて、まだ t.JJIJlll:lllJmがIll l・.1 .. ntのESR1,;,; 

を完和1翡jでさな~'邪分が残ってし、る 。 分ん学的に必明ができなくても、 Y、 x 、 W、 Z、 1li のヒ ー

クを出す常磁性H!が t・りalttlil迅跡出 1:l逍IT(.:JI. 通しC{(在することを利用すれぼI丑Ji{j材(IH.,,地分行に

応/JJでさる。 分析した小EのESRスペクトルの~3図にも J:J川世田迫跨Illi:・t.: 町にr~m的なY 、 x 、 W 、

z、mの糾になったヒークu号かえられ二とから小J.:(l)£材と 1:.11ntttrn直跡II¥i・1-'.itの・l-i:材は一致す
ると判定した。，-t:t.:. ~~5 lil 一 «2'の1汀り•ヤ城掃,;Ir/)中でl()()mT,ミI)"T "J.、~/ -)、 llX)mTの）gさなイiiり

は｀この種の 1.:Hi:Jし通にみられる吸収1tlりで、 l・.lmlll:fll逍跡出 1-玉ばに共通にもみられる，唯地分析

では Elilの1i(光X粧分析粘果とESRf.1サ札呆かIdじ石材肝に同定されたときtt合的にl'l)'.心し、王類がそ

こり）訂(/)11;(f1とMしもQ)が使用されていると椛定する。

結論

，，;-[11]分りrを行った帖品片柑様粒色小卜は I:/JII IU. fll遺fが出1:.I類と蛍：尤X税分祈桔県はAI/S1、3a/Zr

ltがJr窃に）くさし，など定性的に 致し、心記lり「は0.lo"o (l)伯栢隕界ギリギリで IIJll 111. fl! 心物詳1こ同定

された 主、な、.:.(/)小 £とI司し府塊で1乍ふれた兄,:nの 1.:が他の直跡で使Illされていたときに、発見でき

るように、 (Jり場iむt介の,Jヽ下を蛍光X線分析でlfil11l分析し、分析洪差範IIりを求めて(IりJ↓~.in物群を作り、原

{Jeれ：び仕した ESR分析ては上/JI世LII il'i物1:)(.:(/)み龍品されているY、X、W、l、Illのピークが見ら

れ、泣光Xt位沖iとESR分析9匈）i法です女することから．九州南沼で多用されている料i晶lj岩様禄色む

か使わされているとfl)'.屯した。J・.bu世Ill群が4似の遺物群に分類されるのは、群ごとに原石屯地が5'i'.な

る可能竹、そt・は l~'tする鉱物り）禎飢が~~なり：E、：E村こ．との冗ぷ-411との変枕が）くさくなったと推損9さ

れる。冴，りがれの中では、今阿分析：-た手ii品,・,・・rn猿杖色岩製小宝の原材産地として行に；ti Jされている
産地としてはヒスイ .w似府の掠庁地である 1~a..,県J,瀬戸町-~浦唖l!;t 行と，洪鮒されてし 1んことがJ~.·1;rに多

い、 fi{!かに、 rt:J11叫寮では［．位IJが［暉で、比,r,・も一致してし、る この令1d,/,J\·';;~,麻紐濁と呼んでし、る原

村と）''仰渭f(1)11;({ j (/)沢なる点は、パリュウム;t:':/1;の含,(j~が結品片'iitJ紐色·;;<I)" が11了迎いに多し•.:.

とで、 1;.,名は·t拉~,.:区別できる。

今:1:・cr,,1定されたt¥M,片’ぢ様枯色(;般 E碩：よ縄文時代後期～晩期にu:中していて、今国、分祈した的
場直杵の小).の様式は縄文時代後期-晩期に吊似Lているが、弥．牛防代,iii,月の可能什が出 l:土器から推

第14表 的場遺対出土結品片岩様緑色小玉の上加世田群、的場群の推定確宅

',t析 J-. /Ju世 m逍物肝 的場 ESRf, り 栓．合 M,,g 

佑り・ り~I訂i 第A洋 1.t,:1群 冴1肝 逍物群

I o.1x-r¥', I o. m";, I-7~J I o.on, o. ts•~.;, :ti .... , 1-. IJfl世:Ill仔 1・.IJ!lllt田沼物n
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第6図 結晶片岩様緑色岩製玉類の使用遺跡分布図
1纏pの1'1;;f・;tr>fb:t-',品虹合1が、し

憑されているここから、縄文B.'t-ft晩期から（幻fr-~t..: ·uJ 能性も fJ:ill~ される。 K』11',/,lヤ岩様傘M色君~1:11t、よ9

片.lJU.J: 途中のよ製晶が出 11る沿蹄は U1n世1±1遺跡とiff1M町窃田≫!跡で、ワクドill約では治IJl'rーが確

訟されている また、製品のみ使用では、縄文時代後期、晩!VI よたは後期 —り免期に関係する辿i'+で、 ·i;;·

鯰県,.;:・・WI;n跡の丸：f; 、岐9 阻の内し遺~t.L加fH;!fl逍粉より1ii線距廷で約1-,(X)キロメートル伝播）の）L'R 

に、島根恥に見町のコレ迅踪の荘玉、勾[、岡山県古野口迫踪竹・下に、）,Px1{-f阪 ~tr町fり出遺跡出 I:小E

にそれぞれ使用されたことか:,、結品片,;ii象社色府＆糸魚Ill地｝え庄硬屯製f._,U1,こ匹敵すん伝播月i隈をぷ

す可能性があり、古代人にと）て」~-i;4·,: •R要な玉>!ill,( けであったことが推iJIIJ される rn~6r吋）(,t.: 渭蹄II¥

土小1況が九州［如部I名のFがに播したr,f能性が推測され、本逍％が九州l柘i祁のiiり殺 ・文化ん人了してし、た

と推測できる。
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第2節 上ノ段辿跡/IIt双．の符Eの産地分析

昼H -f'iリ｝（）打祁）く学原十炉1渇知i)

はじめに

今M~rf'"rを行った1社 !flは行玉で、 ·E類の原HTTとして：よ沿五、炊l~(f!Jr~~{i) 、蛇紋岩 ． 結品片岩、,.り

1ぶメノ・りなどが推測されるn ・P, が的には肉眼観察で＇ら＇石の怜類を決定し、それが真 ・J:(1)よう思われて

いる(/)が・x態である。これら了材：こついては府(jの令名定花に応べ'('.;・行名をiJ~定するが、卦破壊で命

名定花を求めるにぱ限度があり、 r.r (i')H~ をftt月して硬度、光沢他、比lit:.粘品付. i, 成分禎J成を求め

るなどくらいであり、北破填で命名の I:定花の脊如',/,構造、 1出折'{~などを正確には求められなし、 よた/~•­

{i名が決定されたのみでは ~,lj(枢f)·(UI としては不完全で、どこの牧地IJ;{ '{jが使Ill されているかの疫地

分析かfrわれて初めて、ど占学にiが'i・でさるff料となるのてある。；mかからII'.I: する大珠、勾玉、t,王
Q)1f地分析というのば、玉町の製品が何処の E造直井で加工されたということを潤-ftするのではなくて、

何ケffrカ•あるヒスイけi@l:、り、. E l や軒Eの1如海地うち、どこの原殺地のIf.山を使Illしているかをlflら

かにするうが I~ 類の原窟地推定である。・E町の原石産地を切らか：こ・rることはど古学上頂要な．を味を

も→てlヽる，糸魚HI市でヒスイが兌見されるまでは。中m.:只m、ピルマ説であったが、発見後は、し'I
叫:ttr勺説で、む(j学的方法 1およびl'ti.Kな1和切が物を非破壊で,ij:地分析を行った猿光X紺分折で行う元

ぷ比iぬ.31 が恨とされて＼ヽん 。 また、府I淋1\~怜：［の 1lj'.:地分析で系統(~Wh、·'たi.Jt re としては蛍光X線分•

析法と屯・r-;;:、ピン共心法を併IIJすることで妬地分析をより正帷に行った例いが報？；されている、， ｛，鍬な
との {i岱と I~知の製品はそれぞれ使Ill~l(r'Jが沢なるため、それそれ(/)哨地分折でnられた結果の．な味も
~·~ なる。{I) {i品の原fl~地4位定で191らかになる遺％から行材原托地までの移勁距幡、；和動範囲は、｛了

脳が生i/r必.・,t品であるので、 4.i/,J: 必要な生活[!Iとどえられる.,121 -T~ld~lは古代）、が'tきるために必ず

しもいるものではなく、勾：E、：~'i'玉；ょ伍力の象徴、お楳り、坤守り、占";.,・の氾..し．アク七サリーとして

fi'i神的な面に頂要な作用を与えるとりえられる．． 従って、 1:ntの炉地分析で、 IJJらかになるヒスイ製T:.
和のJi,t{ iの分布範囲は、権）Jの＆徴としてのf,碩であれば、柁力[4を現わしているかもしれないし、お

岱り、御守り、占し、の追具であれば、 /111 しような·.~,悧を持つ文化lilではないかと名えられるリこのよう

に：i通:{q),名地分析では、 {j~,iのJ以材沖地分析で得られないwれな衣料を Jj·n 学の分野に提供することが

でさる

今1111分析を打った沿物は、兵1屯県氷 It屈i・↓町1-.竹mに位罰する ・1: ノほ追~tll1: の,t内併行期の行1~10

fんで、分析Lた選物の出上地lふ ~41._,_、採取年HR など布15表に~; し:..:。これら・11'1:の分析結呆が佑う

れたので報告するっ
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非破壊での産地分析の方法と手段

l1la地推定の筍—◄,じは、 9以庁地間をI.{けljtる人間で口えば指紋のような、その原屯地だけにしかない

という指悦を見つけなければならないしそのr,<l]ljするための指杖乙ある鉱物組成の屯合わせ、比ふの注

い、 }J;({jに含(jされている1叫；組成の述いなどにより.Iりし荏地Ji,JI: を区別できなければ咤地分析はでさ

なし'c成J}Jするかどうかは、とにかくh-.,てみなければわからなし、 原屯地同 I:が指杖でもってf,(りI)..._

さたならば、次に ;rff~からII¥I: する遺物の指牧と原発地の指杖わ比粒L・c. ・炊しないh孔陵地を ii~R し

て一·牧する原庁地の/~~{Iが使tllされていると'IIJ"とする

ヒ.7.、イ. J,~k製勾 1.:、人J未、王な K は、［計字、前炭必化財級のものが多くて、 J~破壊て序地分析が行

なえる方法でなければ発共しない。よって'{j侶の脱材氾：地分析で成功している-1,41級墳で分折を行なう

弘光：X線法を川いて屯類に含{[されてし・る尤i.を分析する。

迅蹄か：ー,,H I L /.: J..:f卜勾 iぶ 1~·r.なとを水:'.¥;し、して、，ぶ・.,,J. ルダーに固くだけの、完全なJI破埃で

荏地分析をtrった、 J..l:l'Iは・mたX祝分析杖でんよの柚類と含-<1・品を求め．．拭廿の形べ .A:.きさ(/)述し、の影
嘴を打ちii'!・｝ために分折された元J.fllJ.lで含イ,r1しの比を、この元ふ比のWtを凩鋲地'd外IJする指紋と し

た，{'}[製上,:11.,ESR法を {I~fJIするが拭nを令く破埃するごとなく、 w~に含介・されてし、る；；¥" rif:1'1:{州を

分析し、その信サから{':]:死地Ill] を [/._~JIJする指t~を見つけて、舷地分析に利Illした 5lc

碧玉原石の蛍光X線分析

がH~の蛍光X船スベクトルの償として氏根t•,1, 、化（山山 ff;_IJ;(fj を第 7 [Aに示すu 猿八r 、 •印が名の1以 (1

から検IH される蛍兄X環ピークも ~~luJはあるものの第 7 図で示されるピークは観渭される"·1:岐、開部

の仕地Q)的・fは鉄の含イi晶が他の斤地のものに比ぺて）逹きいのが打粕である i>'(地分析にmいる元索!t
韻成は、 ,¥I S1、K/Si、Ca.I¥、T1/K、K/Fe、Rh/Fe.Ft Zr、Rb/Zr、Sr Zr、Y/Zrて

ある Mn/Fe、T1/Fe、:-b加の几..-,ltは非常に小さ く、小さし、liitflの場合溝謳翻が）、・さ くなる

のでぶfr的なれ1定の指襟とはせ r、fll定のとさに.Ba、しa.c~ のピークft'ljさとともに、定tt的にIJ;tH
産地を判定する指杷として用し・てしる。

”玉の原産地と原石の分析結果

分析した北五Q)l1j({ jの原~j~を笞8図に、1；す。＇栢渡禎八 IJ;し9屯地は、 1 祈潟県佐澁郡廿lff町禎八地I-~

で、光出する原 (i は地元で~'1王と呼ばれている紅色糸のわで、 fHてなもり）はtrltt 面がガラス光1/~を示
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第 7図 花仙山湮碧玉原石の蛍光X線スベクトル
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第8図 原石産地不明碧玉製岱および玉材の使用回と産地同定できた碧玉製管玉類使用遺跡

L、質の良くないものは光沢の少ないグリーノタフ的なものである 産出gはe.i1・であったらしく採(1

踪が何ケ所か見られるが、今lt_1I分析した原石は松八の各地点から表採したもの、および地冗でt't供され

た1点しなどであり、また提化されたものの中には ~ヽliftかる得つれたものがあり．それはグリーンタフ培

の問に約7cm幅の良i'{rl){;J澤が扶まれた原(iであった。分析した原石の比配と個数は、 Jt1f1が2.6ヽ

~-5の間のものは:H f,'11 、 2. s-- 2..1の間は 5 個の合~r祁何で、この中にば、茶色の8エも 2 個含よれてい

る。原石の比屯が2.6・2.3の応Iりでjらっても.{り屯の色が茶色、緑色、また、妬系色と社系色の船があ

るなど．多少色の追いがあっても分折した組成J:には大きな差はみられなかった，出出の花仙Illは近111

まで採掘が行われた 1点痘地で、所在地は（~閲恨閉）、束郡 I~湯町恥t温泉地妓である 汗出する1以行は、

濃緑色から様色の徴密で刹雌rfri力洸：沢をもつJ'.!.H(J)碧下から淡緑色から1炎内色などいろいろで、他I-{i史

度が低そうなグリーンクプの~iな IJ;(fi も見られる し 良質な原行の比屯は2.5以上あり、 nが忠くなる；ー

したがって1tiftは連紐的に2.2よで11tくなるc $HIT・Lた原石は、 ltifIが2.619-2.600の間のものはIOflA,ヽ

2. 599-2. 500は 18個、 ~.499-2.,100は71l.lJ.2. 3!1.J -2. 300は11個、 2.299-2. 200は11個、 2.l叩-2.10-1は

3個の合；；f6()似であら 比if(からどえんと；，rばからグリーンタ 7までの領岐のものが分析されているの

がわかるっ化仙lll如'{ii Iよ色の述い、 Jt爪の途いによる分折韻成の差はみられなかった0 i.: 谷9ふ咲地

は．含．兵lぷ県.01/f.J,ti辻、八代谷、 II窃町l谷地抜で庄出する碧玉(/)色、石代などは肉眼では{!:.ftlJIIJ,tの

原石と全く似別がつかない：よた.11;(行の中にはti系色9こ茶系色が乱じるものもみられ、.:.れは佐渡狛

八産原6のfo11iのものに非常によく似ている 比,r,も2.6以上あり、質は:/E仙山死、 w波依八r原(jょI)
函密で優れた~ ,..: (/)ものもみられら .:の代な良RのW£の採取は、産出量も少ないことからl'<町IHIを

かけてU意てく行・う必要がある，分析したEt汁r:111.iiば、比 T{が2.&11 -2.600はね糾、 i. 599 — 2 .お9は

4酒の合.it27個で.'f.:谷11'1以石は色のiitいによる分析組成の差はみつれなかった。また、王谷1,({iと・

致する絹成の原(iは1」店』）八代谷.{j JI . アンラクなどで採取できる。二俣原在地は、 ④’石川県合i,~,h
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伐I』［地成で、 fJl{iLt .i刃IIC>河関（で採取できる。 ．．俣"'の源流は1廷：Fillであることから 、 露頭はl~F

111:.:{r:{1. するr1ffjg竹がある ここの;nf原で見られる約・I噂．石は、 K部分がグリーンタ 7中に肘状．レン

ズ~,~,.:~,. 常に磁¥'f;な部分として見られる，分析した1個の1,;,:Gの中で、 3個はlulー塊から3分割したも
ので、 I ficllは別の塊からのもので、 rl•f 行の 3 糾の比1[(は::! . I::! で後者は'.!.凶である また元索組成は他の

牝地の祖l成と｝しなっており区別できる。 しかし、こ"),! 偵が ・.fil訊唯地から疫出する碧屯原石の井徴を

（逮 しているかどうか検tiFするために、 g らに分析故を増やす·必要がある。珊入村の序地は • I.~ 麻山県

婦nrm細人け割ill定月r;;地I-<にあり、そのグ'}ーンクフの,;脈に団塊として叔布な濃粒忍江買の邸分

が見られる＾それは1俎：）dllでは、他の応地の約Lと区別でさず．また、出上する碧上製の上碩とも非常に

似た{jれてある しかし、 Jtmが分析した 8~1認.:!5·-2.12と非常に軽く、この比巫のfd!で他の原迂地

と (,<'~11-:、さん↓合が多い., L岐l化屯地：J:、;/)_r'.変Ul県 li, 知柘也妓であり、そこでは叶池、黄色、緑色など

応釦：り合った1屈(jが即IIしている。このう t,数密な光ii~のよいi~粒で比iliが2.62-2.60の原6を代£

とLて11閥分折をifった＾ここの原行は鉄の含u:.トが北吊1.:k きく．カリウム含打涵が小さ I.• と'・;う特

位をf.j:ち．この几ぷ比の”ば他のIJai~地とIJ.)jljてさる＾澳部性地は、 （う）北海道枚)]IJ郡西卯部村にあり、

そのJ,~ ,f . .J1;((I (j j¥ tl)含イi屈が非常に,¥"りく、他の原佳地と[,{g1J-ヤん指~:こなって'・.る。 また、 !t直が2.fi 

以ドのも(I)はな<;n物の牲地をti朽定する指杷として正哭である，ィ;μの性地は、 (~)兵即即l<'-昭Ill南町

地Iiにあり、そ1)安I1,; に朕＇ぶと I.て採取されるが即l\凪は.J~霜に少ない。 また元姦組1戊から1也の忙地

の杓1-.と1伐IJでさる 逗^：北海姐・,;,良Jf,Iiの空即IIはけ点から採収される約 [Iむ塁い様色でJt!{i: が!.6以上

が4 鮒、 ~.62.5か 5 臥 2.5:2.-tが 5 f~ りである＾そのtりEの詫頭はイ渭lで河原の在から杯取・rるため、短
貼間で良行のもの・t,•宝を多は収史't;:, .: とは困雌である。 また元素組成から他の伍地{J)を．と区別でき

るuri,J.lti絋辺 I:疏郡 l:e¥.•f-1>茂辺地111の川原で採取されるr11:は不均ーな色の物が多く、行玉に使用で

る色の均・な部分を・)くさく取りmせる1点{iは少ない:これら原石を駆芹地ごとに統計処理を行い．元

:.{~ 比rJ)・ド均fl!とIMり（ヽ加れをもとめてlj垢I・りを作り ITTlG表にポす 各け!+H・tlにl点産地名を付けて、その

［沢地の原{j肝、例えばl!::.fll:UI訂と吋ぷ ｛輝1111計は比,frによって2個の群に分じて表：こ示したが比直は

~·~ な・っても m成に）、さなぶはみ：， れなし、 ，したがべ、就計処珪は—絡にして行い、花仙1 ' 1詐として

取り扱った， JI/.暉とは沢なるが、例えば、 0屈rfi女代屯遺跡で1淋的に使用されている原石庁地不明

のJ1かt製の・I:の!J;{Hf1で、 イ:.nりfrl't¥途中の迅物が多数出 I:している＾当初、1以石姪地を探索するとg
うt-1的C.これら 1ふ！渇逍物で（乍ヽ，，た女代樹B(女（し H)肝であるが femの材れで作られた可能仕

があI.,.J.: JJiは最近の分析粘呆でU本全上に分布していんことが旧らかになってきた。 •キ木汲田遺跡の管

[.: 1.: I箭地オ4兌見rJ)h;({iを{kIりし,.r,-ni o)材科で作られた行玉で作った＊定Ct『 ~i~(C)l詳をそれぞれ原

．ィi群と同じように使mする ま t· 、鼓•;県叩le.rliの長塚占J月出 Lの管士で1' った ~lj!(I)、(2)の遺物

群、多,~,ニ・ウクウン選跡、！釦田占Jtt群、上ノ段.il'l跨、梅田,.u.,・,n群．新方遺跡などから出上した玉頷
および uぼ）iでそオぞれ迅拘郡を fい）他の山跡瑣りしから出Lする速に組如か•致するか定晉的に

t1J定でさんようにし、遺物群を~il7/<.に小した この他、．ら取県の福部吋多鯰池、．ら取市防己児岬など

rJ> t'I 然;~~・（から<l> lti1 . .(j ,:,、1ff彩｝析しf・，比if(は2.6以 1あり ,t;t比絹1成は、典郡、£谷、 1直女行に似る

か、他の原,1i"t地のJJ訂iとは利成てr"}JIJされる iた、緑系のIJ;1.Tiではない ltlii!r、兵紅県香住町の海岸

から採取された筏指）, 1 I討の約 1-:Uの上材はu投1J遠lP.iがみられる緻密な石71で少し廿っぼい粒の-{i材

でr.(J) IJ;if~1'lになると．思われる。この u~(I):政光x約分析の条記果では、腺祁産召玉に似ていんが、 ESR

lが｝•およぴ比l「t (2. 35)が沢なっているため、 !1'J,1F,.rli't碧 Eと区別ができる<•
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第16表 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差f

駆 .fl ,,, 折 ．ヽI/S1 K/ :>1 Ca ,,,K Tv K K Fl・ 
~ 名 瀾改 X,1ヽ 1,T x.i .. • 士n Xa •ヽ土 n X:iv土” ~av こ 9

ー・・・

嗅 釈 ~I 0.1111 :t:O. ()(13 0.GIゞ）士0.3:?0 o. 123・o. 137 0, tllil HI. 018 0.0ヽ；? n ,x員；
空'61AI HI 0. l~lH :;(》.(Hi I. 1).l J・0. ~99 2. 31~±0. 556 t).4&1工0.(たも C.fu:!+0.01:! 
空知.¥2 3 0. 019 t 0. OCl9 り.67:i (I. 377 o., 辺3土(l_20.1 0. 17:! tO. 0:11 0. ().j() 0. ()(17 

で知 B •J 0.(収>::0. (JUI J. ~r.t:、 -o.:.ttii 0. l応6:!:11.Oll-t 0.lぶ9t0.ll03 0.2 3ゞ ➔ IJ, (13-1 
貨 ,.、 .1,; 0.1}1h-t:0. (l07 ,1. 691 -1 0. 5th 0. O-l9土0.0: 込 り.0邸土(1.(111 0 . .fiU.:t 0. ;.'()5 
t 虹 5l U. Clllti:t:O. ()(}I りべ~I ,0. 131 0.072 tO.O(氾 O. IA'i.i: 0. I爪3 0. O.!. I t IJ. C)();, 

E 谷 -')一、 O. ll:!5-:0. (K)9 り.ti:!5 f-(), :!!>7 0. lW:!:0.05:? 0. •176:t:O. IOI O.Ol5J.O.OJ l 
化仙IllI 

.,--、 0.01•1 o.m1 t). 9()9 0. 137 O. Iii土0.1恥 0. 牢土o.c~~ 0.0~~ 土0.01~
花（山Lll:! 3.l (J.0~ ・:0.003 I. 17::>・0.321 0.157土0.180 (). 岱 0.13り O.<Gi l-0,0J:, 
細 人 ~ 0. 019 +:O. ()(¥1 り.5:i-1 :I Cl. :.!!>I O.WI ... O. 臨 I). ~T..! ・U. I公5 0. UJl士 IJ.CX~

伐 ,I 0. 1).13• O. t)()J ~.6-1 l I 0. I沼 0, 3.17土0,079 0. lぷ 0.(~l 0. :11:! 土O.ll69
{ I ,_., •I o. urn+ o. m1 u. tie>l土0.196 0.()75士0.022 u. (邸...n. 03i- 0. l~I l・(l. Oi:! 
茂辺地Ill ,I n. cm・o. 002 1.MH 0. 216 0. OTi-+-O. D:!-1 0. 字・ 0.(15:.t 0.(沿~±0.lr.!l 

原 打 'irl/r l{h F1• Ft> lr Rb/Zr Su  7.1 y 7., 
群 名 閥は X.1v l " X.iv I " Xav土” Xav L n Xav :t" 

興 部 31 0. 《)7() I 0, 02] Ii I. (ll', i 12・1. !-l 16. 匈上13.・1-l 0. 6(,X士0.,1:1:, I.XIII t l. •lJl 
~tJJ. ヽ I 10 U. lC>X・：U.01:! •1. 65<'->i:.!. «J.14 0.-138士0.偲9 15.6i6t 1.311 0. o:-,1 Iー・O. (~I I 
空田IA2 .1 n.ct17 • :0.010 27.651土10.97 I. 13::! 士0.75!-I 5. !.lJO -t :i. J 7!) O.]-lリエ0.:!51
空知 B

., 
IJ. -1:>5 t 0. 010 ~-281 I n. ~78 l.03jJ.0. 104 o. 23'.i .I: 0. (l.q,1 0. 1'..!q:10. ()'.Q 

飯 Jし 36 （）．ぶI・0.J:..:J I. 以沿土1.070 lt.590土u.185 0.139士0.1:!i 0. lo5 .!.・O. 13''> 

」•• 鼓 ,jl I)、C)(lli 0.02:i ,13. 007 1~J. 公` 1.056土2.5-15 0. :!71土''・;i()X o. 159±0. 181) 
lz 谷 .～,., ヽ り.l:>l.;1;;U.U:!O ti. l!lO t l.U59 Ct. 9-40士0.205 Cl.192-t.O. JiCl 0.1:"~ill.07:, 
花仙Ill1 .-,., ・ o. 四:>J:0.0あ 10. 6:j;i士:i.616 :!. ふ15士o.6m U. liti土O.Hl:! u. ,1. ぷコ o.cx心
化仙111'.! 33 0. :!J9-+-0. O:?~ 12.1_;7;-12.~ ゞ 2. i23土〇,:;19 0. ti2士0.lf>l 0. l:l.!:1 O. Oil 
濯l 人 Ii 0.Cl'i:!: と0.0:!0 I:!. ヽヽ1土J.752 (I. 寧士0.:.>c)l I. i,79士0.650 0.0'.!6-J O I如
r,: I o .:i.~ 上(》,03g I. 19-t 0. i':J.I 0.-1~1 士0.1,6 Cl.6!l7土0.051 し.o:ゞ~•0.0):)

ti f; ・I 0. I iO :!: Cl. (17~ 7.212-:t:1.597 1.112+0.315 0. 619 i 0. l:",R (..'17・11.IJ!.I'.! 
茂辺地Ill ,1 0. 1~111±0. ()52 5.566土I.5-19 u. 決力土0.0.1-1 U. 3'Y)+O. llJ:! (. I、I・0.051 

双 石 分折 t-.ln/F, 贔 T1 Fe Nb Zr Jt lllr 
訂 名 凶炊 Xa ヽ•± ,1 X:1ヽ t" Xaヽ士 d X.11; • n 

隅 郎 31 o.m1 0.003 0. (1(11・o. 001 0.4お..:..0. fiS;i : 2.1,Zli 4-Cl 03?. 
窄知Al IC) ().078・0.152 IJ. 01り土U.005 0.003±U.007 :!.-1~)5 0.03~• 
空知:¥2 3 o.<ll)Cl o m1 IJ,1)()6士0.002 0.1 ll'¥土0.167 2. f).12 .. 0. 01~ 
守知 B ．， O.Ol!itU.00:! 11.02:?-t 0. 収u 0.123土0.010 2. 007 O ()()) 
ぶi 八 .11) (l 、 (~~1t 0. ()OJ 1). OIXiO. 010 o.o: 氾士O.OJ.t :!. S.I~ ・0. Ol~l 
t. 枝 51 l).~Jl 上 u.(/01 (l.ll()) l 0. O()J 0.072土o.1f切 2., 切i+ 0.(1(ゆ

L 谷 27 O, !M)li:!:O. CK)'.3 U.Olb土0.003 0.05-1土0.021 :!. 61!.1__. 0. OJ I 

花filllliI 27 11.f)()(l 0. ('IOI 0. ()()!I -t 0. 002 0.(l-t2±. 0. 03-1 :!. S70・C>. l~I I 
~U1llll1 :! 33 u.mJ:-tり.()()」 o. ()O!)-t 0. 004 0.035上0.025 1.: 邪 .1(), 07μ 
細 入 ~ o.,m士0.(X):l fl. 1)()8::t (I.()():! O.«.rl.I 土o.~11 ~- ltiり ~ o.u3り
保 -1 0. 1)1)7・ll. {K)2 n.1}13 1 o. 010 0.0-13土o.02.1 2.-1-10-:1: 0.(191 

il I-' ・1 o.m, ・o.(llll U. ¥)()!I土0.002 0. 勾土0.伐9 2. 5'-18 ... o. ,x≫-

茂辺地川 ,j O.O!(l・0.1心 11.011; ・0. 001 0.132±0. 069 . .!. s: 佑， o.o:i:1 
Xav : •f'Jiバn . ~: n•\'1fi..il!fll 

上ノ段遺跡出土の管玉と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出tした [::fi、_.;_,if Iと K面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非疎J~分行でfrって

いる。 渭物のf~(M径地の同定をするために、 il注光x祝士で求めたIJ;氾i群と{~E製;n物の分析結果を

数理税計のT:;法を用いて比較をする定虻的な判定法で行なう ~(;',)また、 E!:>I<1.t祈法により各がi地の1以

石のfJサと渭物のそれを比較して、似たfitサの原石の産地の原材であると推測ずる）1itもLi:-11}した0

蛍光X線法による産地分析

これら E類の蛍光X線分~j-1/) 人ペクトルを第!) -18図に示し．比屯および符.I-:の・詔光X綿分祈からI!;(

材nの元：｛窪lJ1li:lt を求めて糾謀を•第171とにボす勺恐玉と分頷した遺物は、檄密で、蛍光X線分析でRb .

S1, Y. Zrrf)各几ムが容易に似測でさんなどを条件に分煩した，J また、グリーンタフ投は比i「（が2.,1に
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第17表 各原石産地不明碧玉玉類、玉材の遺物群の元素比の平均信と標遵債甍値

,i'l 物 分析 Al Si K Si Ca/1' T, /K K/Fじ
r.r 名 鴻牧 Xa、'III X:iv i ,, Xav t ,, X,1v土9 X11v土，

!J.. 代rlfB (1,', 0.015土0.1)16 3. 11:i土0. •115 0. Ot2 + 0. fl2-I II, IOi土0,(l.16 0.:!t-: ・1土0.1凡刃
I: ,i: C 応 o.o:io土0.0お ~. ,1)6士0.tilh 0.013 I 0.013 0. 2()7士0.0.J..l O.~!I 土(}.13CJ 
H ぶ、1) 17 II. 036:tlJ. C)().I 3. 525士0.317 O 033-t-0.00.i 0. ・139士C'.051) o.~ り1士o.m,
l~ 塚(:!) 15 ll.U:!1'土0.1Xl, 2. 659 t 0. I:!:? 0.010土0.11(}1 0.1161 + o. 003 o. 71~11. 〇.I沿3
So.~CJO 1 3:? 0. 012土0.1..ll}I n. bflb I 0.0ぶ5 :l.5&>土0.07,1 O.b:5P士0.016 o. ((.',I i 0. i)0"2 
Xn.20Li・2 28 0. 037 !・O. ()().¥ O.~l:t·O.O:.!I 2.38-1±o. ()67 0. bll5±0. 0::?9 0.Ckil i:0.CJ03 
:-:u.~UO 3 公う II. Cl3f¥ I 0. ~1.3 0. P2fii 0.020 :.!.5ど7士O.ll•l I. ll85士0.059 0. 0:,1 I 0. ()()2 
Ku.200・・1 32 (―I Oli J O.O()i 0.855土0.0:!5 J, 771土0.07リ 1.228+0.03;, 0. ()f,i l 0. {l0.3 
.、:l,.~()O G 32 O.C¥10 i 0.0(沿 ・I. 185 l 0. 16:! U.031土0.000 0. 103 l 0. 003 0. H~l :.LO. 019 
lit Ill 1 ,10 0.021士0.003 J.:!01土0.(1.1 I 0. 0661-(1,017 0 11~.tO.~ 0.(>t、：i tP. 005 
惰 fll1 、1・1 o.m~ 土0.001 :!. ぷりi:ll. 2-16 《1.025I fl. 叩 o. ;~~.to. OSI> O. li:!:L0.035 
庫 Ill.1 ・10 0. 0~7:.tO. t~JiJ I. !.Ill HI. 必2 Cl. 020・!-C1. 007 0.51i-; 土(l.010 11.~l 土0.0!:!

ほ IIJ・l 3b ll. <~l :tlJ. OJ-'l 7.119·0.2~ O.OZ3士n.<)0.1 0.(~ 士0.002 0. f>-r.,.-.. .t l1. {l:?() 
I:/ f1 l -1:! C).(111・t 0. 002 0. 113・o. fl11i 0.1后I:tn. 0:!6 0. ぶる土0.010 fl.f~,3 • -11.005 
ttiHMt I 51 Cl. 03(1 l (1. 釦7 l.9il t0.Jl7 0.0:lも±U.Oil 0. ぶ只1士0.06? 0, l!r~ i II, ()JI 
新）i I 6, Cl CWi2日1.005 I. Htぷ'(I.I 15 I.MO士II.13'/ I). 芯土0.069 ti O'i"X t-rl. 012 
新）J 2 3() 0. 0:-,1; l 0. 00:1 ・I. 15:! ・Cl. 162 u. :!: や土II, lt!l tl.313士0.010 I) 2)2-l (I. 0)9 
新）， 3 39 0. (》1110.(籾 0.Yl~HI. 17ii '..!. 4 lti土l1.J71 IJ, 786 I 0. 26i ii.I凶）:! II. ()I l 

吐 物 分け Rh,..Fe- F, 鼻，ヽ Zr Rb,-Zr Sr/Zr Y/Zr 
llT 名 四ピl. X.1v士n Xav +-a Xav士 9 Xaヽ J" Xaヽ t:" 
久代宵B 6X IJ. :!1>7土lJ.063 :!. 371 I 0.010 0. 39:; ti. I(.:; 0. ~1-1 =O. 097 U. lil :::O. しrl7
'-t~ 定 C ;>,'i ll.1>.'i<に1::0.I 13 fl. 翠 I(110 o.: 硲 と0.Cl'.l;, 0.11!-lCl:::0.(四 ll.1170 tO、(12ti
R 灰w -17 I).; ク>l:1::0.C,.IO :?. 7、~,(i• 0.-173 0. 9.'il1 ... 0. I In 0. •17:! =O. 伐 0. :37~l l:fl. M3 
Rふ!i:!) ,15 I). 心.!士0.応 I o. ・112・r0.<n、0. 3-11 zO. (Y.!3 ti. ば必-り.OIO 0. JNj±0. 212 
No.:!IJIJ I 3~ 0. IH:! t 0. (Kl6 I. j;,J土0.1,19 0.073ユO.Olb I. ゆ5→0.371 0. ~.19 t O <Y.!.'1 
;-lo.~XJ 2 公 n.nn Io 011 I. 1~2:i.O. 075 O. !OlこU.015 6.til: 叩土0.322 O.l,fll0017 
Nu.2C-.l<~ 必1 0, 11:,'l r: 0. (I(~ I. 6()!-士0.(Y.l;J O.U&i士0.015 I. ~55 :! 0. 1~7 0 .. 11:1上0.0::ll
Nn.200•I ::12 (). 118 t(>.()~3 I. I ll) i 0. 12¥l 0.130士0.0.1() 9.(i26 土 l .(~I 0. 117士0.0:!;i
Nn. 2()(l fi :12 il. •i9l !:O. O.IO 0. b-lb土U.0.3'; 0. 447 l:-0 CYL:i 0.207士o.mo 0. 2~)(j I 0. (Y~(j 
1111: Ill 1 10 0.:!:..~l tO.( r2~l l:!.333 t 0.Nゞ2 2. 7[1)』0.,121 0.27:l上0.37-1 0. 7・11+0.13,1 
!¥Ill 2 11 0. 公l!J±o.rら1 3. ~17 I 0. 603 2.0:.!4と0.((,.1 n . • 116土0.(>.11:, 0.2ぷ3• I), 066 
~Lil 3 tu ¥). 1311士(Ull7 3.262 t 0. ⑱ 1.,101土O.Cl57 (1.3ぷ,;:tu.lr~ ）．ふNJ令0.().応
ぽ IllI ~ 0.,17Jt0. 畑 Ul0.1 "i 11. Olli 0. 173土0.018 o.~:!2土《).ぽ2 v. }(Jlj 111.013 
Lノ餃 l 12 O.'.! 公HO.<加 3.772士0.111' 0. ぷ氾土0.lll~ 0. (17,-:t-0.1137 0. :.~ 拓 I11.0、:",3
~111屯 I 51 O.:!l~t ll.01!-I ~.Jlil,±0. Ii、1 U. 5!:!:t:O. Clb~• 0. 07:!-I O. IY/,l 0, 101 l 0. (}12 
新）; I 67 o. 111 -1--o.2ei:; l.filO士(I,26-1 0.175土0.0ll'i 1-. .!9<'.>i 0.619 0.0:'~:I 0.019 
r1 }; i 30 0.29i • O.OIX :J.X.17 t(Ul・l I. 137土0.057 O.l.>191 fl.~ ぷ 0. 1:19土0.053
ilr ); 3 39 0 . (»;(i • 0 .018 l.t沿510,113 0. Ml:l.:0.05(l 7. 119 J-l.t"i05 0. 18:! 土0.0お

遺 l_, 分析 IヽrvFr T1 F(• :-Jb/Zr 比 .if( 
rr 名 餌数 x,v土” Xav t" Xav+" Xa¥・ 七n

/1..・f¥:1:i B 6h {1.,JlltU.OIJ.I U. O:?G t OJl<l') Ct. 0.1-1 i 0. 1)16 :!.551土O.Ul!J
.f.: >i[ C 決 (t.00:? 土0.001 o. IOI t0.01!-l 0.019士O.Olti :!.olb土0.IJ.?3 
rそ壌<11I .J/ o. oo:; t 11.1~11 O. O!l 1.±.0. 1)1:l 0.0:!:! 士O.Olti :!. ~ ②士0.016
le~ ゑI:?〉 •15 n.COIい）. 111)1 0.017土o.1n1 0.0:!-I± り.01:1 2. お9±0.匹
:-.:u.20C>-J 3:! II. OOli t 0. fXll 0.(13.1士0.()()1 0.006士0.<X~l 2.30S 
i.:u叙）2 2h 0. ClOH .UJ. tllll 0.0ぷ十0.00:.! 0.1凡も±0.<)!fl 2.277 
Nn 200-1 28 (J.(J]-1土O.!Hi 0.05! ヽ1.0. (JU~ 0.U02土O.CX>G :.!.:tiO 
l¥n.200 1 32 0. ()(l5i:O. 001 o. 06b 1 0. ()()2 0. 006 I 0. ()()~ ~-~ 「;15
!¥n.:Z(X} 6 3~ 11.l!Jl土0.00と I). ⑱ 2 i 0.003 0. 038 l 0. 02/i 2. S.12 
直 IllI 10 Cl. llOl :tO.<ルJ 0.009 I 0.001 0.01 I土o.orn 2.579±0.013 
~II LU:.! II 0. Lll.15士O.<Xll o.~ ゞ .I0.011 0.035土0.015 :t. ぶぅJt 0. (l07 
復 1113 1(1 0, (l(I:, I 0.()1)1 0. 121 i0.003 O. ll.1.'3土0.0:!7 ~.511 
tit 田 •I 3,-.; 0, ば .!..0.001 O.o.1!-liO.!lO'!. 0.(畑士0.010 :!. 116 
.I. /f'.t I -12 II (J(){~i0.001 O.OHltO.<JOI O.OJ.I土0.しlヽ :?. 幽士0.001
l>nl東 I $1 (I_ fl(ぶ土0.001 0.(応土0.01 •1 ().(だ7土0.(,1、 2. f>ll tO. OIG 
fli'h I Iii 0. (Y,",O j・0. Q;_'() o.nrn令0.(籾 0.0'.! たヒ0.009 :!. 頌） I 0.0JI< 
新）i 2 30 （）．（り10士0.CX)3 0. Clbl .i.O. mt 1)_()32土O.Oli 2. r.uao. 011 
祈）J :i 3~ 0.(1()/'i士0.027 0.()57士(1.013 0. IX)7 + n. OOi 2. 2!",7土D.0'.?-1

Xaヽ． ：＇げ;6r1、.,: f:? •\l'(IJl!IU 
J-{ 代 l~B: 女代m渭rf(01114rh'. ~;iiC: ・j: 木汲ill遭蹄 (1,fJ;詞,:,、 It塚 I)、l:!l:Iいい.,,ai u] 11'.rlr). 
f¥1>. :..~XI·I -6 : 多1(/:::...i.•:• クウ ン渭衿 1東れは）. I釦IIl • ・I : 信UJj'jl~(j~-~(渭~-f:lllllll町9、
1¥111Vt I : 償Ill東s:n Ji.Ji! 渭HIHUIU■fl.I: 1rt I : I 1/'1屯玲 Ili:-lol{~.\.,litl町）. l¥ Ji I -:J : fir h道,,,._n皐Itド）
で使HJされている厄(jIi, 蟻ぐィ渭1:rik ft! で作っ:.;訂

遠しない玉材が多い これら遺物の元万州[hx!tのti',呆をの{".I[m-lilJf. I第16・17J<lの結りばと比較して

みん 分折個数が少なくて秘計処理がでさる群が作れなかった廂地についてば、聞石のJし素糾）成比を今

1111分析した遣物と..t較したか一致するものは見られなかった。 l如 i(/)数が多く分析されたl如序地につし、
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ぃ:_,.~
t.,r .IIS, (Cal  LrC・VnF, ~rol• lbSrY Ir Iヽ ;,sl 81Lヽc,
K~ , r, ,, •• ,1ru,, 皇I< r Y SaSb 
I~hlah Pb fb Pb fl fl 
la.1..:l.La./J ,• • l ・ ぐ 暑え られる元●名

第 9図 上ノ段遺跡出土廿玉230(76381)の蛍光X線スペクトル

7538? 

J,~l二JIし←ぷiv~
[a All l( Ii frCrMFt , h Iし1r, Ir Iヽ >D~b hLIし9
tt, l _a TI f< 1ヽC1lu lb'r Y 、,s~
Lo: 8■● ah Pb Pb Pb lb Pb 
uヽ.いIJLu. a,,.'で与えら9いりt鸞名

第10固 上ノ段遺踏出土管王234(76382)の蛍光x緑スペクトル

7G23l. 

~ 
lo Al ヽI~Cl II Cr ,,.aft ,ヽc●h lb r l Ii bヽ Snlb a山（｀
1. 11 i; r, r, F, ,ヽC■lu lb Sr T >l~b 
I<> ld1l1 ,. ,.,blh rb 
lo,lB.Lo. S、り-l'で号久らnる兄鸞名

第11図 上ノ段遺跨出土管玉233(76384)の蛍光X線スペクトル

7638E 

~Lし←ニーぃ叫ノ
,, , ~ ~• X Cヽ •1 r (rwor, 81Cuh Rb Sr T l ・ヽ~ ｀し ・1l■Cr
K •• ~ Cl 11 r. ~JlUII lb Srヽ SnSb
L、、 hhla Pb PL rb Pb Pb 
・Inf.11 I n ,1~, ・1・で身えられる;,i;llf,

第12図 上ノ段遺跡出土管玉231(76385)の蛍光X線スペクトル
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Ko~i,, ~ Ca II Cr Cr ~nFt 1,r,1● It Si T Ir ヽ~Sa~• hL1[, 
(/l l • I TI ct、ir●h n Sr Y <oSb 
l n・B■llia Pb Pb " t• tb 
~,, .~/l.Lo, I, 7••r で溝えらいる 11, 拿名

第13図 上ノ段遺舒出土蓄玉232(76386)の蛍光X線スペクトル

l I 76367 

t, a~,~, ~ (1 11 C・ 1● Fr 1ヽColn Jo Sr l Ir~, s, b l1l1(1 
,: ~ ~ ,. I ff ~,r.r , tbs, y SaSb 
lo hhh  ,b Pb " " Pb 
K o , ~;J , l a , ~;.• I'-鼻えら1しるェ翼名

第14図 上ノ段遺跡出土管玉235(76387)の蛍光X鰈スペクトル

76388 

lo~SI K Ca• Cr c,wn~ ぐ ~,Colo Rb ,, T Ir ヽ~\nSb hLar t 
l~I Ca , ft 、1Cu!o lb ~r l !•Sh 
Lu hh!I Pb P: Pb Pb 1' 
K o f, B , l u 8 ,,-;"マみえら』1るた●名

第15因 上ノ段遺跳出土管玉236(76388)の蛍光x緑スペクトル

153e9 

Lしいに』 ~ 
~" ~Is, " c. TI [I c,~.r. ~,,:u!n 1'Ir T l r ~, '• Sb hL1Cr 
K/1 I C, 11 r. ~,Cuh Rb Sr、. s● Sb 
Lo「 hhh Pb lb ro Pb ,, 

~o LB.lo.~,1- 1・ で 考えら n"n. 稟 名

第16回 上ノ段遺跡出土管玉237(76389)の蛍光X線スベクトル
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75::.:io 

ヽヽ '. ~ い' 7, (rc,w.r, 1f.. ,, , • 1, bヽ ,. ;~ hl,C, 
\_~(1 11 I<'JU/U lb S:、<■$>
l,、 hllh Fl n n ,. FD 
l.o .£8 lo .II パ・l' ~'t~ ・・f'るえ量t.

第17図 上ノ段遺踪出土嘗王238(76390)の蛍光x綜スペクトル

ー・・
一 7639・J 

l" 115, lea I Cr し rMnf, 、 IC•ID Rb Sr l 1, ·~s,s~BIL,C• 
lr Kい ll Pr tヽCI!, 0 Ir l I● Sb 
I n Rahh ,b Ph Pb P~Pb 
Ko l~.lo.~i!• l' で 鼻 えら 1 るエ鸞名

第18図上ノ段遺跨出土管玉239(76391)の蛍光X線スペ クト）し

第18喪 上ノ段遺跡出土管玉の分析結果

分~r ）じ ~. 比
品サ Al~l K S1 Ca. I¥ T1/K K/Fe Rb Fe Fe/Zr Rb/Zr 

7邸 I 0.01, 0. 1:11 0.(~15 0 .. 187 Cl. If.Cl 0. 公:i7 3. l!'>J 0.819 
2な~I ,6382 0.0'.?5 2. 103 0.(}10 0.160 0.261 0,3(沿 I. ~% 0.46) 
3そ:33 7臨 1 0. ⑱ 2.』155 0.1氾2 O. l・IG 0.226 0. 却 1. 672 0.486 
1:m 76~5 O. Ol,I 0.3ih 0. (181 ()..lli-1 11.013 （）．立どi 3. 郷 U. 冷3
5-l32 76386 0.015 0. 17,1 0. 07:! 0.3i9 0.050 o. 242 3.2J.t 0.7ぷ
6 —235 76387 O. ll:{l I. 奴） 0.011 0. 12:J 0. 111 0,38() I. 158 0.1ぶ
7認6 7邸ゞ 0.03:! 1. 7-.,.., 0.05fl O.J.12 0.3:?9 0.35:! 1.350 0.4,5 
8-237 76389 0.0:.'9 I. 1ヽ9 0.0沼 0.1沼 n. 3:.10 0. 3C)J uお 0.426 
!I Z.¥lヽ 7印切 o.m:! :.!.:115 0.IYLh 0.1:i, n. :i,:i o. ,r, I. 19-1 11.1~5 
10-:?39 76391 0. 0: ぷ I. 93.S 0.011 0.137 0.33:? 0. ぶH l. ~6 0.4711 

JG-Ia> 0.057 3.392 0. 771 0.237 0. Ill 0. 泌 3. 795 0.9'~ 

選物 11: ぷ 比 1T( Q-

I 
Jt ・,re 

届け ;分:~析 S,/z, Y/Zr ~In/ Fl' Ti/Fc- Nb/Zr KT 

1-: 氾0 0.079 0.339 O.(Xli O.OIS lt.028 0. 71臨 2.637 
~-231 o.rn 0.259 0,(1(~1 O. l~lll n.nJI Cl.16? あ :?. lb9 
3・233 76'. な►I 0. 1•16 0. 166 0. Cか L o:.'!l 0.010 0.21231 2.502 
,J-231 7臨 3 0.09:i O.:!tS O.ClC'Ji O.tl~J fl.072 0. 77Pl、1 2.63:; 
!', :!:32 76:t'!ti O.llnS O.'.! 沿 0. (l(N) l).(J:.~l 11.P:'>1 0. 7!-92ii :.! . n.1:i 
6-235 76387 0.11↓ 0.1&1 0. (W)!l o. tn~ 0.016 0.21522 2. 翁
7-236 iG388 0. l:!6 0.126 0.(IC!b o.n10 0. !XX> 0.12113 2. 162 
F. 237 7印89 tl.118 0. 157 0. ()(t, (}. し).Ill IJ.022 0. 16525 '.?. s.tO 
9 ::?3S 76390 o. (1.)(j 0. 1:;~ （）．⑬ 0.0、:-,.1 0.02.5 0. 192ぬ I 2. j.13 
10 239 76391 0.1、II 0.111 0.010 o.n10 n.o:m o.~l氾3

I 
2.5引

J(; j,1 l. :~15 O.:.!~l 0.0:!I 0. 02・1 D.Oi9 

a : l.;tt, 山 I. ,¥adu. :¥ . . Ku, .i~a ヽヽ,1. H . . Oh111u1 i. T. & T .i虹d.t.E. (1971 19~·1 cu111pil.itw11 vf di!lil un the GJS 
;,!eorht>m1cal rt> lt,rt-n<"I'~amplr~JG - I~ran,>dtorut and JH-1 basalt. C:t'ochemrc,1I Juurna!. Vol. 8 175 Iり:!.
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第19表 上ノ段遺跡出土管玉の産地推定結果

屯illl 分ItI ~•. 1-:N it U!!!, "/i:.X紺5バれ込：こ.;.る ~ill碍＊ Es R I知 11)',i.
Ir:;- 蛋~-~ 工 t►er 化u・,1.11:;. L枝『 泣 r、百女(tB百 +·.~cri t1~ 1~ “り,~ rJ.11,i,1.;

1 ・~1(1 7tふI 0.1Jl(f.!~T — (I匹 3%I < 10 k心 <IO•~•1,, く101'沿<10 .,,,., :12・ ・ヽ1 トノR形
:; エH Th.'ll心 <IO l<I• ふく 10~"\, <こ 10 即~lX10"1•'\, I'¥', <JO-IO'!o <Ill―IO'li, 女ftB形I1女!tB
？・2..13 7心ぶ 亀:::10 印ら・こ 10-•~~< 10-111~ 0.1)(1()3ら 0'/Ii, <.JO IO•},, < IO Ill'¥, ≪・ftB形幻tB
1・'.!:$1 7心沿 (1. I(<:.!'・!i, (I. tXII 1¥, く10"'!a く10.. % <IO'°'Ii, く10"'~• l:l~. トバミ形
f, :.!:l:! ,1;.1..;;i, (I. ll(I()) ,-~fl. lll~:i'- く）o・ 即K < 10-JO、<・10-10% <lO IO~ If>~, LIH形
fj•2.J5 ;, 迅ぷ: <10-111% <to―印rらくIO..,,t;, 0.1)(心3!u >-% < 10 ..,,~-. <)I) IOO:¥', 久itR形 i!{:B 
7・:!:16 ;h3lゞ Iく10印9ふ <IO累''"'<10 l<l• .... o. r.・m"" I~. <JO 1n~•. <Jo Ill'¥', I(代13Jfj 女{tB
1'~1i ii、11¥<lI <JO-l<l% < IO-l<lq;, < LO・ro% o.1x.•n·.1n :! ~, <.10 10(¥, くJO町， !,di;:BlfZ 女ftl:l
tヽ・唸 i()J~kl I < 10 IO•fi, <IO IO% くlilro,~·. IXHI••J, :!'ヽ:,<IO ID•\', < j(I IDf¥, IJ.. {¥. B lt~ .'J..(¥.ll 
I(I 2:J9 7(),'j9J < JO Ill•/,', <IO 111'1. 員，<JO10, ふ 〇.C"W'iO I':Ii 6ぺ， く10即， <JO ID4lt, 女代Blf:. なftB

(l) 

I
I
 

X -パンド．

IOUH t. 宣II

菖鴫櫓JI; D・8HOG・ 

I , 
IOOOG 

i.. _ I I I 
g• 4 3 2 68 2.0 I 6~ 

第19図 勾玉原石のESRスペクトル （花仙山、玉谷、須八、土岐）

ては、数別統8 1のマハラ I ピスの匝雌を求めて1f ぅポテリングT2 束¾i',iltヽ） により f,i)1tE を fiった とこら．

分祈番り7凶 2、7凶 1、7位' 'i似91番の7涸は女代1;fB}遺物群に｛ぶ'ft限＇＃の 0.1W. 以 1·.-,:~晶6さい、

女代JH(H) 遺物訂と判定,t-る必＇炭条件は求められf..: c 次に ·Ht条件である池の令ての原{j• 追物訂

（第16・17}<)について、 f;l栢llh¥位）0. I ~"にJ!しな，_.・な：：：’、 ・致しないこ と全ての群につし・て証!VJLて

し、るが．祇lfu 祁合 I:、表 •I に：よ例として原.(i . 遺物詳滞Ifi ·1 7·:& ) の 巾か；フ・i名を抜j~してポした＂

例,1~r_..:, ように J.. 谷。化仙u,、4こ定C、狛）',,t岐の各群に一致する竹,i;・は見られず I・分条件が；~;f..:-"\

れてl'I.,II /;(; って、―:れら竹:_r:、．は女代ltJ(l:l)遺物群とfu]買のfr-1.: であることを、-e戌［和f'I.、I・ 分紀'I

を満たして吝J.unりに，；正IVJされた 分析番り<7()'.J81 、 76臨、 76386番は ~lL'1.に糾成がMM.し、 luJ し '{;•J鬼を

t-=M として作られたり訊濯,~(/)様である この3個の竹王は1,{石・遺物郡の中でl鴎 1111、, ... 谷訂に近lヽ

糾成を小すが孜せず、木•発見の¼~t.原行栢地の屯材を使Jllして'・ ヽる ~r能性を推illil し、 ..:it ら ;1 個(J)n

1-: をm_11分析し、 .I:;段 1 遺物訂を作り、他の迅跡で．この日,j·c-f1 られた兄弟・ I~類が,,;J定でさるよう

にした。 ..:'しら怜1-:(1)群への出国4:の結りしな•第 19表,-示した。ょ IJ l~ 砿に光地を打定するためにESR

分ぷiを併rnして牧地分析を行ったJ

ESR法による産地分析

ESR分折：ょ．り.U;{£1 に含打されてし、るイオンとか.~fが日然界か・うの放射線を・、を(tてて只きた色中心

などり）常磁t~1直を分析し、その1、t りから閃 J~登地間を(,1,:別する指I~を見つけて、庁地分析に利Illした。

- ・11 -
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第20図 碧王原石の信号 (m>のESRスペクトル
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E~R')測',tは、完全な井歓埃分析で、 1flifがllnil:J. ドリ）怜Eなら分折に可能で、小さし・物は~Jl~fv)、で

分析ができるl.t合がある。第I9LiJ-{l)のESRのスペクトルは、＇郡、く磁場沿サ lしたときにl'}:,;t,t..:f,:

りスベクトルて、 g飢が4.3の．小さな信り・lI ! !J.'1、イオンによる1n号で、 gf'{が2付近の帽の11:し、i,籾
ー

n
n
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．

¥

 

レM1りかの祖の狭いヒーク群からなる倍り

［り侶IJ1ml C>i,.;~fリ）｛ふさが必く、り~rn皮l

より小さい場合は、
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第21図

祁~I遺物仔のESR信 ,j·形と
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上ノ段遺粒出土廿工の信号 <m)のESRスペクトル

c Ill, で構成されたている6 充19L~I-U >では、 Mり

（公、

.M
 

-(j! の＿：俣、細人原イではこの,¥)jさが辿に

なって＼ヽ るため、原行陀地の判定の指1:,に flJIIJでさる u 介 J11J 分析した1渭類の中でu~- r u)が侶サ (Ill)

．．俣，細人pj"でないといえる 。 各Ii~げ(j也のJ~(1jの信号 (m)(l>f,; り・(/)形9よ1名地こと

に沢ft;]があり産地分析の指悦となる。第2Qj・xj-(} Iに花仙111、猿｝＼、

・1、女ft(B.J辿物群｀八代谷および筍WLtJ

F谷、 I直女を ~20,~,-(2)に棟部、

(3) に ,;f良野市窄Ellllの空~I I、い、 ([3).

北場述介仝町花石および茂辺地川の各T~t,{jGl)it}<.的なf.1 リ・ (ill ) のスベクトルを示す。 ~1~0(•;(1 q): こ!j

字木汲HJ沢跡の符・f..で作った木定C形とお1:.Dnおよびグリーンタフ製行玉によく見られんがIUJE形を

ESR分祈では.f.N桑JJ片とfrf .. のESR{,りの形が．それぞれ似t..:『号を示す1~ ·石だったり、粒地

致した場合．そこの発地の11J能竹が）、・き．、ことをホ炭している。今fnf分行

した竹祖Q>ESR代号 (m) の粘限をti\"!.11~にふす。分析番り・:-ぷ沿2.7G38--I 、 7~7 、,6391"'の7J'fの行

.:i,. は女代,brn, 群形に一致し、:.il ら竹王を女代,;•,1(り迅物群．と同定 Lても 1盾しなし、C分折沿り·76:即 し
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沿臨、 76Jb6番のnr. のESR(,・:]・ (mj :. い11.'i.に陥似してし、るしこ<I);I餌は、「）位潤(/)小さなビークが

なし・、D-r, ;~J と F K間の1、i,; の形が女代ltII.Bl形と＼‘奴なり、 1向きのヒークが．みられるなとi!i!打の

ESR信り (mJの形や,1:L、i:'f.の紺It成を分:iiする指捻，として使）IIできると批測されたために、」．ノ段

形として登鉗し、このi-:Hで作られた兄弟1-:団が,,,,定でさるようにした ESr! スベクトルが 致した駐

uilr. 地に行 Eか!;C登地を•特定·tるがより ii Ii' な ~/.{iffi地を推消するために放光X搾分析の結よと祖み

合わせ総合fll定として、両ガ法でともに ,~1 じ fr,{,:j'; 地にft:ヽとされた場合のみ、そ.:のtr{-<I)原石と同じもの

がN!用されている として往f沖J定~Ui究地の1日に，朱 勺・19表）を記した。

結綸

分折しとや~f.の分fir蚤り・763..'>l%、 7638-1(~5) 、 i6387 (97)~ 76391 (101)番の7個のn:t::ょ鋲光

xt, ぷ分析、 ESR分析の町精果か久代1t1(R)遺物群にFil'.、とされたc また、分折番号76.181I l02)、7638:i

10-1、,6.1b6< 1m, 面の管 I・・！よ、 ff,けiif".地および追物群に・致する群は見られなか-.:,た。しかし亀この

3個の-ITI:. は蛍光X私分firの付，果と ESR{1• り (Ill'の糾呆が,・r,.: 柑,,-に配似していることから、よ発見

のfuJL /;・ 塊を kt~ として'1:られた兄~11'1',.:と＇衿えられ、 I・. ノ段 l遺物群を作り、他の追跡でこの下．材で

f乍られた兄弟 l社fiが{r(Lしたとさfi,J定でさんようにしたりこのトノ段詳のESR信号と同しf;";~}Q)逍物

は、新）i遺跡のJ・ノ坪J也lメより/!¥!: する,.:谷,,rf材n・とともに、 F村J'i·4 個と一致するが、この J~材片

の蛍光X祝分析のもN11しは I.ノ段III物 Ill•と←・i1しなか.,t..:,., I: 1段逍跡で使JHされている女代ms群は弥
牛時代を巾心に使Illされた1i;1.-<,・c. ~~I.Yif rliの女代 ,~r,re跡のIf•期の I-:作り過t.の{J片、滋t't1,llの筑1~:;Im、

屯花遺跡出 I:のni.:、神fl,li~r) li.flt lll• f通肋の11リリ］の 、{j}\· 、 1'l- I~ には玉谷m.ど共に使用されて~l た ，：E 

谷沌竹.tは、点都l{Jの余，祁迅杵で判Jiが111・1:している。 1月東地））では埼.E県蓮111巾布ド遺跡、 K海地｝］

でば、 ii'/洲町~!fl 遺跡、河城,hk_'/1,:JJ k. ノ木遺跡の1,l;1tP-~代のTII~ に、伐1勺地域では東大阪市の、鬼虎

HI、巨麿亀井、久'・t..',: 北．欠i{ か l~f.遺i介で、主た"I I i.lJlh. Jiて：よ佐Ill町のW'1・i011EH遺跡の中期いの

符¥、総社iiiの1!H胄T道蹄出 I:の弥'I:前期」こ 一II消H戚Iのt.:l-l.I叫IIJ市の阻揖手迅踪および百問，Ill原ll

島迫~j;出 I:ーのtH:、岡Ill~り'.Iii叫直叩1111.itl即）i江、．ら取県羽合町の距籟晶浜遺釦）中期中生(/)符

王．来-f・rliの御建Ill迅枕t?:刹19り閉第2:tf似船Ill:U'> ti'玉、東広島rliの西本6り母跡のn1:に使用され

ているC (Jq[lJ地方で：よEJ~県坂野町v)遅派谷占l{i群 {n; :! ~ バKの3flt紀ぷ:T>rrギ、 ffIll県将通如Iiの

彼1:j;沼跨の；渇期のTTkに使mされ、九州地）jでは。多久 ,li'f-.il辺il't跨の—r期のfflふまた守小汲£fl遺

跡のITF. に使用されていた，， :tt:.. fればU}代にはIt濤直の」棗町i父別遺片、和，：大）1辺肪、「淑rliキ

ウス遺跡I:まで9公福し、女(tliiUl;lの-~i (心糸．（・(•.Ill~ヒス（にpi;畝する広い分布圏を示していら

方、今た畿内では使11]がけ認されていない惰Eとして、 1¼1i'昇I遺跡の［期IPi岱の行J.:片には、 ,_,往責

,!,~)す：木汲 -l i?l~rJ>ii: {で作ったii;ni f.i. <I>ょ・、i.£("f,:の原ィiが使rnされ、この未定C群は坂出市の面川・

丘条iR的,(7)1'1'E、介ifiiii (/)tHII町3J II 遺tかの1ii1WJのi•r k. k fll町の1ビか —本松遺跡の行↓：、 多知li'1,.

(U辺遺跡の•I期のi'i·J•.. ,i,-野、,J'lli肖粉の1H11.りサプトレ11¥tの竹:~ 孔こイUIJされてし、る また、猿八産rriHi

が弥4時代に使Illされてし必追肱は、 -ltil直余iii町の）UII遺跡Jふtぴ1殴別俎跡Q)粒縄文時代では女代1t1

B訊幻iのtl'l砂と共に使用され、 ii別11iQ>大Jft28ii:t『が出 I_Q)紐縄J{,(後.ltCI式）の行下に、 l:飯町のK

中山13旧跡 （紐縄Ji..)/11 I・グ）管+に使）りされ、 fl,濯度島以北で 1-.に使月iされていることが明らかになって

しヽる 。 これら佐iJ如q;~•H:. 、女代,:rnけの:~1)1\·rl', I渭trかは、 t11間iii.米JJ;l町、福）1呪などn-4=海側で、こ

れら k知が1」 4:i毎の kHlf,~1屯地地方で作られ、これら」-:htの itJIJ閉からみて、 11 ·本i向を父易ルートと L
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遠lit!糾！こ伝播したと推測され、伝播には迅蹄を リレー1いこ伝わる場合、ま!・、,:;,-地か：)j.:, 距柑．のii{跡,!.:

直接到iどする場合なとがどえられる。4ふ臥「群は、 ltl近のr-',;,的な実験で朝L;ii跡で使fllされている,,r

能性が推測されたことから、 4ff~Iよ窄心になるが、公定C計O)tl°1ガヽ.,,~,で作られ、西北九州地）iおよ

ひ汎戸,,.j海ルー トを通・Tて伊 f-ヽ り翻,.m餃へ流人し現(1~Wit の似界にな・っ てし・る 朝日選跡での使

川が確火になれば、播府、摂沖．｝、fll、近ilを飛び越i 、 16張の•:VI11遺跡に伝播したことが旧らかにな

り束進(/)限界が・気に30C)km延びるur能性がでて、・ヽる（第8['zj),r.. が(r:)£地分行の困骰さは11;(liの）、T

で、死地(i;J ~i.:を定il:が)'.行う場合、統引他罪<l)rが1:111c原｛，酢）を作り 、原石群のifll成の変動を，,f価，す

るため多数の，り；'.LJ が必要で、介ドと、佐渡品rd,-、殺原 iiが佐渡島以南に ,.i.:•1Wfぷ~ti し て l ヽなしヽかを i且 fi:

し、女代r}Jl.l/ll'-、よ定Cfrf.、.f叩のi'r!~ などのJ~({i産地を 1りl らか［： し 、これ？が引の原イ·i/:f. を作る..:'と、

また..l~ 傾に使用されている庁地のh訊 iが多い）iが、その吊地地方との文化父流が強いと批測でき，，~...:

とから、 II 本各地の;n~からIll.I:する l'i 瓜な行・トを t-'~多く分析・ヤることが屯＇妥で、 (l';非とも各地の選趾

(/)詳細な｛り·V穀遺物の科学的，月令が必要であるが現U:.J.1丘が殆ど進んでいなし、のが現~'-で、 ,~irin~n助で

び）兌掘梨任には必ずfげ的3介も /Jllえるべきたと思、う c 今[ulhっ た計，•地分 ~lj·は必全なJI,飩壊で. k1fl. 

{'] fa.~(, 地に関す，，し小さな↑打恨であっても創提Otiriltれば研究：よさらに,if直する 1.-1,l_.われも↓
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第6章 まとめ

第 1節 弥生時代前期の上器について

仰,:,ii'.i i'介.I・. ノ段遺跡からは弥'L昧代1前期の：，t:溢'・ ~/J、生 I:器および突・:i';又糸tmがIll土してし、る。

兵r,以'.l'・lのn波地域で弥伯j'J紺W>l: 器が出上lt~jQ跡は 7 辺踪あるが． ごく少 ii1の遺物が11\ I~ している

に十ざなし、ものが多t、.JI',111]のIUI例も、かならずしも良好な出i:状態とは ~j' えな·.¥が、 (tJ均沿％か

ら出 f・したものはそのなかでも良射な1仙体を含んでいる。

弥生土器

的屯.udti• では~l 点 (61) を捻It:.!いずれも,1、11壺侶1--60}と考えられる。壺の極文）J J: にはへう

描さ北A文、貼り付け突骨文箪ヘラ描き沈線文+Wi r, 付げ突・笞文 I:-,.1J突人があらへ甕は釘i部に 7 :~のヘ

ラ拍沈柑文をもっている~t. ノほ遺跡では；ぷ (218 2:..)(), のみである ・｛炒）施必）i法がヘラ1雷さ沈呪文．

貼り付け突・ri';文である..:.'しから、 tiiJl!1l新段階のものと井えられるっ

l: として 1l1Wlli乱域を対象1::.UJj!1<1>~J、況を見てみムと «~22図、的場juW介. Iノ段選称が所在ーヤる氷

上郡内で：よ (~11 町し EliliiiU+や /JU古川水系こ水系は~\訊ならが,',Jj狂lli;_; り1s,;n跨で守が山 Lしている，滋
の施文）iiよもヘラ描さ沈線文 ・貼りf・ltr突布又である．、 (Iり場逍跨・ト／段直杯よ，）下流に位/rtする糾知
II I rliや綾祁rliでも武者ヶ谷直跡・味JI直粉 ．．馬場池束）)!if介・館遺跡などでも・；性が出J:してし、る。旅文

)i法はヘラ描さ沈線文のも(/)が多いが、館辿跡では11牧腹枯文のものが出 I'.している 河I1,1r, に近し、H

紐,Ii1/), 認；j迅iりや，:,Ii入選跡では滋に加えて甕 • 井・五など多いな溢Jfi(l)ものが出 I・している。施文方法

：ょヘラ岱さ沈祝文、削り出し突而ょ．貼り付け突笛文、 !UH投腹-'i文などがある。

持J~j的には削り出し突竹文の｛紐：ゃ売の沈線が多・~化して•,.なし八ことなどからrり1期中段陪のなかでも

新段附に近いのものと名えられてし、 "';,n人追跡を除けば、令て tiiJ 期新段附り）も(/)と~-えられる l11f(I部

に近いr.f-113Iiでは甕 .j4: ・五なとを含む多様な器形のものが含まれているが、 l"l防部では；:;;(以外のもの

が出i:する仇：よ少な"'o

突帯文系土雑

以 lに取IJIげた前1期の弥1kI: 益のIIばした渭跡では、突・；,:, 文系の Ii:iがll'i.l:しているものが多く見

られる。安・席の形状や施文<I}hiJ: によっていくつかのパリエーションが必められ、突出した突副こ・t・ザ

ミtiを施すもの (a類）、朽・;j;~)、し。・りくなった突佑にキザミ H を施す U の (bfit l 、 峠：芹状の突箱に~•I)突を

捲「もの tci'JU、殺帝状の突佑に文様を施さないも()>(d領l、明蔚な突骨・なもたす 口`詮溢部にす11突が施

されるもの (e用）なとに分けるーとができる

的場i且跡てはb、C、d、ehl、I:; 段』踪ではc狛.L凶ll、炉遺跡ではa、h、r.d,J'!、政れケ谷迅跡では

a. C、di!、叶、））逍tかでは（煩、 .bサ/;Jjtl!.東方遺跡でiJ.a糾．浦人以跡ではa、b、C、d類が出 1:してし・る。

'山＼学的にはa-・b・c-慶dt,と変化している t うにも見受けられるが、社もB.\'期の，ljし、浦人；印が、::~ ずヽれ

も出 1:しておIt、lji.純に変化してしヽるのではないようである。ただし、志泊i辺踪では IIHA(/')溝からd

類がlhI: してお り、突術文系l ・9ねの終4、的な~)、i兄をがしてし・るものとどえられるu

一、16-



まとめ

山良川流妓ではflt必l'/:biiHじ部より 歩おくれて1ii11UJ巾段jt,fの終わり切1:Mr」部I: 虹いnil人辺跡にみ

られ 、以後祈段階にかけて、内It¼:に広まってし、ったようである l・iえばの浦｝、追跡・志此JJ!'.t跡ては弥't

I: 一品の史力叶たわれている(/)に}.「して、内防祁の消ffでは弥1t・f.i; の売はあまり出.J:せず、弥,uヽ．益<l)s点

と突,i7文系L器(/)甕が七・,・トとな・:.,ている このことは、 l'~Fが邸では 1縄文人 が弥't文化を1:ff. して

いったことを色濃くぷしている心 的J~jlt貯 ・ヒ ノ段，i'l跡で/II土した弥牛時代11i1JIJIの I :船はl'-1陸祁への弥

'I・・文化の波及状況の ・砧を知I.,.:. とがでさる・Jt料とt. うことができよう c

言

(゚1 

第22図 突帯文土器 ・弥生前期土器出土遺跡の分布

Ii -



第2節 弥生時代後期の（内場辿跡

的楊辺淋では弥'1':11,¥代後期の印穴ff.J,,;-~ 介 ,I 棟で溝成される応落が検出された。 当地域では内にほ接す•

る<rn町のI..:1:1 rlf ilt糾や円項退踪（川畑他r~~) では 9輝祁籾］の1如＇各か検出さ 1してし必 ＂ 以下にこれらの

遺蹄と対比しながら、渭跡の内ifを検別する"

集落の時期

"・,.,: 跡からI!'.i・ した：I: 器は {i.11 町 l!J~I 遺跡(/)竪,·-~,1::居即1¥i: t溢と様村1を「irjじくすると思われる。,2)

SllOJ は国釘i.ii't~がの l:,.~i-~ft居踪 3 には：z衿しい-~ (3) はやや拡張された「JHに擬門頃をもち. I出頑ifl

梼<J)32が近し、。 1・2のtir'I.J壺はそれぞれU鉛政iかの2'1・:!6、岡じ形独である SH021よ足 ・迎などのn
好な債11>は/!¥・I:していない。 煩ヽて平げれば6 の沿台が,_...,~,渭跡竪i((t居~3ill iこのもり）に近し•, SH伐

はりの甕が1ボ1.rぼi跡竪穴ft居粉3の30に近い_11樟端部を I:J; へつまみ上げる I()の史については!.)'1例を

見し、たせなし'o/r体的には国,J"bil跨緊~又 {i:lfi~3 に近＼ヽが、やや r!i し、+,長引を含んでし、ると思われる。5

1-!0 l r/)主 ll6l は口tむ偽部が上）iに大きくり［板するもので、[~領遺跡彰'r、:fH1;-~7 に近い

I贔1領;n~の 1名は町期的に3段附に細分されている。的場遺跡は、そのうら伎半の古段所にあたる駆

穴fll,i;3を前後する時期にあたるe それからどえると如l濯｝代後期の中、後ぶgーということができ／ふ。

集落の立地

的坦i'tf.Jは前llllll によって翌以；れた',~た地~j~ll)徴にり地に位四している。 某洛の位花，,する微高地は潤

査地(/)西側に,1:<ひろがIJ、かなり'f!Jtlである,. tiり側に艇沼域が広がか•J能1牛や窮域がイ｛：在すん 11)能性

が1§・ぇ;)れも北傾1:.1;ti会甘湿地が広がってお）、生産桟として利用されたのたろう。ただし、現在も

蛇行して流れる前Lli川が近いため洪水の影Tは受けやすく、弥'l:11-¥代前期からH世紀よで猷続するもの

の断萩的なの：よこのためてあろう。

し;11 rl1辿跡は竹田1111)りIr:11>Jf~;~ と段丘による徴t]j地や西rtf(/) le餃部からの小沖flllなどによる堆f,'tによっ

てn丘は既没し、徴少な起伏をもつものの全体としてはWめて平坦な池形が広くひろかってい，，~ftn こ

りI'tllな地形が迅跡の艮期間継続した珂rt) であり、その後如＄が営まれなくなヽ」た坪Illであろう ·~

It.I鉛渭恥iI屯こ比くればかなり~·-な~~}~地~xのは合1面に立地する。 ＆洛内に細かい改，•，り地を利用して

1Hりを配inしてしヽ る。地形条件が良くなし、ためか、後期以1硲は中世まで利用はされない，

竪穴住居跡

的場遺判・で検/1..¥された緊穴fV1:f介はIり形住居のみであるー じH内遭杵・同禎遺胚・では）i形住居も検出

されている [J(J場遺粉Q)(!:店の規f~は1未曲rns,mfi!I父のSH03と20-~om·程疫のSIIOl・02・0.1があり、大

小 2規格に分かれるようである。 しBrl暉料ては心iJ積30 !Omのりヤ後に集111し、人ささは比較；tJ均R

であんそれに対して、 1;1領逍跨では虹if≪JO、20rn,~f後のものと10 -60m'lill後のも(/)(/)人小2規格に

加えて、 80m以上の牡人のものがlillわっている。

まとめ

しII市遺Vがは「Hfな,・,.地によ i,)、規9如かつ長期IllにわたIJ糾続し、それに対してl且wi退踪は条件の良
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くない立地に開かれたl,>J期間な辺跡である {l居跡の規格性からみても、ア準的なじl"l市遺跡と分散的

なlil領遺跡とではその・,'?只となる社会梢成の差が想起される ~ (Iり楊逍跡は 4滋Hf部分が大きいため確定

的ではないが、現状ではじ [I 市追跡と J.1,.J~i滋跡の中間的な様相を示しているものと思われる ＾

』1/ / 
的場遺跨 ・ 1'6.0m-~ニ,.:

¥―,c,_o(I'/ ."-.., 
— ⑱ _C)!I' ・----＼ 

_、一
/ザ｀
()II' 

一、ぅ
！

七日市遺跡
＼、

l
 

％
 

¥
88.
 

¥
 

'・"'-......_____一ー850m、

100m 
／ 。

第23図集藩の立地

8

7

6

5

4
 

第24図 竪穴住居跡の床面積
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第3節 弥生時代後 ・木期の上ノ段辿跡

I: パ＇と』跡では弥'l~叶代後・.,~期のI!しll柑,n 基といn 吝 •I 品で枯I成されたれ益付が検/II された、この

.tうな1(伎 I・.に占地ヤん泊んが月後・但!」}地成の弥't時代後期以~-しお v ヽて数多く-~:·まれてさたことが

1,1 :, かとされているが、近年、兵~I{1,',tff !f (J) I J波地J!I,:1・ ぉしべ~ も l•H角のft!双の類冽か増えつつある（り~25

lメI).,I J'J. I・にこれらの渭跨 -~.tr」t しなが：う、こく簡単に .I: ノ段A11かのJ("t~群につし，て柑対する

墳墓の時期

/rrl沿g 小別f./)'!;:l't87)と月1が船it.{, ! 芍箕-~: 88)が出 I.している。炭合L1峠り）屈1111Itゅムやかであ

る ,i:1勺I片tiIUJ er, 古し・段附（多rt¥1 1 WI占段沿) とぢえる 。•5-'

SK l 1 甕(!)))が出 I.してし、る 1・.hに）凌＜館張されん複合11代をもつ";, ふ品には拐1!11棟が舶され

てし、る＾佼lじ1後.,,.のもの 多fi¥' ,) Jg)) とどえる

SK15・16 しずれも史 (92・891がti¥I: してtヽる I.hiこ 11JAJ< それる f.~合IIfftをもつ。沿部i・は擬1川線

ははと..:されなし＼，後J!fl1交 •1,_のもの（多tiV I期］からfl:11..JfiffrlUJのと与える， I.;だし、 y:;1よYlに比べ

て底祁が小さし、ことから、 ~I.~It やや餅しく、 89は「l~l祁が外にIii!さ、92よりやや計しt、とりえられる3

SKぷ0 lj¥純n紺の甕ぼ））が：l\l' している ~.tji.純r1~:; のI溢IJ.ll:内件行期に使Illされ、益り寸る(/):ょ

即'➔fり行期の祈しい段陪 I 多 i"l\1 -'.?lり1山段陪：Iである。

liHW)間1,-.USKll、SI¥I!i.SKJ6. l,',ll/lf沿、 SK:20で.lなJVJ校1況か；,1tr勺併行期にか：｝て'i:¥'まれたと

どえたい、＇

墳墓の形態

後闊餃 1・ こ行えられる1-.1n:逍~SKI・1 ー 161;:Jll!.~i f』;SKI1・15と5KI6の2つのi豆： ,';・ えられ.SK 

! I・ISi t東I州）_il:1Jl>Sh.l Iカ・中心 1体と推定される SKil・JSとSKIIW>tf料糀(llj!Jb mr,IJ「付をあけて造ら

れ、 IJJ瞭な区[1hf抽，没は没Irられて＇し、な＇・、。後期前 'I"-よりikLIi~W.ht lllfポラill]-10',;・ り¥.氷1:1届11I Jti町

丸llJJll砒I『などIr問fI針根 I.でi印らが認められるが、上ノ段迅跡SKl•I 16とluJ様、.fll!'.WIf-1-は l-~m -10数

mllll協で設け:)れ、；村などのIべ袖ih厖餃ば店,tられてt、なし I。たたし ．これらのなかにはわずかに・y)l地

が形成されているものがあり．佼削梃I平）；ドラ11!11・12り仕で： t .lt• れり｝、きく地山をり・1・(!tでJ!Ji,, 血を形

成しているc

fl I引訂rJUJriiFl0(1)1-. ノ段，n~r.•,H柑岱 IJ. l辺11、13mの範IIりを)j形にli1rlliして'・ ・る ほぼl••Jil,fJUl とどえ

られるポラII I I~; (/,、南IIh.'.''.ITIJ-1'.Jj'{ !:,¥群、 r劇山市ずえがtおい布などもi,'liによって ljlllOml)り 10故m
の筍(I~を.~\成として[,(画されており、こ "'n.~1111の特徴とし，うことがでさる()さらに、庄内餅打期後半に

なると内場iiJJ'{{ Li戎いのように見l心がIi1J20ml梵度と Kきく｀地illを削,,だして翡さのあい{¥Ii: を;tり出

したも(/)が現れら

劃葬品

後期後'I'-の f・.1 Iよ遺跡SKII · 16では棺lりに副作品をもつのは~Kl l (J) みで約 l~1~1t I•. が出 I・Lてい

る。ふJ以内には売が破砕fl!.献されてし、る。後期1FJ、後半(/);j芍 1113-12サらでは小l囀: • ・n 1.:t-ri i: ガラス
製・ {r,1E肉とともに小烈叫t製品がけIJ仔されたものがあるC f.J. は1勺には少召((/)売・壺が砕ヽ ↑供献され、
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第25ig] 兵庫丹波地域の弥生後 ・末期項墓

初期のヒ要なものには泄.,t'~ 杯などで裕上供臥をおこなったものがある

印囁：わ期aiJ'f-11)I. 1 段対跡l~i・からでは棺I人］から卯I . {!;I :r,:'°~l'f屯、如~I勺カ ・ ら小咆の1低、 溝内から・並

か出」：しているp 柘1時期と花えられるポラIllI サ筋や、~-IA I廿坪J(f~群などの出 1例を含めて存えると、剣・

斧など前時期と比較すると人舟りの鉄器が絣l作され、硲墟l勺には小Jりの壺が破砕供献されることが多くな

り、益 ・秘杯などで必上fJt献をおこなわれるものがIりぴ現れるn
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その後、内場II」1n丘．如こみられるように棺,1,1には人:JJをはじめとする多凪/1)$1沿わが/Jlj:4¥只されるもり）が

現れる，J:.pc(/)ような？抄11Jなものを除けは＇剣など少数の鉄船が叫界され 、応戦1"16北砕i如獣はょめられず、

I:'. 災なものには壺 ・底杯などで必Ult臥をおこなうようである。

まとめ

このように、」・.I段遣跡のJ(t,浴郡は ra~上への古地、 lulJ~囁の構成、上界供献の）j}しなりJ-j麦池成の

tt.~fllを受けた当地妓の岱作の4人況をぷ・ t· !Hfな 'i'r井としヽうことができる

第4節 奈良時代の的楊辿跡 ・ヒノ段追跡

遺跡の時期

rh 島町内では~~庄窯杵群にお亀。・て 7-8 jll; 紀代の須恵沿がtj:_帝されていたことがIJJらかとされて・.・, 

る これまでの発打謡＂五社 1やR.tr.;tcけなどによって｀年も行われている＂ゆ ここでは、それらのwn

を参照しながら遺跡の年代をどえてみたい

的楊俎跡では掘叫l建物蹄の北側のU含k•I から比較的まとまった.ill物が出.I.している かえり1・Jヽ Q)

t1·Dムが上体を占めることから時期(l!J("fよ人 /'II烹には9が．序しく、 711.t紀後築頃のものとりえられ~.. 

kノ段遺称では竪穴ti:l,t}跡や L坑などから比校(1りまとまえJた退物が出 tしてし、る SK02ではかえ I)

付きの杯Bli.をもつが、カ・えりなし(/)¾イ；凡i~rQ)はうが址的に多いことから的場追跡也含~i:1 に比べてやや祈

L いものを含んでいる 。 }~神烹へ'j;Ii h り 19lに近く、 7111紀後菜-8 世紀前虻-~ どえられる ~!IO IはS

KO:? とlulし時期の8Ill: 虻削牛でもやや新しい。 I:ノ段迅t介SKOiは l・fI.7・8サ・91に五く、 xII!: 紀後位の

ものと与えられる。I・.I段迅杯は7[:I; 紀後梨から 8 世紀M~ までと 8世紀後岱の2時期に分かhるc

的場遺跡の掘立柱建物

的湯渭跡では 7 世紀後俎1:1'1 と推定される撮叶と建物が 2怜検出された~ 2 棟ば方位をはぽfnl じくし、

辿 02がSl:301に対して『改して配il't:されているC 2棟：よいずれも遺t名が潤企区外まで廷び、その規代を

潅定することはできないが、ここで仮：： 31111x~ ,m と想定するとSBOIば床面積30. 2nr fi. 7mX I.Sm)、

SB02は1i面積2-1.Om1 (5. lm X4. 7m)となi,:,a 以都l(J北祁のc.:ift 1'h1らでは20、IOmの隕+!:ii'物が 1休と

なしており 、7 また、 f,; f/ii道跡レどえられると比喰えするのも適-~ではなし、かもしれないが、し;n Hi渭趾

では検出された致多くの建物tかの.,.でI:休をしめる<I)が床,m栢20-1IOmQ)迅物跡である巾いずれにせ

J.. 検出された娃物跡は‘りll.~の怖相的な建物規mである。的場遺跡は7111;紀における・般的な屎沿ととえ
ることができる。

A•i 
urt↓ 

遍：綱名

SHCll 

SKUI 

SKrr2 

SKl3 

第20喪 上ノ段遺踪奈良時代遺揖出土遺物個体数

須 恵 鱈

杯B 杯B董 杯I'I その他 I ID! 
G、鸞 I •I 

I 
~ 

:! t I・,¥! . Ct、.、1り I 6 ·• Iii l鼠 I、氾・「..1 甕 :i.壺

11 I 
＂ I 

•I Iヽ I 2, l 
.l7 3:! 
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-C
 
2
 0
10
 

゜

::<、9キ出如りが'/'(1;そ「!•'t':I犀J糾J• :-: ぽ'゚L'(ii,)..'1f (/)淋TJ!'?f術t:';'<1'~•!ゞ<.,,~ キ互如:1tご

ふ1・,J-;',nt代i町がu.11'滋比り？で~·ヽ1.1い：し~).1 M <ll1J.I .:S-l(l'qlJ: I if, <fl !11叫~.~、'·「i'fl-!1'l:IHi1l砧'.J

(I! で・1;r:; ~ が心uげ1、lo1'f杓lJ"..1・J糾わ.l~ えm涵).,, =?、1叶心!I咽~tHi~がり.:J.;fltで'+:J.

,'¥ c~: I (fl <} <t', 1 ;. 1 f~ 割年加I面0淋：1'(1), り：lL <;. ゜<'i'Ifふ~:r'i.キ沼コ茂,~R•!.r1:tr;1Jt:af{1,1 ,ti, 門［刈

9c. 頌）<i'<,f e,. e,. "'-f伽tl/1~J 11均I<.v-} =P. 研・1~~';l,'i!!fふ叩fl迎,(f4lif .f.! . Jl!I雖l、~-」mtrn別I)f{:r;J.1-(J-;'卯lヽI

当t!C,?'}・'°i I,: :f (.(Iで"'i:'!f':).(.?'}~,'\). 1f~ °U! ご＇に）出1t·~c.otl!•'f:IJ'i,、'!~-',~オ北1'Jl::'1-.~L-f/.fl IOl!S 

(_, c, ;J''¥、:')flふ(J)'}(f) l)'/ i廿切寸I沈：~,'i'~・11, =?'i''I'(勺•四りIHl<o砒11r',<1-,,:みり7fl :r ,(/. 

,_,IJI代1~nぷfl-i'. (fl平り・tべ1~;り［山りhtl~c.o~Jl(jl:.).it,: 凶?:杞1がf.).油・吝!~涌％四(I来S咄I!リ?fnl 8 

勺ヽl/-~が~Hr知11L・f/<-'J来S:;WllSn:lf;l)I債to"=-11,~In*舟．？・がtrr:r-; 沿~I汎：,'1:f J:、•• ,.~ ぶ）J.~ む引/1 

蜆呈刃¥藷(J)潟配窮/丁



IW野型売lがある。「"1iff利央」はI.I緑部にナ・アによる1uいが認められることを特徴的としている。兵

b1! 県内では的場．迫枕、 ．ノ段辺笞のはが IIIJi•.沼蹄、 ・L:[1 ,Ii iff杓・でも硝認することがでさ、 ;ti沸形態の

I itを占めていたとどえられる このように lllfllll流域にひろがる共通竹は 、 その51iし '*•ljびつさを小す

ものと衿えることができるだみう

第5節 r1-, llt後期の上ノ段追跡

叩 II:後期のiitI名につし、ては、「メ'.p!ljl併、t)穴、涸l打戸、土坑などが検Illそれたc しかしながら、［＜袖ii村

の状況は削'I'部分や糾/fl.<.外であることか多し、ためよくわからない 検Illされたi糾付からは I.師料・瓦

灯J:器・ l'J波焼 ・N磁などが出 I.しているが、牛~に瓦ntr.~拙外が多い｀とがn徴的である

上ノ段遺跡出土の瓦質土器襦鉢

丸nIt.: 汁:i,11ぷt几味をもつIlf.t品にはコ Jナデが施され．その内lf1i:.:[UIみをもつ.::とを牡徴と Lてい
る。体部の外爪Jiよ），¥:,1,.的にはナデが施されるが、ハケnを残すものもしばしば見られるし妍rll.t槌引き

で放射状に施され〇ヽる ， 価 l=I の ,j~数は 7小Q)ものが多く、 b本のものもある また. (火り・r~J((/)槌 1-1 に

加えて料り）jliりの摘uを枷したり、 lJ紺部l勺lfllび別lみの下,..:;皮状の枷riを/JOえた/J十るものもある。揺

IIり）ないも(/)も{{(Cヤん..t-; である。 見込みの~II はX字状に袖さ JLるものや、 x・トとその外捐に1り弧

状に施されるい＇）がある し焼成：llirtのもの、 ・上帥mのもの、出買に近いものなど柚がである。今f1_1)出
I・ →した瓦買 I·t?:~l·,l.f1'は使.41 しよる吃 t(:ふ』めりれず、はぽ全てよ使用と、杵えられる。

また、上記のも q) とは異なり丹波焼を 1閃倣したとどえられるtTI~~も111.1:してし必》＾形態(Iりにはけ戚焼

とfri) であるが、外u,iの潤整1こJi..'t1tu:: と I•ヽ）様なハケが用いられたも(/)が，認められるし焼1如よ凡竹のも

cl)は確認できないが、 I:師門に近く杖rtである..よた、丹波焼とどえられる掏打の製ふ ()51Iが使IHさ

れているのに!,「して、瓦貸・f:器慣iギと I~tl!にしずれも末沌ttlである。

瓦質土器襦鉢の分布と時期

kノ段追跡でIll.I.したJi'tt.l:喘拙社と,,ヽJI沿なものは、中 f'~ ・丹悛・ illルの北近畿地域 ・Iりで確認され

ている。10..:.のり、¥:JUi(/)佑治迫跡の叫介備が少ないこともあ，て、城館tがで出 Lする..:.とが多し、。閃竹：技

iLは同じであるが、 II象ii;M>形態にややりしなるものも{f-在する，[.,.-:: 部の形態やtit11 fl>紺し）iから以ト

のように分¥iする。

第21表 瓦質土器播鉢出土遺跡

所在地 分類 1薔号 遺跡名 所在地 分類

↓I・ ~I• :,• .,t.. I 1:i (i&'..l•r ,¥ I・ ・¥ ;J·,\ •1 I 11 I'Ill~t絨趾 1;":!rr,l{fH部tli A I・ ・¥ 2 

!~-Ill屯水 U'::ii<B町 ,¥ I I 12 l・.M-尻；糾 ｀ド郡l{f~氾rh H 

つ ：：ぅ )、f>!ar..7が 1点証l(f霞戴l(i A-•A:•"3·3 ( 
,¥ I ll 久m幻叩!- I幻印{tb鶴lli [! 

;, ,'f-1~ , li 城H ,;r謡(fr.Jtl11ll,h 、¥I 15 店il'l"'f奪 lX ,:~J(fl=f i1',1; ,¥ I 

＂ 
打谷咬壮 点郡巾訟別JJ巾． Al lh 古沢域9鼻 ~(tT,titt'J野郡~..-r:•r A I・A3・B 
7 観 ff.'r,¥1料 ,;,: 郡l{f節 ~1111,ti B 17 シミ・~qi-鴻舛 1j(祁1/.(竹野郡外',j)員l ,¥I・.¥:」・U・L'

l> 1/,1.1!1城，柑・I跡 ,;(邪rrm部rli ,¥ I lo 嶋湖，¥jl(t 出r、l(.fi'1!J'fln; 繹野●1 n 
•I 日間以；判 ,;(tr.l(J $む閲11 ,¥ I It• HI'• 堀脇清削 101(リ，lilifi郡，'IH1IIJ
Iし） .,,111咄｀ (,(M:l(flむt山Ii ,¥ I • ,¥ :! 
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第27図瓦質土器慣鉢の分布
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A~ n樟部内rf1iに1"1みをもつもの
Al 類放射~J,:Q)描目(/)もの

A2煩 放射状の揺目に斜め方向の括口が}]11えられたもの

A3類 放射状の柑；Hに叫．玄部1'-1面の凹みのドに波状の樅Hが/JI]えられたもの

A4類 放射,iJ.:.の拙11に料め）; friJの如lと叫桑部内面のl!!.Iみの Fに波状の打il=Jがt1uえられたもの

AS類揺lI•7) ないもの

B類 IJ糸ふ祁内而(})凹みが沈線1人になったも(/)

C頌 l J粒部11..1,面の[Ujみが消失したもの

A知は全波で出上しているが.B・C類はやや分布が北謄に偏るようであるふ

時期についてはおおむね中1せLIIJJ ことは確かであるが、/'J波・

n後地.h~のJ師器紺年が未ヽi吃であることと、城館跡の遺物は包含層からlli・J-.することが多いことから

確定することは難しい 時期について比較的詳しく検n'.只aJ'j ..:_なっている他例を参どにすると 、A煩の

みが出Lしている平山城跡では16世紀q,袋を i.体と L、B・C領を含む大俣城跡は1邸0年｛前後に廃絶した

ものと好えられている。各遺跡の日本的な時期に属するとすればA類を16世紀rf1袋切.B・C類を16世紀

後染煩CT)ものと老えたし、0

第22表上ノ段遺跡中世遺構出土遺物個数

土師器 瓦質土器

地区名 溝構名
皿 土錘 鉢口鰈 鉢底部

呑炉 火鉢 その他
Al• ) Al•4 0 A 0 

,¥ S[X_》)•I立 3 15 b 
,, 
I I 1 ” 疇, 小ul、II:I 

＇ A SKll3 l I ~ I I J 

A SK07 1 II s :! 2 I 2 I 

A SKl-ib 3 幽，， 5 •I I 

A SKIO ' ？ 

A 5K~1 l 2 I 

:¥ SEU! 4 l I I I 

A S!'l6 

合/ti :, 
66 17 6 i 3 

3 :.-! 2 A II 
侭9 IO 

R SKOi 叩 .1 

B SK1r2 15 1 I . 

I 10 ＇ 8 SP(}<I I 

B SP06 7 I 

Fl SP19 :i I I 

Fl sr2n I 

B 合~, 133 5 
7I 后—

介計 l44 10 
必 17 3 

:l 2 l 
9(1 10 

椙m濱j.JIぅ；W娩It!倣クイプ も憫の合計属の数{tll.i社底椛Q) 劇{+.~々りm'~ていない

..tノlxA

上ノfiB

甲山r1S801煩工

平山tl5B04・05燻土

大耀A

一

I I I I 

I I I 

I I I 

I I I 

I I I 

I I I 

＇ I I I 
I 

I I I 
I 

その他

n浪甕9ヤ、 ~s饂文蔚 I

w磁遵弁文碗 I

Th戌llll>._1, 完破I¥

れ忠l!fi鉢 I

I 

•I 

＇ I 
l 

I 

I 

I 

暉 1鳴 20峰事 9暉 50鴨 6匹 70暢 8暉 9躙 10置

第28図 出土士器の積成
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~I 
15 

l 

.-1 
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I 

lib 

101 

17 

10 
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3 
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遺物の構成

トノ段遺跡での遼物のIllI: 状況を見てみると、 A地[(では瓦fti: 器術針：が77%、B地ドでは I'.帥 i;;.on

ヵr%r:1.~を、'iめ、地にことしこ非官「かたよ ってし必.,・rn1城跡 ・大俣成％ての遺物の出・I:状況と比較する
と.~;; 神「ついては輸人凶屯閑やm'幻潟習頚をク凸、器形については西[ - ~~,を：iとんと欠、・ている..::

とが特徴的であん口さらに、 JC代 1器播鉢が杞罰 1品であることと冴えあわせれば、流illi段Wfrの途叫こ

ある I.:器製品(/)也積場のaft泥ヤ1カ・芳えられる

まとめ

K ノは心勤は ILi~公辺力も分かれて丹後に至る街頂に面L、的島閑t跡近j[1(・は 「八11rli Jという地名も

残っていI.,,.中II!.-後期のI.ノ段遺tかはこのような定lりl"rli での交易を II的とする、瓦質上?,~f.!;}I;や I.師器

などの r. 器¼:!,出を取り扱 Jた比付施没であったと名えたいU

(I)第ど21ズ1の地名&の文欣は以ドの辿り

3. !t-W児教fr委n会埋祓文化財紐l牡'l~務所「平成 10年疫年報」 1999q: 、 •1. 兵w県教(i'委H会Jlil蔵文
化財湛ftll'務11/rr春11・ じ「1diirt趾II)」1990年、 3. itr,r-県教it 委u会迎蔵文化財;J~1c•Ji務i~r 「 1勺戊

l l年I~が1・t11」2001年、 6.ii<. . 郡教↑委U会「氷 l:l]・;狸社文化財,.:tN;既＇炭恨； tj, ,'rm」2()(X)年、 7.I川紀

丹巾町教if委t~会「口坂本遺踪 lお1年、 8. r1h町史櫂夏委n~~r·n川町史」 l的4年、 ~I . i~jll誡 ．

鈴和り;11J「が、都府福知山rli武名ヶ谷迅阿発掘況1c汁I~'.-:': 」 197i年, 10. 「i収町1動Jl!迫牧伍れボJ係追蹄」r点

都irr 迅判;,~介慨報」袷36冊1989年、 11.「味）Jill『が第2次発掘調ff.概要1「J1t卸(f辺跡況tc慨w」::i)J8冊
1986年、12. ;Ul-i;(都府埋祓文化lll,ili41f研究七ンク ー 「が、都府弥生ヒ~:; •t~, 成」 1989年、 13.「1ft.児野,l)'Jf./F梵

掘必丘概殺l 『京都府遺f如-41伐1報」第 2 冊1%が,~、 14. I :. 河宮の ritlii!-発祝汎介概裳」「東都i{f,l'l~:;tl 

任慨nom 2 r11t19s2年、15_r原和ffJi跡万介什K呼rりi',12冊志t;j道『介J1%!)年、 16.ffit1(,:11tiJ(.fJIIぶ文化財

潤ft研究七ンタ 「以祁,,.「辿判·~1f.恨告む筍291litnl人）〇跡群」 200)iE, ] 7. rfi:]迅176り椋関係兌祉6:Ht

概要lI 以都府辿跡~j牡慨fU」れ・「川冊 1993年、 18. 叫 11.fll哉・ilJl.l 11嘩• 松Illか映子 ri叩lbi'H介r))縄文 ・

弥生j且跡」「iit祁J{f埋蔵又化財栢 i:tU 第82 号2001 年、 1~. fl! 胞雄、坪行利.11:、田中光沿.fトftJJgt, rrl谷』

跡兌捉詞・tr.恨古」灼山町教介委U 会1975年ほか、 20. 』flJt:~府児蔵文化財'141Hf究七ンタ ー r点都什弥

生j沿れ躯1戊J1989年、 21. i';l他推はか「途中ヶ斤凡tit介兌掘武斉報告~r• .-rn, 町教ft委u会1977年、 ,'If京
都府雌成文化財，閲丘研究七ンター「Jit都府弥It_I:?.:; 艇J戊J1989年.a. uり以都,u-埋蔵文化Jiす糾1tfilf究七
ンタ 「以船{:f弥生I.器集9成」 1989年、 23.川[/ljh; 令 r点都府弥栄町依jq:1,f遺踪発担品1f即!fl'.}」1.,l1i占

代学協会191"15年、 24.闊 点祁l{.f雌複文化財.. • 介涌允ヤンター「京祁;{{弥生l疇；界奥成」 1!)89年．「竹野遺肋
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Lil・ポラ1lt」199訊：亀 5.兵りI(児教打公l-l会「丸1J1r'-jt(H:f-, 月丘の慨要ー」 1977年. 6. 兵,q,県教介委
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図版6 的場遺跡
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回版18 上ノ段遺跡
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